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    ［プロローグ　追憶～the side of 〝Unknown Recollection〟 prologue～］


    



    《ユニオン》時代──。


    　陽はる翔とたちにパーティとしての異名がつく前、少しずつ注目を集め始めていた頃。


    「ちくしょうッ……！」


    　とある城の探索クエストで、陽翔たちはかつてないピンチに陥おちいっていた。


    　ダンジョンの最深部。朽ち果てかけている、古城シュヴァーベンの玉座の間。


    　王の座す場所を護まもるかのように、重々しいアーマーを着込んだリザードマン、ガードアリゲーターが猛たけ々だけしく暴れ回っている。


    　眼前では、闘気も尽きかけた陽翔が膝ひざをついていた。すぐ傍そばで折れた剣の刀身がビロードを突き抜けて床に刺さっている。もう皆の盾たてになる余裕すらなく、立ち上がるのも精一杯という様子だった。一撃もらったら、ゲームオーバーになるのは明白だ。


    「悪い、皆みんなっ……！」


    　陽翔は悔しそうな表情を浮かべて、ガードアリゲーターから距離を取った。自然回復を待つ以外にできることはない。拳こぶしを握って、ただただ皆の戦いの趨すう勢せいを見守るしかなかった。


    「ぐっ……！　陽翔はこんな攻撃を捌さばいていたのか……!?」


    　次は自おのずと貴たか法のりに負担がかかる。だが、当時の貴法には、絶対的な防御能力はない。敵の攻撃を一身に集めて耐えきれるほど、壁となるようにセンスを扱う術すべを見つけていなかった。


    　センスを満足に扱うことができない状況に、貴法は折れそうなぐらい強く歯は軋ぎしりする。


    　そこへ──。


    『貴法。君は攻撃を捌くべきじゃない。受け止めた端から天理で分解をするべきだ』


    　貴法の脳内に言葉が届いた。頼もしく、今の貴法に適した助言。


    「受け止めながら、分解だと……？　簡単に言ってくれる！」


    　しかし、この防衛線を守るには、それに賭かけるしかない。


    　ガードアリゲーターの振り下ろした剣が眼前に迫り来る。


    　咄とつ嗟さにガントレットを装備した右腕を刃に合わせ──。


    「〈天刃・覇竜牙ピンポイント・ブレイカー〉！」


    　貴法の手に触れた剣が塵ちりのように消えていった。


    　それは天理を使った真剣白刃取りと言ってもいい。タイミングが悪ければ、攻撃を防ぐことができず、そのまま手を切られていただろう。


    　だが、貴法は至難のタイミングを読み切り、分解をこなした。


    　ガードアリゲーターは手応えを失い、勢い余って微かすかによろける。


    「充分よ、貴法。今度は私がなんとかする！　──弾はじけよ、トール！　大神の……」


    　咲さ月つきが魔導を使って、背後から稲妻をガードアリゲーターに落とそうとした瞬間──。


    『危険な選択だ、咲月。闘気を受け流したと聞く限り、そいつは雷撃を跳ね返すぞ』


    　再び、どこかから届く助言。


    「で、でも！　こいつ、他の魔導が効きにくいし！」


    『雷自体は悪い選択ではない。もう少し先を行けばいい』


    「！　そういうことね！　──纏まとわりつけ、トール、シルヴェストル！　大おお嵐あらしの縛雷！」


    　嵐と雷の精霊の力を受け取り、咲月の手から電気混じりの暴風が放出される。


    　ガードアリゲーターは大剣で受け止める……が、その雷は剣に纏わり付き、さらに身体からだへと伝達していった。


    『グアッ！』


    　ようやく相手にまともなダメージを与えることができたかもしれないと思えるボスの悲鳴。


    　全員の気持ちが高まる。


    　そこへ──。


    「〈クレイドルチェイン〉」


    　咲月に続き、クライヴが多数のナイフを投げ、放射状に広げる。繋つながれた鋼こう糸しが幾重にも絡からみ合い、まるで鳥を球形の籠かごの中に閉じ込めるかのようにガードアリゲーターを囲った。


    　今まで何度も戦闘を仕切り直し、皆の窮地を救ってきた敵を捕らえるセンス。


    　だが、長続きしなかった。


    　球形の中から一筋の閃せん光こうが漏もれ、隙すき間まを広げるように一気に溢あふれ出す。


    　すぐに球は鋼糸ごと剣によって断ち切られ、ガードアリゲーターは自由の身となった。


    『クライヴ。鋼糸の回る速度を向上させなければ、物理的な束縛としては中途半端になる』


    「ま、そうだろうね。この辺りは今後の課題さ」


    　解き放たれたガードアリゲーターは、大地から召喚するかのように剣を取り出し、大きく暴れ回る。迂う闊かつに近づくこともできない。その大剣は最も傍そばにいたクライヴを狙ねらった。


    「……お願い……！　く、クライヴくんを助けて……」


    　希のぞみの声に応えて出てきたのは頼りないマスコットや土つち塊くれの人形たち。とても戦いに向いているとは思えない。悲ひ愴そうな雰囲気を漂ただよわせながらも、仲間たちを守るべく勇敢に立ち向かう。


    　だが──無慈悲。


    　使い魔たちはガードアリゲーターの一刀によって両断された。あまりにも簡単に、まるでテーブルの上のゴミをまとめて片付けるかのように。


    　彼らは霧のように消えていき、希の瞳ひとみから涙が零こぼれる。


    　だが、彼らは役割を全うしてくれていた。おかげでクライヴはすんでのところで、後ろに跳ぶことができたのだから。


    『希。使い魔の動かし方が単調過ぎる。君は鳥型や軟体のものも出せるだろう。もっと自由な発想でいいんだ』


    「うう、が、頑張ってみます……！」


    『三次元的な攻勢をさせることで、君の使い魔たちの攻撃は無限の可能性を引き出せる』


    　ボスが暴れ回っている隙すきに、貴たか法のりが動く。


    「クライヴ！」


    「オーライ！」


    　クライヴはナイフで床の石を抉えぐり取り、それを剣へと変幻させた。


    　剣を投げ渡された貴法は、受け取ったあと、刀身の金属原子の並びを、少しでも強固になるように方向性を組み替える。天理でこそ可能な組成だ。


    「受け取れ、陽はる翔と！」


    「サンキュー、貴法！　クライヴ！」


    　飛んできた新しい剣を受け取り、陽翔は立ち上がる。まだ充分とは言えないが休ませてもらったことで、ＨＰも回復していた。これも闘気を集中させたことによる回復力の強化の賜物だ。


    　再び前線へ躍り出て、皆の前で盾たてとなる。


    『グググ……』


    　しつこい壁役に苛いらついたのか、小さな唸うなり声を上げるガードアリゲーター。


    　立ち塞ふさがる陽翔に向かい、一気に剣を振り下ろす。


    　陽翔はそれに合わせて、闘気を纏まとわせた剣を構えた。


    　刃と刃が交差する。


    「剣が折れなきゃ、負けるもんかよ！」


    『残念だが、陽翔。それは過信しすぎだ』


    「え……」


    『そいつの剣の硬度と膂りよ力りよくはその上を行く』


    　その言葉の通り──少しずつ、ガードアリゲーターの刃が、陽翔の剣に食い込んでいく。それは徐々に徐々に、不快な音を立てて近づいてきた。


    「ま、待ってくれよ！　冗談だろ!?」


    　砕けた音が鈍くその場に響き渡り、折れた刀身が床に突き刺さる。


    　無理矢理振り下ろされた剣を、陽翔はどうにか間一髪転がって避けた。


    　そして、ガードアリゲーターは魔導の準備で無防備だった咲さ月つきへ狙ねらいを定める。剣を構えると、光のような一いつ閃せんが咲月の首を襲おそった。


    「咲月ッ！」


    　クライヴが鋼こう糸しで咲月の身体からだを捕まえると、その場に倒れさせ、強引に回避させる。


    　だが、剣の軌道はそれだけではなかった。


    「陽翔！　伏せて」


    　旭姫あさひが〈未来視プロフエアータ〉を発動。呆ぼう然ぜんとしていた陽はる翔とは反射的に伏せると、頭上を鎌かま鼬いたちのような真空刃が突き抜けていった。目標に当たらなかったそれは太い柱を綺き麗れいに両断する。


    　まさかこんな攻撃まで隠していたなんて……と胆きもが冷えた。旭姫の指示がなければ間違いなく首を切り裂かれていただろう。


    「深刻な状況ね……！」


    　咲さ月つきが不安げな吐息と共に漏もらす。


    　助言をもらって善戦はしているが、劣勢なことは明らかだ。


    　ガードアリゲーターは見た目から連想されるように、パワーも強く、柔やわな攻撃を通さないほど硬く、魔導に対する耐性も高い。完全な物理特化型。


    　だが、真に恐れるべきはそこではない。陽翔の闘気による攻撃をこともなげに受け流し、剣を巧みに逸そらす、その卓越した技能こそが本領。


    　己おのれの特性をしっかりと理解し、陽翔たちがガス欠になるのを狙ねらっていたのだ。


    　易やす々やすと長期戦に持ち込まれ、こうして逆境の真まっ只ただ中なかにある。


    「序盤は優位だったのになー。やっぱり〈未来視〉でもっと先を見ておくべきだったんだよ」


    　旭姫が後悔するように零こぼした。


    　この時の不完全な〈未来視〉では、優勢な状況が見えていただけだった。


    　ガードアリゲーターを圧倒的に攻め立てている映像。そこからは、ガードアリゲーターが致命傷を避けながら、長期戦に持ち込もうとしているなどとは判断できなかったのだ。それを見極められなかったのは、まだまだ経験不足だったというのが大きかっただろう。


    「トドメを刺す未来を見ないまま火力を集中したのも、今思えば拙せつ速そくだったねー」


    　クライヴがガードアリゲーターをナイフで牽けん制せいしながら隙すきを窺うかがう。


    　これは、彼らにとって初めての長期戦。二時間という長丁場の戦いに、皆が疲ひ弊へいしてしまっていた。今まで彼らは長くても三十分程度しか戦っていない。


    　一時間以上経過してからはミスも増え、気付けば決め手のない消耗戦になっていた。


    　だが、プレイヤーとガードアリゲーターでは決定的な違いがある。


    「こいつ、疲れない……の？」


    　咲月が納得できないように暴れ回るボスを見た。


    　通常の生物種に属するモンスターであれば疲労はある。だが、このガードアリゲーターは疲れなど知らないかのように、俊敏に動き回り剣を振るってくる。見た目通りの豊富なスタミナを誇っていた。


    「やれやれ……。決定打がなくて困るね」


    「こういう時、サポート役はつらいよ……」


    　クライヴと希のぞみがそれぞれ零す。


    　彼らは目め眩くらまし程度にしか役に立っていないことを苦々しく思っていた。


    「とにかく工夫をして、少しでも有利な局面に持っていくしかないね。まだまだこれからさ」


    　クライヴがそう言ってナイフを構える。


    「無い物ねだりをしても仕方ないからな！　それに、あいつが絶対に来てくれるはず！」


    　それに呼応するかのように、陽はる翔とも振り絞るように闘気を纏まとった。


    「はっ！」


    　クライヴがナイフを放射状に投げる。


    　もちろん、この程度の攻撃が効くわけがない。あっさりと弾はじき返されてしまう。


    　だが、この目め眩くらましのおかげで陽翔はガードアリゲーターの死角──背後に回った。


    　低い姿勢で接近する陽翔の手には、いつの間にか受け取っていたクライヴのナイフが握られている。


    「ありったけの闘気を込めて……！」


    　かき集めた闘気をすべて込めて、鋼鉄に覆おおわれた足首を斬きり裂いた。


    　右足を破壊され、ガードアリゲーターがバランスを崩す。


    「このまま倒れちまえ──」


    　さらに膝ひざ裏うらへ蹴けりを入れた。


    　姿勢を立て直そうとしているところに、決定的なダメ押し。


    　完全に倒れる。


    　誰もがそう思った。


    　しかし──。


    　突如、ガードアリゲーターの身体からだが水に沈んだかのように、床の中に潜もぐり込む。


    　床を微かすかに膨ふくらませながら移動し、ガードアリゲーターが離れた場所に、飛び出すように現れた。


    「……石の中に潜れるなんて聞いてないんだが」


    　貴たか法のりが呆あきれたように呟つぶやく。


    　皆が苦しそうにモンスターを睨にらむ中──一瞬の隙すきを衝つかれた陽翔が、モンスターの巨大な手に囚とらわれてしまう。今にも握り潰つぶされそうになっていた。


    「ちくしょう……！　離せっ……！」


    　すでに疲労困こん憊ぱいで最後の闘気を使い果たした陽翔に、ガードアリゲーターの束縛を解く力は残っていない。


    　陽翔の喉のどに向かって切っ先が迫る。


    「陽翔───────────ッ！」


    　旭姫あさひが喉を潰さんばかりに叫ぶ。


    　だが、叫びでモンスターが止まることはない。


    　数瞬後に首を貫つらぬかれる陽翔の姿が容易に想像できた。


    　陽はる翔とに避ける手段はない。防ぐ手段もない。


    　そして、ここにいる皆にもそれを防ぐ方法は皆無だった。


    　──ただ、ひとりを除いては。


    　刃が陽翔に突き入れられる瞬間、微かすかな風切り音が陽翔の耳に届く。


    　それはあっという間に、唸うなるような音となり接近。


    　そして──。


    　光がガードアリゲーターの腕を正確に貫つらぬく。


    　拘束する力が緩ゆるみ、陽翔は咄とつ嗟さに脱出して床に転がった。


    「へへっ。やっぱり来てくれたな」


    　陽翔が嬉うれしそうな表情を見せ、音の発生源へ目を向ける。


    　つられたように五人の視線が、そちらに集中した。


    「厳しそうだね。ここからは助言だけじゃなく、わたし自ら、援護するとしよう」


    　視線の先にいたのは、年端もいかない少女だった。


    　着ているものは花おい魁らんドレスのように広ひろ袖そでだが、ドレスというには簡素で飾り気もあまりなかった。襟えり首くび辺りまで伸びた銀のボブカットは、身長と相あい俟まって可か愛わいらしいが、この場にはあまりそぐわない。その手には弓を携えていた。矢筒はない。矢は物質的なものではなく、どうも何らかのエネルギーのようだった。


    　類たぐい稀まれな心奏の使い手。ひとり力強く立つ彼女を見て、安あん堵どしたように皆が微笑ほほえむ。


    「待ってたぜ、ルシア！」


    　陽翔は少女を迎え入れるように、力強く拳こぶしを掲げた。

  


  
    ［第一章　燻る炎］


    



    「あたし、やっぱり……陽翔が好きだよ」


    



    　旭姫あさひがそう言い残して、〝グノーシス〟の幹部──セトたちと共に消えてから、どれほどの時が経過しただろうか。


    〝スバル〟のメンバー全員が倒れ伏し、ピクリとも動かない。


    　聞こえてくるのは、石壁を貫つらぬくような烈風の音だけだった。


    　かつて攻略したことのある白水霊の塔──それを模したダンジョンの最上階は、空虚で寒々しい雰囲気に覆おおわれている。


    　自然回復によって少しずつＨＰは回復しており、倒されてしまった〝スバル〟の面々が意識を取り戻している頃だろう。


    　かろうじて立ち上がれるはずだが、その気力もないのかピクリとも動かなかった。呼吸すらしていないのではないかと思えてしまう。


    　彼らは動けないのだ。


    　ここまで旭姫を付け狙ねらってきた黒幕を前にして、何ひとつできなかった。


    　曲がりなりにも、かつて《ユニオン》で第一線に立ってきて、並ぶ者のない伝説にもなった自分たちが、最も憎き敵に傷ひとつつけられなかった。


    　その事実は、これまでの栄光など簡単に翳かげらせる。


    　自信を完かん膚ぷなきまでに打ち砕かれた。


    　誇りを容赦なく汚された。


    　目を覚ましても、何をすればいいかも見失っている。


    　心を虚無感に支配されてしまっていた。


    「……皆みんな」


    　初めに声を出したのは──希のぞみだった。


    　上半身の肌を惜しげもなく晒さらした、服の用を成していないような黒い衣装を着込んでいる。


    　胸の谷間は大きく開いている上、下半身に穿はいている黒スカートも透けており、裸同然と言っても過言ではない。


    　しかし、服に反して瞳ひとみはとても柔やわらかい光を灯ともしている。普段は穏やかな表情なのだろうというのが察せられた。背中まで伸びた髪は、微かすかな光に淡く反射している。


    　──わたしが原因だ……。


    



    　一連の事件は、希が行方ゆくえ不明になってから始まった。


    〝スバル〟の面々が希のぞみを捜すために竜の要よう塞さいに向かうと、夢境によってテーマパークにあるような夢の城となっており、そこで〝グノーシス〟の幹部、第四者マルキオンと第五者ケリントスと遭そう遇ぐう。


    　さらに希までもが敵として現れた。


    　旭姫あさひに陽はる翔とへの疑心を植え付け、少しずつ正常な判断を狂わせていくために……。蛇へびを使って悪夢を見るように仕向けたのだ。


    　──手順も行動も、全部覚えてる……。


    　そして、皆の思い出の詰まったアジトを何の躊ちゆう躇ちよもなく破壊して、さらに旭姫の精神を不安定にさせた。


    　見せる悪夢も、旭姫が一番思い出したくないであろう場面を選択した。


    　悪夢に信しん憑ぴよう性せいを持たせるために、その時のダンジョン──白水霊の塔を模したのだ。


    　最後の最後、すでに心が限界に近かった旭姫のたがを外し、陽翔を撃たせ、目的は成った。


    　旭姫は覚かく醒せい。


    　すべては目もく論ろ見み通り。


    　あとは旭姫を第一者に引き合わせれば終わりだった。


    　だが、マルキオンとケリントスにもふたつの誤算があった。


    　ひとつが、貴たか法のりの覚醒。


    〝グノーシス〟によっていいように心を犯され、〝スバル〟に敵対していた希は、貴法の必死の説得と天理のセンスによって、己おのれの心を取り戻した。


    　もうひとつが陽翔の覚醒。


    　陽翔の白金の闘気によって、精神までも強化された旭姫は自我を復活させたのだ。


    　覚醒した陽翔は、マルキオンとケリントスを一刀の下に薙なぎ払う。


    　こうして、〝スバル〟の全員が揃そろったが──それも泡沫うたかたの夢の如ごとく、束つかの間まだった。


    　第一者セトが現れ、〝スバル〟メンバー全員を、いとも容易たやすく蹴け散ちらした。


    　覚醒したことなど歯し牙がにもかけない。


    　結局、旭姫は皆の命を守るために、自らが犠牲になってセトについていった。


    



    　──結果を見れば、わたしと旭姫ちゃんが入れ替わっただけ……。


    　罪悪感が希の身体からだを震ふるわせた。


    　己の心を取り戻したからと言って、やってきたことが消えてなくなったわけではない。


    　迷惑などという言葉では片付けられないことをやった。


    　謝っても許されないことをした。


    　酷ひどいことを言ってしまった。


    　皆を傷付けてしまった。


    　そのことが心に、決して消えることのない暗い影を、黴かびのようにこびりつかせている。


    　考えれば考えるほど、後悔が希のぞみの表情を苦々しいものに変える。


    　旭姫あさひの〈未来視プロフエアータ〉を最も下劣なやり方で覚かく醒せいさせてしまった。


    　あんな非道な手段を用いてしまったこと自体、すでに越えてはいけない一線を越えているが、それでも旭姫の覚醒さえなければ〝グノーシス〟も様子見で、猶予があったかもしれない。


    　弱い心がこの事態を引き起こした。希の中でそれは明白だった。


    　希は現実から目を逸そらすように、顔を俯うつむかせて視線を床に落とす。


    　かつての内気だった頃の自分──倒したはずの弱気の虫が鎌かま首くびをもたげた。


    　何をやっても、否定されるかもしれない。


    　何を言っても、罵ののしられるかもしれない。


    　自虐めいた思いが、心を、身体からだを、どんどん縛っていく。


    　──ダメ！　今までと同じじゃダメなんだ！


    　希は頭を強く振って、両手で自身の頬ほおを叩たたいた。


    　考えすぎる前にこうして体を動かし、自分を叱しつ咤たすることで無理矢理、束縛を解く。それは六年間、性格を矯正する際に、いつもやっていた習慣だ。


    　そして、完全に治っていない身体を無理矢理動かして足を引きずるように歩き出す。まずは一番近くにいたクライヴの下へ向かった。


    「……クライヴくん」


    「…………う…………希、か」


    　希の呼び掛けに応えて、クライヴがゆっくりと目ま蓋ぶたを開く。


    　黒いニットを被かぶり、柔やわらかそうな金髪が僅わずかに覗のぞいている。耳には小さなピアスをつけていた。羽織っている赤いジャケットの襟えりと袖そで口ぐちには黒毛のファーがつき、中には胸元が大きくＶ字に開いたシャツを着ている。


    　彼は怠だるそうに身体を起こしてから周囲を見渡して、小さく肩を竦すくめた。


    「皆みんなはまだ立ち上がる気力もないか。さすがに……」


    　強すぎたね、という言葉の代わりに深く息を吐く。


    〝スバル〟とて敵に圧倒されて、ピンチに陥おちいったことは何度もある。それでも皆と協力し合うことで、常に勝利してきた。


    　それが、ここに来て〈無垢なる闇プルガトリオ〉以来の明確な敗北。


    　しかも、一方的にやられて何もできずに負けるなど、今までにないことだった。


    　それだけに動揺は大きい。


    　クライヴもいつものように飄ひよう々ひようとした顔をしているが、思うところはあるだろう。


    　いつもに比べると、些いささか表情がぎこちない。


    「わたしたちは……たぶん、相当手加減されたと思うから」


    「だろうね。まさか二回見ても対処できないなんて、こんなこと初めてだ」


    　一度目はエリシアへの攻撃。


    　二度目は陽はる翔とたちへの攻撃。


    　見たはずなのに、何が起こったのかわからなかった。


    　クライヴと希のぞみの攻撃もまた無効化されてしまっている。複数の手段を予測し、すべてに対応策を用意していたが、何もかも関係なく粉砕された。


    「希は何かわかった？」


    　クライヴの問いに、希は悲しさと申し訳なさが絡からみ合った表情で首を振る。


    「何も見えなくて……。攻撃された衝撃はあったと思うんだけど」


    「だよね。オレもそれは感じた」


    「クライヴくんも……わからなかったの？」


    「幾つか察したことはあるな。でも……」


    　クライヴは小さく息を吐いて、立ち上がった。


    「ひとまず皆みんなで集まろうか。話はそれからだね」


    「う、うん……」


    　ふたりは周囲で気を失うように倒れている面々を起こしに向かった。


    「起きて、貴たか法のりくん」


    　貴法が虚うつろな表情のまま、希に背中を支えられて身体からだを起こす。


    　黒色のインナーの上に、制服のような白いジャケットを着込んだいつもの堂々とした姿はそこにはなく、ほとんどボロボロになっていた。


    　貴法の代名詞とも言える右腕にある竜を模したガントレットも、心なしか反射する光が鈍いように見える。


    　すでに目を覚ましていたようだったが、起きる気力はなかったらしい。


    「起きてくれよ、咲さ月つき」


    　続けて、咲月がクライヴに声をかけられて頭を上げる。


    　絹のように細い朱色の髪に付けられた、兎うさぎの耳のようなリボン。それが元気なく垂れてしまっていた。上半分は水着のような革装備で、下は黒いフリルが施ほどこされた赤いスカート。肩を出してローブのような群青色の外がい套とうを纏まとっているが、彼女の姿も戦闘の痕あとを思わせるように、そこら中が斬きり裂かれていた。


    「エリシアも起きてくれ」


    　エリシアも目覚め、ゆっくりと気け怠だるそうに上体を起こす。


    　襟えり首くび辺りまで伸びたボブカットの銀が、どこかくすんでいるようにも見える。


    　彼らは周囲を見渡してから、一様に溜ため息いきを吐ついた。


    「旭姫は……」


    「ついていったのだな……。セトに」


    　咲さ月つきとエリシアは俯うつむき、無言になってしまう。


    　夢だったらいいのに……と何度も思ったはずだ。


    　それから希のぞみは仰向けに倒れていた最後のひとり──陽はる翔との下に向かう。


    　陽翔は目を開けていた。


    「陽翔くん、目を覚ましてたの？」


    　しかし、その瞳ひとみは焦点が合っておらず、とても生きている者の目とは思えない。


    　天井に向いていた視線が、近づいてきた希に合わせて横を向く。


    　しかし、喋しやべるのすら億おつ劫くうそうな雰囲気を全身から醸かもし出していた。


    　話しかけるなと態度で示している。


    　陽翔のそんな素そ振ぶりで、希も察してしまった。


    　見たことがある。


    　記憶にある。


    　六年前、旭姫あさひを失った時と同じ顔──。


    『あとは君次第だ』


    　薄れゆく意識の中、陽翔が旭姫との取引に使われた場面が想起される。セトに首を掴つかんで持ち上げられていた時のことを。


    　陽翔を人質に取られて、旭姫に選択権などあるはずがない。


    　旭姫が陽翔を好きだったことは希もよく知っている。


    「ここを、出よう？　陽翔くん……」


    　それでも希は踏み込むように声をかけた。


    　ここにいても仕方がない。何をするにしても、動かなければならないのだ。


    「………」


    　陽翔は無言。


    　何の色もないその瞳は、真まっ直すぐに希を貫つらぬく。


    「……っ」


    　希の背筋が強こわ張ばった。


    　無言だからこそ、雄弁に物語っている。


    　希は責められているかのように、身を竦すくませた。


    「陽翔。ほら、降りようぜ」


    　よからぬ雰囲気を察したのか、クライヴが近寄ってくる。クライヴは希を見た後、視線を一瞬だけ貴たか法のりたちに向けた。


    　ここはオレに任せて、貴法たちを頼むという意味だろう。


    　気まずさを覚えながら、希はクライヴの善意に甘えた。


    「肩を貸すぜ、陽はる翔と」


    　クライヴが陽翔の身体からだを起こし、肩を支えるのを見届けてから、希のぞみは貴たか法のりたちの下に戻る。


    「貴法くん。一旦、戻ろう？」


    「……ああ。わかった」


    「立てる？」


    「問題ない。僕よりも咲さ月つきの方が深手ではないのか」


    　貴法が咲月に目を向けると、彼女は小さく首を振る。


    「私はそれなりに回復してる。あんたと大差ないわ」


    　貴法と咲月はふたりで立ち上がった。


    　だが、だからと言って元気になったわけではない。気難しい顔をして、眉み間けんに皺しわを寄せ続けていた。


    　これからどこに行けばいいのかわからず、迷子になったかのようだ。


    「あなたも、大丈夫？」


    「……日下くさか希か。心配無用だ」


    　座ったまま怠だるそうに俯うつむいていたエリシアも立ち上がった。


    「あの……あなたは」


    「説明はあとだ。……落ち着いたら、すべてを話そう」


    　クライヴが陽翔を引ひき摺ずるように連れてきて、この場にいる六人全員が近くに集まる。


    　貴法が何事か呟つぶやくと、床に転送するための魔法陣が現れ、紋様が光り輝いて全員の姿が消えた。


    



    　希の眼前で白水霊の塔を模した白い塔が霧のように消えると同時に、召喚されたかのように〝スバル〟のアジトが出現する。


    　切り立った崖がけの下に複数の巨岩が積み重なった構図にしか見えないそれは、紛れもなくもといた彼らの拠点だった。


    　希が自らのセンス、夢境を使ってアジトを復活させたのだ。


    　すでに昇りきった太陽に照らされていたものの、その輝きは虚むなしく見えてしまう。


    「大したものだね」


    　一連の流れを見ていたクライヴが感心したように頷うなずいた。


    「ううん。こんな力があっても……何もできなかったし」


    「卑下するのはよくないよ。昔に戻ったのかい？　希」


    「……そういうわけじゃないけど」


    　アジトを元に戻したといっても、以前とは感覚的に違うものだ。


    　希もそれをわかっている。


    　それでも、壊してしまったアジトを作り直すのは責務だと思った。


    　しかし……昔と同じアジトが復活しても、皆、そこに入ろうとしない。


    　希のぞみとクライヴ以外の四人は、力尽きたように座り込んでいる。


    「重症、だね」


    　希は胸が締め付けられたように視線が下に向いた。


    「旭姫あさひが攫さらわれたってのが一番大きいけど、陽はる翔とと貴たか法のり、咲さ月つきは〝スバル〟でも火力の高いスリートップだ。三人が何もできずに攻撃を無効化されたんだからね。しかも、その原因がまったくわからなかったときた。呆ぼう然ぜんともなるさ」


    　それを聞いて、力なく俯うつむき、肩を落とす希。


    　小学生の頃に戻ったような姿だった。


    「……わたしが、〝グノーシス〟に囚とらわれたりしなかったら、こんなことに」


    「違うぜ、希」


    　すると希は意外なことを言われたかのように目を瞬またたかせる。


    「で、でも」


    「連中は希を仲間に引き入れなくても、何らかの手段を用いて必ず旭姫を覚かく醒せいさせていただろうさ。だから、気に病む必要はないよ。順序が狂ったようなもんさ」


    「……慰め、だよね？」


    「まったくないと言ったら嘘うそになるけど、希がいてもいなくても、旭姫はいずれ覚醒させられてたさ。オレたちがまったく敵かなわなかった相手だぜ？　やりようはいくらでもあった。効率的な手段のひとつに、君は巻き込まれただけだってことさ」


    　そして、クライヴは小さく笑う。


    「意気消沈してる暇ひまはない。全員に元気を出してもらわないといけない。それは希、君も含めてね」


    「わたし……？」


    「今回のことで最も落ち込むであろう君が元気な姿を見せてこそ、皆みんなは活気を分けてもらえると思うんだよね」


    　希も理屈はわかる。


    　皆を少しでも元気づけたい気持ちは強い。


    　だが、やはり『何様のつもりだ』と言われるのが怖かった。


    　踏ん切りのつかない希に、クライヴはぽんぽんと背中を叩たたく。


    「君は変わったんだろう？　昔の君もオレは嫌いじゃなかったけど、せっかくだからあの頃とは違うところを見せてくれよ」


    「で、でも……」


    　そう。変わったはずなのだ。


    　だけど、本質はそこまで変わらないのかもしれない。


    　せめて自分に、解決できる力があれば、もっと自信を持って動けるのに。


    　そう思わずにはいられない。


    「わたしは、クライヴくんとは違うし……」


    「違うって何がだい。オレは変幻、君は夢境。お互い真っ当な前衛プレイヤーよりも遥はるかに強いから忘れがちだけど、〝スバル〟の中じゃ同じ後衛じゃないか」


    「……それとこれとは」


    「こういう時こそ、サポート役であるオレらの出番だと思う。戦いだけがすべてじゃないんだぜ。この世界は」


    　クライヴは勇気を分け与えるかのように続けた。


    「ここでオレが動いても今までと同じだ。希のぞみ、最後に仲間になった君がやってこそ、意味がある」


    　言葉が胸に沁しみていく。


    　クライヴにしては珍しく言葉を濁したが、一度は裏切ってしまった希がやるべきだと言っているのだ。


    　取り返しのつかないことをしたのは事実で。


    　許されないことも間違いなくて。


    　だけど、元仲間というだけで、きっと彼らは許してしまう。


    「もう一度、仲間になろう。希」


    　クライヴがトドメとばかりに耳元で囁ささやいた。


    　昔の仲間じゃなく。


    　今の仲間として、〝スバル〟の一員になろう……と。


    「……うん」


    　希が躊躇ためらいがちに頷うなずくと、クライヴは満足げに笑った。


    　希はまたも頬ほおを挟むようにパンッと叩たたいて、表情を引き締める。


    「うん。まずは自分から動かないとだよね」


    　罪悪感が拭ぬぐえたわけではない。


    　無力感が消えたわけではない。


    　それでも皆が動けなくなったのならば、再び気力を湧わき上がらせなければならない。


    　たとえ、自分が恨みを買うことになっても。


    　そんな決意を表情に漲みなぎらせた。


    　最初に向かった相手は……。


    「……陽はる翔とくん」


    　力なく蹲うずくまる陽翔には、闘気など欠か片けらも感じられない。


    　むしろ、いつもと逆。周囲の活力すら奪い尽くすかのような空気を放っている。


    　一瞬呑のまれて肩を震ふるわせる希のぞみだったが、心を叱しつ咤たして一歩踏み込んだ。


    「陽はる翔とくん」


    「………」


    　二度目の呼びかけにも反応を返さない。


    　ただただ、瞳ひとみの中に深い闇やみが沈殿しているような視線を向けてくるだけだ。


    　突き刺すような、責める目。


    　希は小さく息を吸って、陽翔の視線を真っ正面から受け止めた。


    「諦あきらめた方が賢明だと思う？」


    　希は優しく、諭すように尋ねる。


    　そうする方が正しいと言わんばかりに。


    　それは陽翔のプライドを、誇りを、傷付ける言葉だ。


    「………」


    　無言だが、陽翔が瞳を眇すがめる。


    　そして、微かすかに歯を食いしばる音を、希の耳は聞き取った。


    　希は心の中で胸を撫なで下ろす。まだ陽翔の精神は完全に折れてはいない。


    　──すごいな、陽翔くん……。


    　約束を果たせずに、大事な人を奪われて、何もできなかった無力感を味わう。


    　それは、おいそれと回復できる傷ではない。


    　時間をかけて癒いやされるのを待ってあげたかった。


    　だけど、時間がないのだ。今すぐにでも、旭姫あさひを助けに行かなければならない。


    　本来であれば、〝スバル〟の太陽だった旭姫こそが、陽翔を復活させる役回りのはずだ。だけど、肝心の彼女はすでにいない。


    　旭姫太陽が欠けてしまった以上、もうひとつの太陽とも言える陽翔が元に戻らなければ、〝スバル〟の復活など夢物語と言ってもいいだろう。


    　旭姫と陽翔が中心になって皆を動かし、咲さ月つきと貴たか法のりがしっかりとそれを制御し、クライヴと希がそれを支えるのが〝スバル〟なのだから。


    　今は何でもいい。


    　たとえそれがどんな感情でも、陽翔の中に燃料をくべる必要があった。


    「座ったままじゃ旭姫ちゃんは戻ってこないよ」


    　己おのれの口から出た言葉で、心がズキリと痛む。


    　何をいけしゃあしゃあと言っているのかと、自分で自分の首を絞めたいような気持ちになった。


    　旭姫が攫さらわれたのは、他でもない自分が原因だというのに。


    　クライヴは否定してくれたが、原因が自分ではないと割り切ることなどできはしない。


    　でも、だからこそ。


    　言ってはいけないことを、言ってはいけない者が言えば、それは相手を動かすエネルギーになる。


    　湧わき出すのは、決していい感情ではないかもしれない。


    　それでも今は荒療治が必要な時だと、希のぞみは自分に言い聞かせた。


    「……ッ！」


    　ギリッと、はっきりとした歯は軋ぎしりが響く。


    　そして、憎しみが籠こもったかのように陽はる翔とは眦まなじりを吊つり上げた。


    「旭姫あさひちゃんは抵抗できない。わたしたちを人質に取られてるから。何もできなかったから……用済みになったわたしたちがあの人たちに生かされてるのは、きっともう何もできないと思われてるからなんだよ」


    　言葉のナイフで容赦なく突き刺していく。


    　陽翔の身体からだが震ふるえ、拳こぶしを握った。


    　拳を支えに、陽翔はゆらりと立ち上がる。


    　希に向き直り、睨にらみつけた。


    　ここまで挑発して、まだ希が殴られていないのは、幼なじみという昔の関係がストッパーになっているからだろう。


    「言いたいことがあるなら、言って」


    　しかし、希も負けじと真っ向からその視線に立ち向かう。


    　陽翔の怒りはともすれば殺意に似た感情だった。


    　負の感情に囚とらわれていた希にはわかる。


    　今、陽翔は負のエネルギーを原料にして動いたはずだ。


    　そして、陽翔は突き動かされたかのように唇くちびるを震わせた。


    



    「どれもこれも、こんな事態を招いたのは全部──」


    



    　勢いよくそこまで言って、陽翔は口を噤つぐむ。


    　いや、ギリギリのところで飲み込んだ。


    　それは相手が希だったからか、かろうじて残っていた仲間への思いやりだったのか。


    　あるいは、かつて『お前のせいだ』と言われて塞ふさぎ込んだことがある経験によるものか。


    　だが、


    「全部、お前のせいじゃないか……って言いたいんでしょ」


    　それを希自身が代弁した。


    　途端、陽はる翔との表情が怒りに染まる。


    「……だったら──！」


    「やめろ、陽翔。その先をお前が言うことを、僕は許さない」


    　陽翔が言おうとした瞬間、希のぞみの横に貴たか法のりが立って制止した。


    　希の代わりというように、陽翔は貴法を昏くらい瞳ひとみで容赦なく突き刺す。


    「貴法くん。庇かばってくれなくても……」


    「君の罪は僕が背負うと言ったはずだ。君が責められるのであれば、僕が責められるべきだろう。君が堕おちてしまった原因が、元々は僕なのだから」


    　矢や面おもてに立った貴法に、陽翔が苛いらついたように目を剥むいた。


    「その先を言うことを、許さない……だと？　それをお前が言うのか？」


    　怨えん嗟さの籠こもった声。


    　あまりにも強固な恨みに染まっていた。


    「六年前。お前は、その先を言ったぞ、貴法……！」


    「………」


    「『お前のせいだ』。『お前のせいで旭姫あさひは死んだんだ』。『お前が旭姫を殺したんだ』。一言一句、全部覚えてる。忘れたわけじゃねぇだろう」


    　陽翔が強く拳こぶしを握り込む。


    　自傷するかのような危うい握り方だった。どれほど力が入っているのか、腕も震えていた。


    　それを見た咲さ月つきが、慌あわてたように陽翔へ駆け寄ろうとする。


    　だが、それをエリシアが肩を掴つかんで止めた。無言のまま首を振る。今、清算をするべきだと言わんばかりに。


    「ああ、言った。あの時の僕は本気でそう思っていた」


    「ッ……！」


    　陽翔が貴法の胸ぐらに掴みかかる。
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    「は、陽翔くん、やめ……」


    　希の制止も構わず、貴法が首を振って応えた。


    「構わない。僕もこのことには、いつか向き合わなければならないと思っていた」


    　貴法が小さく息を吐き、そして、陽翔を真正面から見据える。


    「……すまなかった。お前だけに責任を負わせて……。あの頃の僕は精神的に未熟だった」


    「謝ってすむ問題か!?」


    「思っていない。僕自身もお前と同じ責め苦を負うべきだと思っている」


    「それが俺に対しての謝罪か？」


    「違う。むざむざ死なせてしまった旭姫への贖しよく罪ざいだ」


    　貴法は強くそう発言する。


    「僕は弱かった。だからこそ、〈無垢なる闇プルガトリオ〉に圧倒され、旭姫あさひを助けられなかった。僕はそこから目を背そむけてお前ひとりに、すべてを押しつけた。僕は何も言い訳できないほど醜みにくかった。全員が同じ責め苦を負うべきだったのに……」


    　すると、陽はる翔との表情が今にも泣き出しそうなほど歪ゆがむ。


    「そうだよ！　今回だって同じことだ！　俺たちが、弱かったから……！　旭姫は自分を差し出した……！　ちくしょう！　ちくしょう……！　何が、覚かく醒せいだよ……！　どれだけ強くなっても、俺はセトに傷ひとつつけられなかった……！」


    　陽翔が慟どう哭こくするかのように、叫んだ。


    　涙が出ているわけではない。


    　だが、堰せきを切ったように感情を溢あふれさせるその様子は、泣いているようだった。


    「旭姫を助ける!?　何をどうすればいいんだよ！　あんな、俺たち全員が手も足も出ないやつ相手に！　旭姫が酷ひどいことをされるなんて言われなくてもわかってるよ！　だけど、俺たちには何もできないんだ！　どこにいるかもわからないのに、どうやって!!」


    〈無垢なる闇〉の時も。


    　セトに対しても。


    　大事な時に、何も守れない。


    　そんな絶望が陽翔を支配している。


    　やるべきことはわかっているのだ。


    　それをできないもどかしさが、身を熱く焦がしている。


    「そんなこと、ないよ。陽はる翔とくんたちは強くなったじゃない」


    　希のぞみは緊張した面おも持もちでそう呟つぶやくと、陽翔が不愉快そうな視線を投げた。


    「何が、わかるんだよ……！」


    「わかるよ。昔見たよりも、陽翔くんの闘気は輝いていたもの」


    「それでも、俺の剣はセトに届かなかった……！　どうしようもないだろう……！」


    「そんなこと、ない！」


    　希が腕を天に掲げた。


    　そして、クライヴに目配せする。


    　すると、彼は察したように笑って頷うなずいた。


    「ちょ、ちょっと、何する気？」


    「どうした、希!?　正気か？」


    　咲さ月つきと貴たか法のりがよからぬ気配を察したように狼狽うろたえる。


    「「連係センス──〈魔陣召喚アンチドライブ〉！」」


    　しかし、彼らを無視して希とクライヴはセンスを発動させた。


    　床に濃紫色の紋様が描かれ、地鳴りのような音と共に中から出てきたのは──鋼鉄の騎士。


    　身の丈五メートルはあろうかという、巨きよ躯く。


    　その名を──激げき鱗りんの戦士ガードアリゲーター。


    「こいつは……」


    　貴法が懐かしいものを見る目で、忌いま々いましい騎士を見み遣やる。


    　ガードアリゲーターは、《ユニオン》の頃のボスモンスターだ。今でも中級者インコンプリートにとっては、越えるべき関門として存在している。


    　当然、〝スバル〟も戦ったことがあった。


    　攻撃を受け流すことに特化したボスモンスターで、その特性上、長期戦となる相手。


    　当時の、陽翔を防衛線とした戦いに綻ほころびを生じさせている。


    　ステータスで敵かなわず、剣技でも負け。


    　闘気をほとんど受け流すタイプは、陽翔にとっては相性が非常に悪い、言わば天敵。


    　陽翔は反射的に貴法から手を離して後ずさった。


    「昔は貴法くんが天理を発動して、鎧よろいや鱗うろこの強度を消し去ったよね。最後は陽翔くんが剣で切り裂いた。今はどう？」


    　召喚されたガードアリゲーターは即座に狙ねらいを定めると、周囲に恐怖を撒まき散らすような唸うなり声を発しながら真っ先に陽翔に向かう。


    「どうするの？　もう旭姫あさひちゃんを助ける気がないなら、ここでゲームオーバーにしてあげる。嫌いやな思い出のあるモンスターでね！」


    　ガードアリゲーターは、陽はる翔とを真っ二つにせんと巨大な剣を振り上げる。


    　そして、刃が無情に落とされた。当たれば無事では済まないだろう。いかに昔のモンスターと言えど、攻撃力は今でも恐れられている。


    　その防御力に攻撃を阻はばまれ、必殺の一撃も受け流されて返り討ちにされるのも昔のままだ。


    　陽翔はそれを何の感慨もなく見ていた。


    　剣が陽翔の頭ず蓋がいを割ろうとする瞬間──。


    「今いま更さら、この程度のモンスターに苦戦するかよ」


    　陽翔は昏くらく笑った。


    　そして身体からだが一瞬で白金に輝くと同時に、周囲の大気が震ふるえ、木々が揺れ、大地がひび割れていく。


    　陽翔は振り下ろされる刀身を無造作に掴つかみ、止めた。そして、力任せに握り潰つぶした。ガードアリゲーターの大剣が、中心から真っ二つに折れる。


    「はっ！」


    　七星剣プレアデスを抜くことすらなく、陽翔は腕を振りかぶり、そのまま拳こぶしを突きだした。


    　闘気のエネルギーが込められた白金の弾はあっさりとガードアリゲーターの身体を貫つらぬく。


    　上半身が跡形もなく吹き飛び、下半身だけ残された騎士は力を失ったかのように膝ひざをついて、霧のように消えていった。


    　もはや敵ですらない。苦戦する余地さえない。


    　これがどうしたというように、陽翔は希のぞみに視線を向けた。


    「どう？　わたしたちは強くなってる。だったら、もっと強くなればいいんだよ！」


    　その言葉に、陽翔が表情を歪ゆがませる。


    「そんな簡単に……！」


    「それを簡単にこなしてきたのが、わたしたちでしょ！」


    　希は陽翔の圧力に負けなかった。


    　再び希が腕を掲げると濃紫色の紋様が描かれる。連係センス、〈魔陣召喚アンチドライブ〉だ。


    　紋様の中からヒイイイィィィン、とハウリングを起こしたような音が響く。


    「この音は……！」


    　貴たか法のりが眉まゆ根ねを寄せたその瞬間、モンスターが飛び出してきた。


    「水の蛾が──アクアモス！」


    　水の羽を持つ蛾のボスモンスター。


    　全長が七メートルはあるであろう。その身体は蛾というには巨大すぎる。


    　《ユニオン》のサービス開始から少し経たって追加されたボスモンスター。


    　致命的な攻撃手段こそ持たないものの、様々な状態異常によってじわじわと追い詰められ、気付けばゲームオーバーにされるという危険な敵だった。


    　これには全員が苦戦したが、その中でも貴たか法のりが最も惨さん憺たんたる思いをしただろう。そのことを思い出したのか、貴法が眉まゆ根ねを寄せていた。


    　厄やつ介かいなのはあの水の羽だ。触れた攻撃を完全に無効化してしまう。


    　本体となる胴を攻撃しても、すぐに羽で覆おおわれ、流水で弾はじき返されるか、あるいは受け流されるのだ。


    　貴法は羽の分解を求められたが、当時は絶えず動く水を解析することができず、何もすることがなくなってしまった。他の皆は盾たて役であったり、サポート役であったり、何かしら役割はあったが、ただひとり貴法だけが立ち尽くすしかなかったのだ。


    　当時の屈辱は筆舌に尽くしがたい。今でも苦い思い出として心にこびりついている。


    「……趣味が悪いぞ、希のぞみ」


    　アクアモスの複眼は貴法を見据え、淡く紫に光る危険な鱗りん粉ぷんを大量に撒まき散らす。


    　羽をはためかせて、鱗粉を標的に送り込んだ。


    　貴法はすぐに転送を行い、鱗粉から離れる。そして、アクアモスの真上に現れた。そのまま頭に向かって重力に任せて落下していく。


    「昔は解析すらできなかったが……」


    　鱗粉がプレイヤーの思考を鈍らせる上、水の羽を解析するには、一瞬で情報の読み取りをこなさなければならず、難易度が非常に高い。


    　しかし──。


    「──あの時とは違う！」


    　右腕のガントレットが粒子となり、光の竜へと変化する。


    　光の竜が貴法の手から離れて、水の羽に触れると──意思を持っていたかのような水は辺りに四散し、地面へと飛び散った。


    　そのまま大地に染み込んでいく。元の羽に戻る気配はない。


    　羽をもがれた蛾がの胴体が、無防備に大地に落ち、藻も掻がくように跳ねる。


    「水の羽はその根本から魔力を供給されて動いている。供給源を断ってしまえば動かすこともできまい。それで終わりだ」


    　光の竜を元のガントレットに戻した貴法が、胴体に拳こぶしを振り下ろすと、胴体は無惨に飛び散った。


    　アクアモスはあっさりと消えていく。


    「希。この程度、相手にならない」


    「そうだよ。昔、皆みんなであれだけ必死になって、ゲームオーバー寸前だったのに」


    「……そう、だったな」


    　ひとりひとりが重要な役割を持っていた。


    　そのひとりが役割を果たせなかった時、待っていたのは常に地獄だった。


    　だからこそ、センスを磨みがくと同時に、他のこともできるように鍛練もした。


    　己おのが役割だけではなく、皆が分担できるように。


    　少しでも、それぞれの負担を減らすべく、ユーティリティーを求めた。


    　助け合うために──。


    「次はこいつだよ！　咲さ月つきちゃん！」


    　三度、希のぞみは手を掲げ、モンスターを召喚する。


    　次に出てきたのは亀かめのモンスターだった。甲羅が鏡となっており、容赦なく照りつける太陽を眩まぶしく反射している。


    　ミラータートルと呼ばれるボスモンスターだった。


    「……こいつまで再現できるの、あんた」


    　苦虫を噛かみつぶしたような顔で声をあげたのは咲月である。


    　これほど魔導の天敵として全プレイヤーのヘイトを集めたモンスターはいないだろう。何しろその輝く甲羅で魔導による攻撃を例外なくすべて跳ね返してくるからだ。


    　天理で柔やわらかくできても、魔導を跳ね返す特性までは無効化できない。


    　運営側が魔導完全反射のモンスターをしばらくの間、出さなかったと言えば、その理不尽さが伝わるだろうか。


    　咲月に、魔導の反射によって皆を傷付けた嫌いやな思い出が蘇よみがえる。あの時はクライヴの機転でどうにかなったが……。


    「ま、今ならいくらでもやりようはあるけど」


    　咲月が鞭むちを振るって、精霊を展開。


    「──捕らえよ、アンプロディアス。闇やみの円環」


    　ミラータートルを広範囲の闇で覆おおう。


    　魔導の反射は光に乗せて使用されるものだ。反射さえ封じてしまえば、もはやただの体力の高い亀でしかない。


    「昔はこんなのに苦戦してたのね。ちょっと頭を捻ひねれば簡単に屠ほふれるのに。──凍れ、エーイーリー、シェリダー。白き氷ひよう蝕しよく」


    　周囲の空気が少しずつ冷えていく。


    　元から遅いミラータートルの動きがさらに鈍くなっていった。大気中の水分が冷え始め、身体からだを凍らせているのだ。魔導であれば冷気すら光と共に跳ね返す甲羅は、今、何の動きも見せていない。


    　氷に覆われ、亀はただの彫像と化した。


    「部屋にはあんまり置いておきたくはない彫像ね。でも、三時間延々と戦ったこいつが、もう一分未満になったってことを考えると……」


    「そう。とんでもなく強くなったんだよ、わたしたち」


    　かつての敵と戦って、わかりやすく実感する。


    　自分たちの異常なほどの成長を。


    　昔は何時間と戦っていた相手を、ほぼ秒殺できるようになっているのだ。決して希のぞみがオリジナルより弱く生み出しているわけではない。


    「だから、もっと強くなればいい。助け合えばいい。相手をもっともっと暴けばいい」


    　希が皆を見据えて言うそれは、〝スバル〟がいつもやってきたことだ。


    　苦戦したことはある。


    　危険だったこともある。


    　ゲームオーバーを意識したことも一度や二度ではない。


    　だけど──。


    　それを覆くつがえして勝利してきたのは、仲間の誰もが決して諦あきらめなかったからだ。


    　藻も掻がき、足あ掻がき、抵抗し、苦しさに音を上げなかったからだ。


    「もっと強くなろう。旭姫あさひちゃんを笑って助けられるように！　これが総仕上げだよ！」


    　希が両手を掲げた。


    　その瞬間、紋様からおぞましいエネルギーが瘴しよう気きとして溢あふれ出す。闇やみ色の煙が抑えきれないように漏もれていた。


    「おいおい。本気かい、希。こいつを再現するつもりか？」


    　何を出そうとしているのか、察したクライヴが苦笑している。


    「クライヴくんとわたしならできるでしょ？　それともできない？」


    「似合わない挑発だね。でも、是が非でも再現したくなったぜ」


    　希とクライヴが、連係で再びモンスターを召喚しようとしている。


    　ふたりの顔は本気だ。クライヴもいつになく、気合いが入っていた。


    　少しずつ、魔法陣から怖おぞ気けの走る黒き光が迸ほとばしる。


    　全員がこの空気には覚えがあった。


    　紋様の中から現れたのは──〈無垢なる闇プルガトリオ〉。


    　忘れもしない、旭姫の死の象徴。


    　黒き甲かつ冑ちゆうが光を覆おおい隠し、周囲を黒に染め上げている。


    　鎧よろいからは抑えきれない闇が、紫煙のように吐き出されていた。


    　鉄仮面の隙すき間まから覗のぞく四つの瞳ひとみは鋭く、殺意を滲にじませている。


    　背後には無数の剣が浮いて、威い嚇かくするようにぶつけあって音を鳴らしていた。


    　継ぎ目の擦こすれ合う音を響かせて、ゆっくりと動いている。


    「ちょっと……」


    　咲さ月つきが目を疑うように瞬まばたきをしていた。


    　貴たか法のりもさすがに呆あきれ果ててしまう。


    「《ユニオン》時代のラスボスすら再現するのか」


    　纏まとっているオーラは昔のままで、懐かしさすらある。


    「さあ。実感しよう、皆みんな。きっと……ううん、絶対に楽勝だから」


    　その瞬間──一いつ閃せん。


    　闇やみの鎧よろいに、光の線が迸ほとばしる。


    「〈星剣アークトウルス〉！」


    　陽はる翔との、空間切断という特性を持つ、闘気による刃。それは誰であろうと、どれだけ硬質であろうと、空間ごと分断する。


    　その光刃に囚とらわれてしまえば回避は不可能。〈無垢なる闇プルガトリオ〉は、上と下を分割された。


    『ガアアアアアアアアアッ！』


    　断末魔のような声が響く。


    　しかし、斬きった場所が悪かったか、膝ひざから下が消えただけだ。


    　上半身はまだ動こうとしてる。


    　そこへ咲さ月つきが追い討ちをかけた。


    「──四し肢しを奪え、カイツール、ケムダー、シェリダー、キュクロープス、サマエル。紫毒の光こう絲し」


    　紫に淡く煌きらめく複数の光輪が、〈無垢なる闇〉に存在するすべての間接部に現れ、縮んでいく。縮んだ光輪は四肢を空間に固定し、その場に縛り上げた。


    　暴れ回る〈無垢なる闇〉が指一本動かせていない。その上、毒に冒されているかのように少しずつ抵抗が鈍っていく。


    「そんな便利なものがあるなら、あの時も使ってくれ」


    　陽翔が小さく愚ぐ痴ちを零こぼした。


    「新旧の精霊による複合魔導よ。前はできなかったんだから仕方ないでしょ」


    　しかし、咲月の糸は本体を封じ込めただけで背後に浮かぶ剣は未いまだ健在だ。


    『ガアッ！』


    　黒き剣が己おのれを束縛する敵に対して一斉に解き放たれる。


    　咲月を貫つらぬくのに一秒もいらないだろう。


    「そう簡単に通さないけどね。〈リリパットシールド〉」


    　クライヴは投げたナイフと鋼こう糸しを盾たてと化し、咲月に迫る刃をすべて防いだ。


    　さらに──。


    「解け」


    　指を鳴らした瞬間、盾に突き刺さった剣が鋼糸で縛られる。そのまま糸を手繰って、主導権を握り、剣を動けない〈無垢なる闇〉に突き刺した。


    「これで、お終しまいだッ！　〈竜影撃フラーレン〉！」


    　貴たか法のりのガントレットから黒き竜の波動が放たれる。


    　炭素分子が周囲の分子と結合し、鉱物を伴った黒き竜巻が発生。


    　貴法が空高く舞い上がり、竜と共に落ちてくる。


    　黒き光が〈無垢なる闇プルガトリオ〉の中に潜もぐり込むと、鼓膜を劈つんざくような悲鳴が轟とどろいた。


    『ガアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！』


    　もはや生命を維持できず、少しずつ分解されていく。


    　最後に残ったのは、コアとなる闇やみ色の珠たまだけだった。


    「はっ！」


    　ふわふわと浮いていたそれを陽はる翔とが掴つかみ、握り潰つぶす。


    　珠が砕け散って、そのまま霧のように消えていった。


    　戦闘音がやみ、静寂が訪れる。


    　六年前、旭姫あさひを失う結果になった相手が。


    　陽翔と旭姫と咲さ月つきの三人で命からがら勝った相手が。


    　フィールドをうろつく雑ざ魚こモンスターと同じように、あっさりと倒せてしまった。


    「ほら。楽勝だった」


    「当たり前だろ」


    　希のぞみの言葉に、素っ気なく返す陽翔。


    「なんで、ここまで楽勝だったと思う？」


    「そりゃ、俺たちが強くなったからで──」


    　希は小さく首を振る。


    「わたしたちが覚かく醒せいしたのは確かに大きいよ。けど、それ以上に、わたしたちが〈無垢なる闇〉と戦ったことがあることが大きいと思わない？」


    　経験。


    　それは《リユニオン》のプレイングにおいて、とても大きな財産だ。


    　本来なら苦戦する相手でも、対処法さえ知っていればあっさりと勝てることが多い。


    　何よりも心得て準備さえしておけば、精神的にも余裕が出るものだ。


    「セト……。あの人は大きな間違いをふたつ犯したわ。ひとつはわたしたちを怒らせたこと」


    　希が自信を見せるように不敵に笑う。


    「そして、センスを三度も見せたことよ」


    　セトの攻撃無効化は隙すきがなかった。


    　だが、それをもし、破ることができれば？


    　攻撃が効かなかったわけではない。まだ届いていないだけなのだ。


    「あの人自身の戦闘力はきっとわたしたちと大して変わらない。でも、一芸があればこの《リユニオン》では覇者になれる」


    〈未来視プロフエアータ〉という絶対的な力が、〝スバル〟にあったように。


    　陽はる翔とたちでさえ、油断した状態で一撃を食らえばゲームオーバーになるのだ。


    　それはセトも変わらないはずだ。


    「その一芸さえ破っちゃえば、わたしたちは絶対に勝てるから！　だから、諦あきらめずに旭姫あさひちゃんを捜そう！」


    　それは説得力を伴った力強い言葉だった。六年前、そうしていたように、今回もそうしようと言っているだけだというのに。


    「でも、それは……ただの建前だよ。わたしの本音はもっと単純」


    　彼女は瞳ひとみを鋭くし、さらに続けた。


    「このまま旭姫ちゃんとお別れなんて、わたしは絶対に嫌いやだってこと。せっかく会えたのに、ほんの少ししか、言葉を交わせてない！　もっともっと、話すことがたくさんあったはずなのに……！」


    　幼い時は数えるほどしか見なかった怒りの表情。そこには深い悲しみが渾こん然ぜん一いつ体たいとなっていた。


    「旭姫ちゃんはわたしの憧あこがれだった。目標だった。あんな風に振る舞えたら、自分の思いも届くのかもしれないって思ってた。でも……ようやく昔みたいになったと思ったら、あんなのグノーシスに阻はばまれて……。悔しすぎるよ！　わたしはまた、戦う前から負けたくない！」


    　やはり彼女は六年前の内気だった希のぞみとは似ても似つかない。


    　六年間の成長をはっきりと感じ取れるほどの、強い精神力。


    「陽翔くんは、違うの!?　ううん、絶対違わない。旭姫ちゃんの好きな陽翔くんは、こんなところで止まったりしない！」


    　痛烈な言葉が、心に突き刺さる。


    　六年間、絶え間ない努力を積み上げてきた希と。


    　六年間、何も積み上げてこなかった自分。


    　差が、浮き彫りになった気がした。


    「……俺は止まったままだな」


    　陽翔は蔑さげすむように笑って自じ嘲ちようする。


    　旭姫が死んで、世の中に絶望して、何もしなくなって。


    　今また旭姫を失って、止まりかけた。


    　だが、内面を見通せる繊細な心があるからこそ、希は微かすかな希望を抱いている。


    　旭姫はきっと生きているということを。


    「まだ、俺にも命はあるってことか」


    「陽翔くん……」


    「伝説の〝スバル〟が仲間を奪われて、そのままでいいわけがない」


    　旭姫あさひの居場所はわからない。


    　セトのセンスの見破り方も不明のまま。


    　だが──。


    「皆みんな」


    　ここには仲間がいる。


    　背中を任せられる、強い仲間たちが。


    　陽はる翔とは目を見開いて、皆を見渡した。


    「俺に力を貸してくれ」


    　すると、クライヴが肩をパンと叩たたいてくる。


    「力を貸すなんて水くさいぜ。旭姫を助けたいのは陽翔だけじゃない。ここにいる皆がそうなんだからさ」


    　続けて咲さ月つきが頷うなずいた。


    「当然よ。このままあのすかした男に勝ち逃げされるなんて冗談じゃないもの。【精霊の女王イノセンシア】の名折れだわ」


    　貴たか法のりが陽翔の腹を軽く押すように殴る。


    「勘違いするな、陽翔。力を貸す、じゃないだろう。僕たちは、力を合わせるんだ」


    　そして、希のぞみが小さく両の拳こぶしを握った。


    「あの人たちに一泡、吹かせよう」


    〝スバル〟が再び、結束する。


    「もっと強くなろう。もっと工夫しよう。皆で──旭姫を助け出すんだ」


    　陽翔が宣言するように言うと、皆が頷く。


    　そんな様子を、すぐ傍そばにいたエリシアは嬉うれしそうな、それでいて寂さびしそうな、とても複雑な顔で見守っていた。


    「……わたしにも協力させてくれ」


    　珍しく少し遠慮するように声を掛けてくるエリシア。


    　一斉に五人の視線がエリシアに向くと、彼女はすべてを察しているかのように頷いた。


    「わたしの正体だろう？　旭姫が攫さらわれてしまった以上、もう隠す必要はない。すべて話そう」


    　今まで謎なぞめいた動きを見せてきた少女。


    　何もかもを見通しているかのような彼女には、今まで随分と助けられてきたが、未いまだに重要なところは何もわかっていない。


    「ただ、少し長い話になるよ」


    　小さく頷く陽翔。そして、そのまま彼女を探るように見据える。


    「構わない。ただ、ひとつだけ聞かせてくれ」


    「……なんだい？」


    「お前は味方でいいんだよな？」


    「わたしは味方のつもりだ。少なくとも旭姫あさひを助けるという目的は同じだ」


    「充分だ」


    　陽はる翔とが頷うなずくと、エリシアは安あん堵どしたように、小さく息を吐いた。


    「じゃ、アジトの中で話そう。せっかく希のぞみが元に戻してくれたんだしな」


    　陽翔が率先してアジトの中に入ると、希はほっと胸を撫なで下ろす。


    「よかった」


    「あいつは長々と逆恨みするようなやつじゃないさ」


    　希と貴たか法のりが入っていくと、続けて他の面々も中へ進んだ。


    



    　部屋に着くと、全員がテーブルを前にいつもの位置に座る。エリシアだけは旭姫の席の隣で立っている。


    「座ってもいいんじゃない？」


    「遠慮しておくよ。わたしは立ったままでいい」


    　咲さ月つきが促うながしたものの、エリシアは微動だにしなかった。気を遣っているのか、旭姫の席に座るつもりはないらしい。


    「さて。どこから話したものかな」


    　言葉を探すエリシアに対して、陽翔が探るような目つきで見る。


    「エリシア、お前は最初からすべてを知っていたのか？」


    　その問いに、エリシアは強く頷いた。


    「六年前については、どういうことになるかは大筋でわかっていた。もちろん、わたしが介入した時点で、知っている歴史とは大きく変わってしまったけどね」


    「未来を知ってるの？　それってまさか〈未来視プロフエアータ〉……？」


    　咲月が不可解そうに呟つぶやくと、エリシアは首を振る。


    「わたしのセンスは心奏だ。〈未来視〉はまた別のセンスだよ、咲月。わたしが未来を知っている理由はただひとつ」


    　エリシアが覚悟を促すように、皆を見渡してから、


    



    「わたしが『未来』から来ているからに他ならない」


    



    　その場にいるメンバーは揃そろって目を白黒させたり、瞬またたかせたりしている。クライヴだけは面白そうに飄ひよう々ひようとしているだけで、真意は掴つかめないが。


    「いくら何でも……それを信じろというのか」


    　貴たか法のりが訝いぶかしげな顔を作る。


    　ここまで、いかに不可思議な事件──センスによって生み出される様々な現象に巻き込まれてきたとはいえ、これは極めつけだった。


    　別の可能性の世界へ行った陽はる翔とからしても、驚きを禁じ得ない。


    「信じてもらえないのも無理はない」


    「……信じたいのはやまやまだけど」


    　咲さ月つきもエリシアが嘘うそを言っていないのはわかるし、こんなことを冗談で言う少女でないこともわかっている。


    　しかし、手段がわからない以上、疑いは晴らしようがない。


    「未来から過去に移動した……と言っても限定的なものだよ。わたしはこの時空において、つまりデジタルであるゲーム内でしか存在できない。君たちと現実で会うことは不可能だ」


    　ふとエリシアが陽翔に顔を向ける。


    「陽翔。以前、君は可能性の世界へ行ったが、あれはゲーム世界だからこそ構築できた世界であって厳密にはリアルではない。世界の正史は、現時点では変わっていないからね」


    「……頭がこんがらがってきたぞ」


    「セトの作り出した《ユニオン》の基幹システムは少々特殊なんだよ。彼のセンスを応用し、作られている。わたしはそこに乗っからせてもらっているだけだ。様々な機材やプログラムを使って、過去のデータに未来からアクセスしていると思ってもらっていい」


    　それでもまだ皆が信じられない顔をしている。


    　おそらく細かい理論を聞いても、理解できないだろう。


    　エリシアが話を進めたそうにしているが、そうもいかずにもどかしそうに考え込んでいる。


    　全員が彼女を疑わしそうに眺めていた──いや、ひとりだけ。


    　好奇心を覗のぞかせた表情をした者がいた。


    「エリシア。ひとつ聞きたい」


    　興味深そうにクライヴが尋ねる。


    「なんだい」


    「もしかして、未来において量子力学は完全に解明されたのか？」


    　するとエリシアは躊躇ためらいもせずに、こくりと頷うなずいた。


    「そっか。なら、あり得る話だ」


    「ちょっと、クライヴ。どういうことよ。わかるように説明しなさい」


    　咲月が皆の意見を代弁するようにクライヴに要求する。


    「えー？　量子を説明するのは難しいんだよ。オレだって専門じゃないんだぜ。量子脳理論を少し囓かじった程度だし」


    「いいから、早く」


    「はいはい。さて……」


    　どう説明したものか、少し首を傾かしげながら、


    「量子ってのはとんでもなく特殊なものでね。今なお、謎なぞが多い。例えばひとつの量子を無理矢理ふたつに分けてから、一方だけを観測すると途端にもう片方もどれだけ離れた状態であっても観測されたと気付く、とかね。これが量子テレポーテーションの原理」


    　エリシア以外の頭上にハテナマークが浮かぶ。


    「これを応用するんだよ。さっきも言ったように千切ったひとつの量子をこの時間に固定しておくんだ。もちろん、この固定法は現代では解明されてないけど、もしそんなことができれば、過去の量子が観測された瞬間に、未来にあるもう片方の量子は過去へと飛ぶ。情報デジタル限定タイムマシンってわけさ」


    　クライヴは違う？　という表情をエリシアに向けた。


    「もちろん、セトのセンスによる基幹システムがあればこそ可能な話だけどね」


    　エリシアは感心混じりの顔で苦笑しながら語った。どうやら当たりらしい。


    「ま、エリシアが未来人というのを信じてもいいって話さ。彼女は本体を未来に置いて、人格情報だけをこちらに寄越しているって理解でいい。未来においては、情報デジタルデータをサーバーだけじゃなく、過去に送ることを可能としてるってこと」


    「量子論はほとんど知らないから、いまいち腑ふに落ちない点もあるが……納得できた部分もあるし、そこはまあいい」


    　貴たか法のりがエリシアに目を向けて、問う。


    「そもそも貴様の目的はなんなのだ」


    　すると、彼女は顔色ひとつ変えずに、


    



    「セトの抹殺だ」


    



    　と、冷たく言い切った。


    　全員の記憶が、瞬時に呼び起こされる。


    　セトを目にした時のエリシアの変へん貌ぼうを──。


    『ふざけるな！　わたしの目的はただひとつ──セトを抹殺することだ！』


    『こいつらの話に耳を貸すな！　この連中が未来を絶望に染める大罪人どもだ！』


    　彼女の叫び声はまだ耳に焼き付いている。


    　普段は冷静な彼女が完全に度を失って取り乱していたのだ。過剰な反応と言ってもいい。


    「わたしの世界のセトは……旭姫あさひを手中にしてから、世界に変革をもたらした」


    　ギリッと、砕けるのではないかと思えるほど強く歯は噛がみする音が響く。


    「だが、それは決して皆みんなの望むような未来じゃない。より強力なセンスを持つ者だけが上に立ち、センスを持たない者が死ぬまで搾取される絶望の世界だ。選民思想による、世界の支配。いや、そもそもやつはセンスのない者が生きることを……よしとしない」


    　何か思い出したのか、エリシアの握る拳こぶしに力が入った。


    　俯うつむいたまま後悔しているかのように、説明を続ける。


    「すべての人類にセンスを……そう言って、様々な実験が行われたよ。センスは突然発現するケースも多いが、遺伝することも判明した。当然、センスを持つ者同士で繋つながることが推奨されたし、遺伝子を弄いじって無理矢理センスを発現させられたりもした。人為的なセンス発現の実験もあった。センスを発現できなければ容赦なく捨てられたし、センスのない子供を産めば、やはり処理場行きだ」


    　想像以上の未来に、誰も二の句が継げない。


    　実際にそれを見続けてきたのであろうエリシアの迫力に、陽はる翔とたちは軽口など挟めなかった。


    「……地獄じゃないの。人が生きる環境とは思えない。そこまでしてセンスを人に広めて、どうするつもりなのよ……」


    　咲さ月つきが気味の悪そうな顔で呟つぶやく。


    「曰いわく、競い合うことで、常に進化を促うながす……ということらしい。戦争による軍事で科学技術が飛躍的に発展してきたようにね」


    　すると、貴たか法のりも神妙に頷うなずいた。


    「……過去にも優生政策をとった国があった。劣等な遺伝子を持った子供の誕生を抑制し、優秀な遺伝子を持った子孫を増やすことにより、個人ではなく社会あるいは民族全体の向上を図ろうとする政策だ」


    「でも貴法くん。それって二十世紀の世界大戦後、タブーになって廃すたれていったんじゃ……」


    「そう。はっきり言えば、時代遅れの政策だ」


    　すると、続けてクライヴが補足する。


    「優生政策ってのは、遺伝子を絞るって意味でもある。だけど、絞れば絞るほどリスクも高くなる。優秀だからといって単一種だけ栽培されてきた果物が、遺伝子疾患ひとつで全滅することもあるようにね」


    「そもそも今の世界において倫理的に許されないこととして、人々の意識に根付いているわ」


    　咲月もやはり否定するように首を振った。


    「だが、それは事実なんだ。わたしは……。わたしたちはそんな世界の中で生き抜いてきた。〝グノーシス〟に抵抗する、レジスタンスの一員として」


    　強い瞳ひとみ。


    　深い絶望に塗まみれながらも、前に進む決意を湛たたえた眼だった。


    「それで……過去のセト──私たちから見れば現代のセトを殺そうとしているの？」


    　咲月が問うと、エリシアは小さく首を振る。


    「ここでのセトを殺したところで、わたしの世界は変わらないんだよ。世界は無限に分布している。ここでいくらことを成そうと、意味はない」


    「じゃあ、ここで倒すことには何の意味も……」


    　咲さ月つきが腑ふに落ちないというように眉まゆ根ねを寄せた。


    　その質問を想定していたのか、エリシアはすぐに応える。


    「だが、倒すためのヒントは見つかるかもしれない。わたしの世界のセトの抹殺。それが過去に来た真の目的だった」


    「なるほどな。それで僕らに近づいたというわけか？」


    　エリシアは認めたように小さく頷うなずく。


    「君たちは旭姫あさひを育てた功労者ということで、名前が残っているからね。君たちを知れば、何かがわかるかもしれないと思ったのは事実だ」


    「え。じゃあ、未来で私たちって有名なの？」


    「名前だけはよく知られているよ、咲月。もっとも、我々にとっては禁きん忌きの名だけどね。あの旭姫を覚かく醒せいさせ、世界を暗黒に導いた遠因だと……」


    　複雑な顔になる陽はる翔とたち。


    　どんな表情をしていいかわからずに、戸惑っていた。


    「解せないことはいくつもあるが、まずひとつ聞かせたまえ」


    　貴たか法のりが訝いぶかしげな顔でエリシアに向き直る。


    「倒す手段を見つけるのが目的ならば、君は観察するだけでよかったんじゃないのか？　なぜ僕らに近づいた。僕らの名前が未来に伝わっていたと言っても、接触する必要はなかっただろう。そもそも僕らを助ける必要すらなかったはずだ」


    　すると、エリシアは躊躇ためらうように頷いた。


    「その通りだよ、貴法。でも……そうだね、何と言ったらいいのかな」


    　珍しく言葉を探すように、一旦、口を噤つぐむ。


    「……できることであれば、この世界がわたしの世界と同じ未来になってほしくなかった。絶望の未来になる連鎖を断ち切りたかった。だからセトの野望を挫くじくべく、旭姫を守りたかったんだよ」


    　エリシアは深い溜ため息いきを吐つく。


    「六年前。君たちと〈無垢なる闇プルガトリオ〉の戦いで、旭姫が囚とらわれることをわたしは知っていた。だから、彼女が囚われたところへ先回りして、救出に向かったんだよ。そこで彼女のセンスを完全に封印するつもりだった。彼女のセンスさえ封じれば、この世界だけでも〝グノーシス〟の野望は潰ついえる……そう考えてね。もっとも、私のセンスが出来損ないだったせいか……中途半端に終わったけどね」


    　咲月がピンと来たように目を見開く。


    「もしかして、復帰したてのあの子が〈未来視プロフエアータ〉を使えなかったのって……」


    「わたしのセンス封印が中途半端になってしまったことが原因だね。センスとは、才能と発想、そして記憶によるところが大きい。わたしは記憶を封じることで、センスを封印できるんだよ」


    「じゃあ、あの赤い石はその結晶か何かってこと？」


    　咲さ月つきの言葉に、エリシアが小さく頷うなずく。


    「それがわたしのセンス──〈封印〉だ。あの封印石に旭姫あさひのセンスと記憶が封じ込めてある。しかし、封印石は七つに分かたれ、《ユニオン》サーバーの中に情報として固着した」


    「赤い石を手に入れてから記憶が戻ったり、〈未来視〉が発動しやすくなったのは、それが理由なのね……」


    「あの封印石は旭姫の思い出に残る場所にそれぞれ消えていった。〈無垢なる闇プルガトリオ〉、ミストゴーレム……。七星剣プレアデスに宿っていた石はエーギルに喰くわれたが、どれも彼女にとって思い出深いものだったのだろう」


    「………」


    「この時代のセトを倒すためには、旭姫を守るためには……。君たちを全員、覚かく醒せいさせる必要があった。だから何度かモンスターを嗾けしかけているし、ある程度の困難は見送ってきた。あの三ギルド合同での戦いでは少々、貴たか法のりの選択がわたしの予想と異なっていたから、手助けしたけどね」


    　少しばつが悪そうに貴法が顔を歪ゆがめる。


    「そして、旭姫のセンス自体を取り戻させる必要もあった。旭姫のセンスを完全封印できない以上、セトを倒しきるしかない。そのために、旭姫の〈未来視〉は絶対に必要だ。……矛盾しているのは分かっている。業ごう腹はらなことに、〝グノーシス〟とわたしの目的は重なり合っていたんだよ。そうでなければセトを倒すことは叶かなわないと思ったから……」


    　エリシアも、〝グノーシス〟も、旭姫を覚醒させるという目的は同じだった。


    　だが、その意味合いはまるで違う。


    　エリシアは旭姫を守るために。


    〝グノーシス〟は旭姫を使って、未来を自由に選択するために。


    「ねえ。あなたはこれから旭姫がどうなるか知っているの？」


    　おそるおそるというように、咲月が問う。


    　すると、エリシアは言いにくそうな顔をして口を開いた。


    「旭姫はここからセトの作る未来の象徴となる。事実、彼女は未来において女神として崇あがめられているんだ」


    「じゃあ、未来であいつは生きているのか？」


    　陽はる翔との質問に、エリシアは躊躇ためらうように首を振る。


    「意識はあるのかもしれないが……〝グノーシス〟にとって必要なのは、旭姫本人ではなく、旭姫あさひのセンスだけだ。だから、自我を奪われた。彼女は人として生きてはいないよ。システムとしてなら生きている……と見られるかもしれないが」


    「システムって……」


    「セトにとって都合いい未来を創つくるためのシステムだ。《歴史創造ノルンシステム》と未来では呼ばれているよ。ナハシュも言っていただろう？」


    　エリシアが倒れ、それを見下ろしていた時だ。


    『貴様と私たちの目的は奇くしくも同一！　革新の女神、その誕生を共に喜ぶべきであろう！』


    　迷いも何もなく、そう告げていた。


    「結局、あいつは人として扱われていないってことかよ……！」


    　陽はる翔とが憤いきどおると、エリシアはそれを認めるように目を伏せた。


    「このまま手をこまねいていたら、旭姫は死よりもつらい運命に身を委ゆだねることになってしまうということか」


    　貴たか法のりは怒りを抑えるように語る。


    「そんなの、許してたまるか……！」


    　そして、陽翔も強く拳こぶしを握り込んだ。


    「強くならなきゃいけない」


    　セトに勝つために。


    「覚かく醒せいしたところで、あいつを止めることができなきゃ意味がない」


    　陽翔の言葉に、皆が一斉に頷うなずいた。


    「強くなろう。わたしはもっと想像力を豊かにしてみせるから」


    　希のぞみが率先的に手を前に差し出す。


    「私ももっと魔導の可能性を見み出いだす」


    　次に咲さ月つきが。


    「オレはまず覚醒をしなきゃならない」


    　クライヴが。


    「天理の可能性は広がったのだ。ここからもっと先に行けるはず」


    　貴法が。


    「俺も同じだ。まだまだ俺には使える武器がある。この命がある限りな」


    　陽翔が。


    　全員が手を重ね合わせる。


    「エリシア。お前も合わせろ」


    「……しかし」


    「これからは一緒に戦う仲間だぜ、エリシア」


    　すると、エリシアは驚いたように目を白黒させた。


    　表情から若干の動揺が見て取れる。


    　おそるおそるエリシアが陽はる翔とたちに手を合わせた。


    「何か違うな……」


    　陽翔がすぐに首を傾かしげる。


    　昔と比べると、何かが足りない。旭姫あさひがいないからではない。エリシアがいるからでもない。


    「そう言えば、パーティリングが揃そろってないのね」


    　咲さ月つきが思いだしたように言う。


    「そうか。六年前は皆みんな持ってたからな」


    　陽翔と咲月の指に《リユニオン》で作ったパーティリングが嵌はまっている。


    　だが、貴たか法のりたちの指にはつけられていなかった。


    「じゃ、全員分のパーティリング作るか」


    　陽翔がそう言い出す。


    　結束を見える形にしておくというのは重要なのだ。リングが揃っているからこそ、仲間として限界以上の力が発揮できることもある。


    《ユニオン》でリングを揃えた直後は、高揚感に満たされていた。あの時は何でもできると思ったし、事実、センスも大きく向上している。


    　皆、それを忘れていなかったのだろう。反対意見は出なかった。


    「そう言うと思って、一応、買っておいたんだよね」


    　クライヴが何の飾り気もないリングを三つ取り出す。


    　咲月が呆あきれと感心が半分ずつ混ざったような顔をした。


    「いつの間に……」


    「フェスティバルの時にちょこちょこっとね」


    　クライヴが、サプライズが上う手まくいったと言わんばかりに笑みを浮かべる。すべて見透かしているようだった。


    「素材は昔と同じものだからね。あとはオレが変幻で作ればいい」


    「あいにくだが、僕はもう作ってある」


    　貴法は首に提さげたネックレスを外し、そこに通されていたリングを外す。そして、左手の指にパーティリングを嵌めた。


    「それじゃ、オレたちのパーティリングを作ろうか」


    　そっとクライヴが撫なでると、三つの簡素なリングが、昔と同じパーティリングに変化する。


    　精密な紋様なども昔のままだ。ここまでしっかりと再現できるのもクライヴのセンスならではだろう。


    「ありがとう、クライヴくん」


    　希のぞみがクライヴからリングを受け取り、昔と同じ指に嵌めこむ。


    　クライヴもまたリングをつけた。


    　そして、クライヴがエリシアに渡そうとすると、躊躇ためらいがちに手を伸ばし……思い直したのか、俯うつむきながら腕を下ろす。


    　どこか、名な残ごり惜しさが垣かい間ま見みえた。


    「……すまないな。わたしには仲間がいる。だから、それは……間に合ってる」


    　本当に申し訳なさそうにエリシアは呟つぶやく。


    　しかし、その瞳ひとみはまだクライヴの持つリングを視界に入れていた。


    「そうか。未来に仲間がいるんだよな」


    「だが、決して仲間として認めていないとかそういうわけじゃない。旭姫あさひを助けるために力は尽くす。これは信じてほしい」


    　らしくない説明をして、フォローをするエリシア。


    　わかっているというようにクライヴは笑みを浮かべた。


    　話が纏まとまったところで、貴たか法のりのプレイヤーリングが明滅する。


    　インターフェースホログラフィーを開き、何事か確認すると──。


    「朗報だ」


    　貴法が安心したように微笑を浮かべる。


    「何がよ」


    「うちの執事からだ。現実の希のぞみが見つかったらしい」


    「えっ!?」


    　当の本人の表情が一番驚いていた。


    「そう言えば、今わたし、どこにいるんだろう？」


    「君は、心奏による攻撃を現実で喰くらったに等しいからな」


    　貴法が安心したように口にする横で、咲さ月つきが苦笑する。


    「あんた、旭姫よりもピンチかもしれないのに、呑のん気きすぎじゃない？」


    「うう。変なことされてないかなぁ。早く助けに行かないと」


    　するとクライヴも小さく笑う。


    「自分を助けに行くというのも、なかなか哲学的だね。もっとも、希がログアウトすれば解決する話だぜ？」


    「あ、そうだった……」


    　希が今気付いたかのように手を叩たたいた。


    「君の天然なところは変わっていないのだな。昔もここで作った料理を現実に持ち帰ろうとしていたが」


    「ちょ、ちょっとその時の話を今言うの!?」


    　微笑ましげな貴法の言葉に、希が恥ずかしそうに俯うつむく。


    「丁ちよう度どいい。君たちは一旦、ログアウトしてくるといい」


    　すると、エリシアが彼らのいつも通りの様子に安心したのか、そんな提案をしてくる。


    「だが」


    　貴たか法のりは気が進まない様子だったが、エリシアはなおも続けた。


    「次にログアウトできるのがいつになるかはわからない。気持ちを切り替える意味でも、一度ログアウトした方がいい。下手をすると、もう二度と家族と会えないかもしれないのだからな」


    　冗談ではない様子のエリシアの口調に、一瞬沈黙がおりる。希がごくりとツバを呑んだ。


    「……エリシアはどうするんだ？」


    　陽はる翔とが問うと、エリシアは決まっているとばかりに微笑ほほえんだ。


    「わたしは現実にログアウトする手段がない。やるべきことをやっておくだけだよ」


    　そして、彼女は背中を向ける。


    「明日の昼。このアジトで待っている」


    　そう言ってエリシアはいつものように消えていった。


    　少し考えてから、陽翔は小さく拳こぶしを握る。


    「よし。エリシアの言う通り、一旦ログアウトしよう。希のぞみは一番、警戒しておいた方がいい。貴法の家の人が傍そばで守ってくれてるだろうけど、まだ敵も近くにいるかもしれないからな」


    　陽翔の言葉に希が頷うなずく。


    「う、うん。わかった」


    　そして、貴法が皆を見渡した。


    「次にログインしたら旭姫あさひを助け出すまでは、僕らは決して止まらない。そのつもりでいよう」


    「オーケー。元より、その覚悟さ」


    「もちろんよ。相手がどれだけ強大だろうと……私たちは絶対に旭姫を救う」


    「わたしたちの力を見せる時だね」


    「俺たちは〝スバル〟だってことを、あいつらに思い知らせてやるぞ」


    　めいめいそう言い残して、彼らは《リユニオン》からログアウトしていった。

  


  
    



    ［間章　追憶～the side of 〝Unknown Recollection〟 act.1～］


    



    「ふー。長かったけど、どうにか倒したぜ！」


    　肩で息をしながら、陽はる翔とは横たわったガードアリゲーターを見る。


    　ガードアリゲーターとの激闘は、最後には完全に形勢が逆転していた。


    　ルシアがその大半の技能を心奏で封印した後、貴たか法のりが解析に成功し、鎧よろいの硬度を減少。あとは剣を作って、陽翔が鎧を斬きることができた時点で、戦いの趨すう勢せいは決まった。


    「ルシア、随分と遅かったな。ダンジョンの中で分断されてから、まさかここまで合流できないとは思わなかったぜ」


    「すまなかったね。少々、道に迷っていた。……というよりも、迷わされて──」


    　少し言葉を選びながら、ルシアが返答する。


    　だが、言葉の途中で、旭姫あさひが横から抱き付いた。


    「ルシアー！　助けてくれてありがとう！」


    「い、いきなり抱き付くのはやめろと言ってあるだろう」


    「えっへっへー。へるもんじゃないからいいんだよー」


    「どこでそんな言葉を覚えてきたんだ……」


    　ルシアは溜ため息いきを吐ついて呆あきれる。このまま旭姫のされるがままか、と諦あきらめの境地に入るしかなかった。


    「しかし、二時間も迷子になっていたのか？」


    　貴法が眉まゆ根ねを寄せて尋ねてくる。


    「少々、妙な場所に落とされてね。モンスターにも苦戦した」


    「そんなに強い君が、か？」


    「………」


    　ルシアは言葉を探したが、最適な説明を思いつけず、結局、口を噤つぐむしかなかった。


    　すると、貴法の肩をクライヴがポンと叩たたく。


    「いいじゃないか、貴法。彼女は強い。それだけでも十二分にお釣つりが来る。そもそも彼女がいなかったらガードアリゲーターには勝てなかっただろう」


    「そうよ。というか、下へ手たをしたら、三か月前にはゲームオーバーだったわ」


    「で、出てきたタイミングが、あ、あの時と似てたね」


    　咲さ月つきと希のぞみも揃そろってルシアをフォローする。


    　ルシアは微笑を浮かべながら、その時のことを思い出す。


    　彼らと出会った時のことを──。


    



    　三か月前。


    　ルシアは《ユニオン》の中に舞い降りた。


    　すべてが管理され、自由のない絶望の未来を救うための情報──セトを倒すための手段を得るために。


    　彼女が真っ先に思い知った違いは、この世界に息づくプレイヤーたちが総じて笑顔で、冒険を楽しんでいたことだ。


    　──このゲームの目的を知らない時代とはいえ……。


    　未来において、太陽の光はセンスのある者だけが享受できる贅ぜい沢たく品。


    　センスの段階──それによって人はフェーズⅠからフェーズⅤまで分けられ、フェーズⅠとフェーズⅡまでが地上に住まう。


    　Ⅲ、Ⅳは地下に押し込められ、人工の光源が与えられている。


    　Ⅴに至っては、さらなる下層に押し込められ、上から漏もれてくる人工の光源が僅わずかに見えるだけだ。


    　常に昏くらい、最下層。


    　人の顔すらほとんど窺うかがうことのできない闇やみ。


    　見えたとしても死に体の顔であり、ここにいるプレイヤーたちのような笑顔ではない。鉢合わせは戦闘の合図でしかなかった。


    　常に競争に塗まみれ、世界を革新するためという名目でセンスを向上させ続けている弊害だった。光を得るためにはフェーズを上げるしかない。フェーズを上げるには戦うしかない。自分以外の人間など上に行くための踏み台でしかなかった。


    　笑顔という概念を忘れかけていたルシアにとって、世界のすべてが眩まぶしかった。


    　とりわけ、後に〝スバル〟と呼ばれることになるパーティは──極めつけだった。


    「よっしゃ！　俺に任せろ！　〈獅子轟爪ラサラス〉！」


    「なっ！　陽はる翔と！　そいつは僕が狙ねらってたんだぞ！　〈竜影撃フラーレン〉！」


    「早い者勝ちってことさ、貴たか法のり。そいつのドロップアイテムはオレが貰もらうぜ」


    「ちょっとあんたたち！　邪魔だから！　魔導で吹き飛ばされたいの!?」


    「い、いつも通り、分け合おうよ、みんな～」


    「それはそれ！　これはこれ！　あたしの弾丸が最速だもんね！」


    　競い合うようにセンスを駆使し、モンスターを倒していく彼ら。


    　本当に、楽しそうにセンスを使う。


    　ルシアにとっては、それは衝撃的なことだった。


    　彼らを観察し始めたのは、絶望の象徴である旭姫あさひを育てたパーティであるという理由からだったが、今は別の意味で興味を抱いている。


    　──あんな楽しそうに生きる子供を見るのは、初めてだ。


    　同世代が身近にいなかったルシアにとって、目の前で繰り広げられている光景は、いつだかにいた唯一の友人から聞かせられた夢物語そのものだ。


    



    　そして、観察し始めてから数日後。


    　ルシアはさらに戸惑うこととなる。


    　とあるボス戦。巨大な蟻あり──ギリーアントを相手に、陽はる翔とは油断から一気にピンチに陥おちいっていたのだ。


    　壁役タンクである陽翔の危機はパーティの瓦が解かいを招く。今まさに全員の命が風前の灯ともし火びだった。


    　彼らの笑顔が薄れようしている。


    　──そんな馬ば鹿かな。彼らがこの段階で全滅するはずが……。


    　自分の知る未来と違う。


    　彼らの事細かな歴史を知っているわけではない。ただ眼前で明らかに未来が変わろうとしている構図にルシアは困惑した。


    「体勢を立て直すんだ！　僕がどうにかあいつの耐性を──ぐはっ！」


    「もう！　何で魔導が効かないのよ！」


    「あわわ、わ、わたし、ど、ど、どうすれば……」


    　彼らはこのまま伝説として駆け抜け、旭姫あさひを育ててしまうはずだ。


    　だが、見る限り、その未来が今まさに潰ついえようとしていた。


    　ギリーアントの刃のような肢あしが旭姫を貫つらぬこうとして──ルシアの身体からだが反射的に動く。


    　一筋の矢がギリーアントの肢に命中し、根本から断ち切った。刃は旭姫を避け、虚空に投げ出される。そして、もう一本が額ひたいを貫き、ギリーアントは一瞬にして絶命した。


    「………」


    　彼らの視線がルシアに集中する。


    　──何をやってるんだ、わたしは……。


    　明らかな介入。


    　あり得ない行動。


    　使命を帯びた者として、考えられないほど愚おろかな振る舞い。


    　──どうして……。


    　自分でも戸惑う。


    　ここで助けたところで、自身の未来に影響があるわけでもない。この世界はこの世界のまま、歴史は紡つむがれていく。


    　ただ、放っておくことができなかった。


    　このまま彼らの笑顔が消えてしまうのが惜しくて。


    　彼らの、楽しさを振り撒まき、周囲を照らすような温かな明るさが、絶望の闇やみに汚染されてしまうのが怖くて。


    　過去の過ちに苛さいなまれるのが、嫌いやで。


    　そうすることが必然であったかのように、動いた。


    　──今すぐに彼らからわたしの記憶を奪うべきだ。


    　いや、それはいつでもできる。


    　今は身を隠すべきだと判断を下すが、脳と身体からだが連動しないもどかしさに、ルシアが混乱していると、


    「助けてくれてありがとう！」


    　旭姫あさひが真っ先に駆けつけて、手を握ってきた。


    　こんな風に無警戒に接触するなど、未来では絶対にあり得ない。むしろ、なぜ攻撃を受けなかったのか不思議に思ってしまったほどだ。


    　未知なる行為に、ルシアの心がさらにざわつく。


    「いや……」


    　ルシアは仏ぶつ頂ちよう面づらで、言葉少なに答える。


    　彼らを真正面から見ることができなかった。


    　旭姫の笑みに、陽はる翔との好奇心旺盛な表情に、圧倒されてしまう。


    「あなた、すっごく強いね！　名前は!?　どんなセンス使うの？　こんなに強い弓の使い手って初めて見た！　その武器、カッコいいよね！　見せて見せて！」


    　こちらの思考停止などお構いなしに、旭姫は無遠慮に尋ねてきた。


    　ルシアは残った理性を総動員させて、この場から逃げるという選択肢をどうにか思い出す。


    「では」


    　ルシアは旭姫の手を放そうとしたが、思いの外ほか強く握られて、剥はがすことができなかった。


    「待って！　もっと色々と教えてよー！」


    　人懐っこい笑顔。旭姫は物もの怖おじしなかった。


    「っ！　私から話すことはない」


    　無理矢理振り解ほどくと、旭姫は少し寂さびしそうな顔になる。


    　微かすかに罪悪感が芽生えた。


    「待てって。少しぐらいいーじゃん。急ぎの用事でもあるのか？」


    　そこに好奇心を抑えられなくなった陽翔も加わってくる。


    「そういうわけではないが……」


    　この時ばかりは、ルシアも自分の口を呪のろった。


    　馬ば鹿か正直に言わなくてもいい。適当に理由を作って去っていればよかったのに。


    　そんな選択肢が消えてしまうほど、思考力が著いちじるしく低下しているらしい。任務遂行に多大な障害だ。


    「お前の強さ、すっげーよな。教えてくれよ。俺、もっと強くなりたいんだ！」


    「教えるようなことは何もない。君たちを助けたのはただの気き紛まぐれだ。仲よくする気はない」


    「わかってるって。でも──」


    「さらばだ」


    　有無を言わさず話題を断ち切って、ルシアは走り去る。


    　強烈に後ろ髪を引かれながらも、彼らを振り返ることはなかったが……。


    　いつも以上に様々な感情によって揺さぶられていることを認識する。


    　それはまるで波風ひとつ立たぬ寒々しい水面に、賑にぎやかな波紋が次々と浮かんでは衝突しているようで……飽きることがなかった。


    



    　ルシアは、再び旭姫あさひたちを陰から監視する。


    　そこで知ったのは、彼らは未来で伝えられているような無敵のパーティではないということ。


    　彼らを見ている限り、決して最初から強かったわけではない。むしろ、苦戦が多かった。


    　ただ、決して負けない……無敗というのは事実。


    　皆で工夫して新たなセンスの使い方を発見し、全員で目的をひとつにして様々な連係センスを生み出し、思いを強くしてセンスを次の段階へと進ませている。


    　単独行動の多かったルシアにとって、それはカルチャーショックのようなものだった。


    　センスとはまさに文字通り、自身にしか持ち得ない感覚的なものだと思っていた。そして、それは未来では間違いなく正しいはずだった。


    　だが、彼らにとってはそれだけではない。


    　お互いがお互いを思うことで、彼らのセンスは飛躍的に先へと進んでいる。


    　そうでなければ、仲間の危機に都合良くセンスが強化されたりするわけがない。


    　思いの強さ。


    　それこそが〝スバル〟の伝説の礎いしずえとなったものではないかと、ルシアは考える。


    　──であれば、センスを向上させる力というのは……。


    　自分のやっていることが余計なお世話だったのではないかと不安になる。


    　──彼らは私が助けなくても、機転を利きかせて敵を倒したのではないか？


    　わからない。


    　そして、もうひとつ。


    　ふつふつと、ルシアの中に不思議な感情が湧わき上がってくる。


    　──できれば、もっと間近で彼らと……。


    　一寸先も見えない闇やみに生きてきたとはいえ、まだまだ幼い彼女にとって、それは自然とも言える本能的な欲求だった。


    



    　どうにもならない思いを胸に、監視を続けていたある日、またしても彼らはピンチに陥おちいっていた。


    　あまりにも素早く動く上に、半透明で見えづらく、転移までする死神モンスター相手に、少しずつＨＰを削られ、いつものように全滅の危機に陥っている。


    　何度も何度もピンチになって、ルシアも呆あきれてしまう。


    　彼らはあまりにも強い敵を求めすぎていた。本来であれば、数日は情報を集め、センスを向上させなければ《ユニオン》のボスを打倒することはできない。


    　だというのに子供特有の自信なのか、あるいは別の何かか……彼らは死にかけた翌日には次のボスへ挑んでいる。


    　今回も、どう考えても勝てる相手とは思えない。


    　しかし、これまで彼らはボロボロになりながらも、どうにか勝ってきた。


    　この死神相手にも、きっと勝つだろう。


    　──だが、今回はいつにも増して紙一重だ。


    　以前行ったルシアの介入で、何かしら起こるであろうバタフライ効果エフエクトが、今この瞬間にも、彼らに及んだら？


    　助けたことによって、彼らの成長を微かすかに妨げたかもしれない。


    　その僅わずかな差が、ここで結果となって表れるかもしれない。


    　伝説が伝説でなくなる日が、今この時にも来てしまうかもしれない。


    「陽はる翔と────っ！」


    　今まさに死神の鎌かまが、闘気の尽きた陽翔の首を刈り取ろうとしている──。


    　気付けば──ルシアは矢を番つがえていた。


    　抑えきれない思いに身を任せ、弦を引き絞る。


    　生じた光の矢がヒュッと小さな音を立てて、死神へ向かった。


    　矢は見えない死神の鎌を貫つらぬき、封印。刃は陽翔の首を刈る寸前に消えさる。


    　さらに鏃やじりが死神の身体からだまで抉えぐっていった。死神が危険を察知して逃げようとするが、その姿はさっきまでのような転移では消えない。


    　鎌と共に、転移すらも封じたのだ。


    「お前は！」「来てくれたんだ！」


    　陽翔と旭姫あさひが救世主を見るかのように、笑顔で喜びの声をあげる。


    　彼らの気力が持ち直すのをルシアは感じた。


    　それと同時に、ルシアの心の中にも温かな気持ちが湧わき上がる。


    　彼らの思いがつなぐ絆に、自分も一体となったような感覚。


    　そして──。


    「これからは一緒に戦う仲間だぜ！」


    　会って間もない素性も知らぬ相手に、それが当然だと言わんばかりに迎える陽はる翔と。


    　もう、拒むことはできなかった。


    「ああ。任せてくれ」


    　陽翔への返答に迷いはあった。


    　だが、もう気持ちを抑えることはできなかった。


    　こうすることが正解なのだと、言い聞かせて──。


    　高揚する想いを胸に、ルシアはパーティへと身を投じることとなった。


    



    「そろそろアジトに帰ろうぜ、ルシア」


    　少しだけ思い出に浸ひたっていたルシアは陽翔の言葉に、ハッとする。


    「……ああ。そうだな」


    　ルシアは彼らと一緒に戦うことで、自身のセンスが僅わずかに向上しているのを自覚していた。


    　未来であれだけ訓練を積んでも、成長は頭打ちになっていたというのに。


    　彼らの破天荒な行動はピンチを招きやすく、危機の連続だった。呆あきれたことも一度や二度ではないし、叱しかりつけたい気持ちに駆られたことも何度もある。


    　だが、その一方で何度も何度も驚かされた。彼らの生き様に心を躍らされた。


    　それが、とても心ここ地ちよかった。


    　未来で抱いたことのない未知の感情は、理性で抑えられるものではなかった。


    　この感情が強くなればなるほど、センスが強化されている感覚がある。


    　仲間への思い。


    　思いの強さ。


    　それがセンスを向上させるのではないかという仮説が浮かぶ。


    　──今思えば、わたしもあの時はもっと……。


    　不意に記憶の中にある思い出が蘇よみがえった。


    　とても辛つらく、苦い……決して忘れることのできない記憶。


    　──案外、思いの強さというのは、間違っていないかもしれないな。


    　あるいは、そうであったらいい、とルシアは夢想する。


    　それが彼らの笑顔の源泉であることは確かだと思うから……。

  


  
    ［第二章　命の決意］


    



    　地元の繁華街でもひとけのない裏道で、希のぞみの母が心底安あん堵どしたように、見つかった娘を強く抱きしめ、堰せきを切ったように涙を流していた。張り詰めた状態から気が抜けたのか、膝ひざが微かすかに震ふるえている。


    「希……よかった……」


    「お母さん、ごめんなさい……。心配かけて……」


    　希もそんな母の様子に胸を打たれたのか、目の縁を拭ぬぐっていた。


    　現在、繁華街が最も賑にぎやかになる夜八時。


    　一時間ほど前にログアウトした陽はる翔とたちは、すぐさまＷｉｔｈウイズに入ったメッセージを読んで、希が眠っていたというネットカフェへと急行した。


    　保護された希は外傷もなく、意識もはっきりしており、やってきた陽翔たちをはにかんだ顔で出迎えてくれたぐらいだ。


    　すでに店の外へ出ており、今は少し離れた場所に関係者たちが固まっている。メインストリート側では多くの人が行き交っていたが、こちらは静かなものだ。


    「希。一体、どうして家出なんてしたの？」


    「え、あっと……その……」


    　母に問い詰められ、希が言葉に詰まる。


    　希は、《リユニオン》に最初のログインをして、妙なところ──岩をくりぬいてできたような場所に迷い込んでからの記憶がほとんどないらしい。


    　一旦ログアウトして夕食を食べたことすら、覚えていないようだった。


    　助けを求めるように、貴たか法のりに「どうしよう……」と視線を送る。


    　貴法は仕方なさそうに咳せき払ばらいをした。


    「お母さん。今、希さんは疲れているのでしょう。あとでわかる範囲のことをご説明しますので、まずは病院に向かった方がよろしいかと。検査の準備も整えさせておりますので」


    「そ、そうね。怒ってるわけじゃないのよ、希」


    「うん。ありがとう、お母さん」


    「それで先生、検査なんですが……」


    　母が病院の関係者らしき人と喋しやべっている隙すきに、希は母から離れ、安心したように息を吐く。そのまま咲さ月つきと陽翔の傍そばに寄った。


    「怪しげな男に現代では解明できない何かで妙なことをされた……なんて言ったら、大騒ぎだよね？」


    　希がどこか悪戯いたずらっぽく小さな声で咲月に尋ねる。


    「そりゃそうよ。というか、あんた本当に無事なのよね？　変なことされてない？」


    「どこも痛くないし、されてないと思うけど……」


    　希のぞみが怖がるように手で自分の身体からだを触っていく。


    「そもそも、なんで、どうやって……色んな疑問が浮かび上がるしな。未成年の希を連れていったやつは明らかに犯罪者になるだろ。仮に俺が希の立場でも、親をどうやって誤ご魔ま化かせばいいかなんてわからねーし」


    「そうだよねえ……」


    　陽はる翔との言葉に、困ったように頬ほおに手をあてる希。


    　すると貴たか法のりが希を手招きする。メインストリートとは反対側の車道に、フォルムの美しい高級感を纏まとう車が到着していた。


    「希。手配した車が来た。病院へ向かおう。では、お母さんもこちらへ」


    「本当にありがとうございます。貴法くんには何度も何度もお世話になって……」


    「お安い御用です。お気になさらず」


    　希と希の母の乗った車が、救急病院へと直行する。


    「では、こちらも行こう。君らは僕と一緒だ」


    　こうして、陽翔たちも別の車で向かった。


    



    　診察室で希の検査が行われ、ひとまず問題なし……という医師の結果を受けて、陽翔たちは胸を撫なで下ろす。


    　すでに夜ではあるが、念のためにこのまま精密検査もやるようで、今日は病院に泊まるということだ。


    　陽翔と貴法、そして咲さ月つきの三人は、すでに誰もいなくなったロビーの長なが椅い子すに座って、ようやく人ひと心ごこ地ちがついたような面おも持もちで背もたれに身体を預けた。


    「……まずは無事で何よりだった。精密検査はこれからだが、外傷はなかったし、おそらくは問題ないだろう。明日の朝には帰れるはずだ」


    　貴法がＷｉｔｈウイズに向かって話しかけていた。ディスプレイには白衣姿のクライヴが映っている。


    　モニター越しに彼は人懐っこい笑みを浮かべた。


    『それはよかった。しかし、高校生の女子がひとりでネットカフェって……怪しまれなかったのかい？』


    「店員に話を聞いたが、どうも大人と連れ立って来たらしい。事実、希のいた場所はふたり用の個室だった。それで店員も問題ないと判断したんだろう。もちろん連れてきたであろう者はすでに消えていたがな。監視カメラにもそれらしい影は映っていなかった。こっちから洗う線は難しそうだ」


    『さすがに証拠を残すようなヘマはしない……か』


    「希のぞみにも初めて《リユニオン》に入ってからの記憶がないらしい。その間、どうやって過ごしていたかも覚えていなかった」


    　すると、咲さ月つきが気味悪そうに問う。


    「それって私たちがリアルでも狙ねらわれてるってことよね……？」


    『そうなるね』


    「大丈夫なのかしら……」


    『絶対とは言い切れないけど、たぶんもう仕掛けてはこないだろうね』


    「理由があるの？」


    『連中がオレたちを殺さなかったことがひとつ。希も言ったけど、もう何もできないと思われてるから──眼中にないんだろう。旭姫あさひが覚かく醒せいした以上、オレたちに利用価値はもうない。……いや、陽はる翔とを仲間にしたがっていたから、あるいはオレたちも研究対象として考えている節ふしはあるかもしれないけどね』


    「どっちにしろ、安心できないじゃないの」


    『ま、ログインする場所は少し考えた方がいいかもね。オレもその辺りは極力、万全にしておくつもりさ』


    「……わかったわ。あんたはそっちでひとりなんだから気をつけなさいよ。少しこっちでも相談してみる」


    『それじゃ、また《リユニオン向こう》で。グッナイ』


    　そう軽く言って電話は切れる。


    　貴たか法のりは軽く溜ため息いきを吐ついた。


    「……あいつは緊張感が足りないんじゃないか」


    「クライヴはいつもあんなでしょ。あいつが緊張感で顔を強こわ張ばらせてたら、地球に隕いん石せきでも降ってくるのかって誤解しちゃうわ」


    「あいつは世界が滅亡する時でも面白そうに笑ってそうだけどな」


    　咲月と陽翔の言葉に、貴法は何も返せない。眉まゆ根ねを寄せただけだ。


    「でもさ。軽くは考えていないよ、あいつは。なんだかんだで内心は熱いやつだからな。安心して背中を任せて、あとを託すことができる」


    　陽翔が小さく笑ってそうフォローした。


    　いつだって頼りになる。どんな時でも助けてくれる。


    　状況を面白がっている節はあるが、彼なりに全力を尽くしているのだ。


    　貴法は「わかっている」と言いながら、すでに別のことを思案するかのように腕を組む。


    「しかし、ログインする場所……か。確かに念には念を入れておいた方がいい。君らさえよければ、僕の家に来たまえ。一番安全だろう。希にもあとで伝えておく」


    「いいのか？」


    「身を守るためだ。だが、生半可な覚悟で来るんじゃないぞ。下へ手たをすれば、もう二度とログアウトできないかもしれないんだからな」


    　貴たか法のりが警告するように言うと、緊張したように咲さ月つきの喉のどが鳴る。


    「旭姫あさひの死を偽装したような連中だ。旭姫がログアウトできなくなったように、僕らもそうなる可能性はある」


    「……ま、その前に連中のいる場所を突き止めなきゃならないけどな」


    「問題はそこよね。エリシアは知ってるのかしら？」


    　三人が当人のいないところで考え込む。


    　だが、すぐに貴法は悩みを振り払うように首を振った。


    「……もう遅い。一旦、僕らも家に帰ろう。明日の昼に、僕の家に集合でいいな。それまでに覚悟を決めてこい」


    　ひとまずここで解散となり、貴法の手配してくれた車に送られ、帰路についた。


    



    　　　　　▽　　　　　▽　　　　　▽


    



    　咲月は水玉模様のパジャマに着替えて、ベッドの上で仰向けになっていた。


    　家に帰ってから入浴し、すでに寝る準備を整えている。このまま眠ってもいいのだが、なんとなく寝付けない。


    　不安、興奮、恐怖、焦燥……それらの感情が折り重なって、ずっと心がざわついていた。
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    「実感ないわよね」


    　ただただ昔の《ユニオン》の頃から、幼なじみたちと好き勝手に遊んでいただけだった。


    　アニメの魔法少女に憧あこがれてログインして、魔導のセンスを得た時は嬉うれしかったし、陽はる翔とが闘気を使っていた時はらしいな、と思った。他の皆のセンスもそれぞれに合ったもので、そのことを話しているだけでも楽しかった。


    　それから競い合うように戦ったり、ドロップアイテムひとつをあーだこーだと言いながら集めたり、旭姫と希のぞみと一緒に可か愛わいい装備品を見て回ったり……。


    　異世界を楽しく冒険していた。ファンタジー映画のように。自分たちが主役の冒ぼう険けん譚たんだ。


    「それが死だの、未来だの……意味がわからないわよ」


    　不満そうな顔で小さく愚ぐ痴ちる。


    　本当にゲームの中に囚とらわれてしまったような、そんな感覚。


    　だが、今のこの状況は現実。


    　エリシアの言うことが確かならば、このまま旭姫を利用されて未来は絶望となってしまう。


    　見たことがないだけに、そんな世界に至ることを納得するのは難しいし、まだ見ぬ未来は咲月にとっては正直どう対処すればいいのかもわからない。想像してみても、やはり物語のような絶望の世界が浮かぶぐらいだ。


    　だが、重要なことは、たったひとつだけ。


    　再会できた大事な親友ともう会えないなんて嫌いやだ。


    　それだけだ。


    「せっかく六人集まったんだから……。きっと私も、まだまだ皆みんなと好き勝手に遊びたいってことよね……」


    　それ以外に理由はない。


    　また〝スバル〟で心躍る冒険がしたかった。高校生になっても、まだそんなファンタジーに恋い焦がれてしまう。


    　それに手が、届きかけていたのだ。


    『ほら！　皆、やろうよ！』


    　皆で手を出し合って、いつもの儀式。


    　子供みたいで成長してないなと感じてしまうが、あの時はそれが自然だと思えたのだ。頬ほおが緩ゆるんでいたのを自覚している。


    　しかし、叶かなわなかった。


    　上からハンマーで叩たたき潰つぶされるかのように、すべてを粉々にされた。


    　理不尽な暴力に、ふつふつと怒りが湧わいてくる。


    「……寝られないわね、これは」


    　もう二度と戻れないかもしれない。


    　そんなエリシアの言葉が胸に残っている。


    　怖くないわけではない。


    　希のぞみが連中に拐かどわかされたように、自分が標的になる可能性だってあるのだ。


    　思考が巡り巡って、頭がどんどん冴さえていく。


    「ああ、もう。考えてても仕方ない。悔いが残らないようにしなきゃ」


    　そう言って決意したようにベッドから身体からだを起こし、立ち上がる。


    　リビングに行って、冷蔵庫からラップに包んだケーキを取り出した。


    「あら。咲さ月つきちゃんがこの時間に食べるなんて珍しいわね」


    　そんな様子を見た咲月の母が、目を瞬しばたたかせている。


    　普段は夜にケーキなど食べない。これでも咲月は一応、体重には気を遣ってできるだけ、こんな時間には食べないようにしていた。これもケーキを気持ちよく食べるための習慣である。


    「たまにはね。もう食べられないかもしれないし」


    「また買ってくればいいじゃない。何言ってるの？」


    「あ、うん。そうなんだけどね」


    　母はいつも通り、穏やかな笑みを浮かべて咲月を見ていた。


    　毎日のように見る母の顔を改めて眺めていると、ふと気付く。


    　昔からなんとなく思っていたが、母親は咲月によく似ている。特に目元はそっくりだった。


    「……私って母さん似なのかな」


    　なんとなくそんなことを尋ねる。何でそんな質問をしたのか、自分でもよくわからない。


    　ただ、こんな時だからこそ、自分の中に親を見つけておきたかったのかもしれなかった。


    「そうね。私の若い頃、そっくりよ。でも、性格は父さん寄りかもね」


    「そ、そうなの？」


    「負けず嫌いなところとかね」


    　そうだったのかと得心する。


    　将棋やオセロなどで初めて負かした時、父はかなり悔しそうだったことを思い出す。


    　再戦でやり返されると「もう一回！」とせがんで、その繰り返しだった。今思えば、子供相手にむきにならなくてもいいのに……と思ったが、父の性分だったらしい。


    「咲月ちゃんは、顔がお父さんに似なくて良かったわね」


    「あはは……」


    　こうして母と会話しているだけで、自分は幸せ者なのだと自覚する。


    　旭姫あさひはこんな簡単なこともできなかったのだ。


    　ずっとずっと、〝グノーシス〟に囚とらわれて……。


    「お母さんは……私がいなくなったら悲しい？」


    　思わずといったように、口からそんな言葉がついて出た。


    　やはり不安は拭ぬぐえない。戻って来られるかわからないという恐怖があった。


    「いきなり何を言ってるの、この子は。悲しいに決まってるでしょ。この前、希のぞみちゃんのお母さんから久しぶりに電話かかってきたと思ったら、希ちゃん行方ゆくえ不明とか。すごくビックリしたんだから。見つかって本当によかったわよ」


    「じゃあ、例えばさ。私が死んだとして」


    「ホントにどうしたの、今日は……」


    「いいから。ずっとずっと死んだと思ってて、葬式もあげて……でも、ひょっこり戻ってきたら、嬉うれしい？」


    　すると、母は間かん髪はつ容いれずに答える。


    「嬉しいに決まってるじゃない。そのまま抱きしめちゃうわ」


    　一瞬の躊躇ためらいもない言葉に、咲さ月つきは虚を突かれた。


    「何で生き返ったとか、驚くとか、疑問に思わないの？」


    「疑問が一杯あったとしても、それでも子供が帰ってきて嬉しくないわけないわ」


    「そっか……」


    　愛されているな、と今いま更さらながら小さく感動する。


    　どこか、ほんわかと心が温かくなった。


    　旭姫あさひの母も同じ心境になるかもしれない。いや、絶対になるだろう。


    　そう思うと、旭姫を助けるモチベーションもますます湧わいてくる。


    「でも、悲しい思いなんてさせないでよ。ずっと傍そばにいてくれることが一番いいんだから」


    「ずっと傍にって……それじゃ結婚もできないじゃないの」


    「あら。別に親と一緒に住んでもいいじゃない。それに咲月ちゃんが結婚したいのなんて陽はる翔とくんしかいないでしょ？　近いから安心だわ」


    　口に入れたケーキを噴き出しそうになる。


    「ちょ、ちょっと！　何言ってるの!?」


    「誤ご魔ま化かさない誤魔化さない。お母さんには昔からお見通しよ」


    　そんな呑のん気きな母に、はぁ、と小さく溜ため息いきを吐つく咲月。


    　母は想像もしていないだろう。


    　これから娘が人類の未来をかけた戦いに行くことなど……。


    「帰ってこなきゃね」


    　咲月は仕方なさそうに笑ってから、言い聞かせるように囁ささやいた。
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    「お疲れー」


    　クライヴはモニターと睨にらめっこしている面々に軽く挨あい拶さつしてから、所属している研究室を出る。


    　すると、丁ちよう度ど入ってこようとしていた青年と鉢合わせした。


    「どうしたんだ、クライヴ。こんな時間に帰るなんて。今日も徹夜で実験漬けだと思ってたのに。ガールフレンドでもできたか？」


    　珍しそうな顔で話しかけてくる。彼は隣の席に座り、時折研究について話し合いをする、同じゼミのメンバーだった。


    「やあ、ハリス。そんなんじゃないよ。でも、この後、世界で一番大切な約束があってね」


    「それこそ女じゃないのかい」


    「ははは。そんなもんじゃないよ」


    「女との約束以上に大切なものがあるって？」


    「その通りだね」


    　すると、ハリスが小さく笑う。


    「クライヴにそんなものがあるなんて意外だったな」


    「そうかい？」


    「君は自分が一番だと思っていたからな」


    　歯に衣きぬを着せぬ言い方だったが、彼に気にした様子はない。


    　むしろハリスのこういうあけすけなところを、クライヴは気に入っている。


    「自分が一番大事なのは変わらないよ。ただ……自分と同じぐらい仲間が大事なのさ」


    「仲間？　ああ、《リユニオン》か。君はログインしてたんだったな」


    「そういうこと」


    「いいよなぁ。俺は入れなかったし。やっぱり楽しいのか？」


    「ああ、楽しいね。あのゲームに入って……オレの人生は意味のあるものになった」


    　クライヴは普段、他人にこんなことを言わない。


    　普段とは少し様子の違うクライヴに、ハリスは目を丸くしていた。


    「よっぽど大事な仲間なんだな。詳しくは聞かないがね」


    「まあな。機会があれば紹介するよ。最高の連中さ」


    「あの偏屈なクライヴをしてそこまで言わせるか。そいつらも偏屈なのかい？」


    「偏屈なやつもいれば、真まっ直すぐなやつもいるし、誇りの高いやつもいるし、色々さ。一言じゃ言い表せない」


    　珍しく自慢をしているかのようだった。


    　普段よりもお喋しやべりになっていることをクライヴも自覚している。それでもなぜか、口を止めることができなかった。


    　彼にとって〝スバル〟の仲間は、親友という言葉では足りない。


    　彼らがいなければ、ずっと斜に構えたままだっただろう。


    　本気になることもなく、適当に日々を過ごして、無為に時間を浪費する人生だったはずだ。


    　それが……陽はる翔とたちのおかげで変わった。


    　彼らが見せてくれる未知に恋い焦がれた。


    　六年経たった今でも変わらずに、それを見せてくれる彼らに惚ほれ込んだ。


    　だからこそ、クライヴも覚悟する。


    《リユニオン》において絶大な力を持つ存在を敵に回して、旭姫あさひを救うということを──。


    「バーイ」


    　大学の敷地内から出て、夕方の街を歩いて自宅のアパートメントに戻る。


    　それはみずぼらしい住居だった。周囲にはゴミが散乱し、道路や壁は経年で崩れかけており、雑草で荒れ放題。幾つか窓ガラスも割れている。すでに親元を離れて久しく、幼少期に住んでいた家よりもひどい。だが、家賃も安く、この乱雑さをクライヴはとても気に入っていた。


    「よう、クライヴ。お早いお帰りだね」


    「そっちはようやくお目覚めかい」


    　Ｗｉｔｈウイズで大音量の音楽を響かせている、クライヴよりも少し年上であろう黒人の青年と通路で擦すれ違う。クライヴの部屋からふたつ隣の住人だ。


    　このアパートメントの住人たちは全員が臑すねに傷を持つ者ばかりだが、全員の仲が妙にいい。休日には正体不明の肉や怪しげな茸きのこを焼いてバーベキューをしていたりする。クライヴもお相しよう伴ばんに与あずかっていた。


    「昨日は随分と夜遅くまで、ガソゴソやってたな？　隣の馬ば鹿かがうるさくて寝られなかったって愚ぐ痴ちってたぜ。割れた酒さか瓶びんがそこら中に転がってたしな」


    「おっと。そりゃ悪かった。今度、上等な酒でも都合するよ。ま、うるさかったのは、ちょっと野や暮ぼ用ようがあってね。危険な連中が近づいてくるかもしれないから、その用心のためさ」


    「警察でも来るのか？　危ない橋を渡るのはやめておけよ」


    「おいおい、お前らと一緒にするなよ。来るかもしれないのは、どちらかと言えばマフィアってほうが近いぜ」


    「随分と穏やかじゃねーな？　その甘いマスクでマフィアの愛人にお手つきでもしたか？」


    「だからお前らと一緒にするなって。多分ないと思うけど、警報が鳴ったら頼むぜ。俺は《リユニオン》にログインしてるから叩たたき起こしてくれ」


    「よくわからんが、お安い御用さ。盛大なロックの目覚ましを見舞ってやろう。鼓膜が破れても文句言うなよ？」


    　クライヴはすでに自宅の方で準備を整えていた。監視カメラと連動した警報装置もつけているし、電子的なセキュリティも万全。何かあればすぐに警察やマスコミに通報するシステムを組んでいる。


    「むしろ、そっちの方が楽しみだな。じゃ、よろしく」


    　そう言って、クライヴは自分の部屋の中へと入る。電子機器が所狭しと置かれたその部屋には遊びが一切ない。放熱で熱くなるため、エアコンは常に稼動しっぱなしだった。


    　クライヴが自身のために作った強固な基地だ。


    　危害を加えようとする相手は、痛烈なしっぺ返しを食らうことになるだろう。


    　セキュリティには何の不安もない──が、クライヴにはまったく別の憂慮があった。


    　部屋にぽっかりと開いた中央のスペースに寝転がって、掲げた腕を見ながらクライヴは呟つぶやく。


    「覚かく醒せいか」


    　自分だけがそれをしていない。


    　咲さ月つきが昔の精霊を呼び出したように。


    　陽はる翔とが白金の闘気に目覚めたように。


    　貴たか法のりが光の竜を操ったように。


    　自身もまた覚そ醒こに辿り着かなければならない。


    　時間は少ない。いや、ない。


    〝スバル〟の中で覚醒をしていないのが自分だけである以上、それは急務だ。セトを倒す一矢となるためには、今のままでは論外。


    　しかも、ただの覚醒では足りない。


    　陽翔たちがさらなる覚醒を望むように。


    　二段階、能力を底上げしなければならない。


    　それが酷ひどく確率の低い話だということを、冷静な脳はすぐに判断してしまう。


    　だが、それが成せなければ、セトはおろか、第二者第三者にすら及ばないだろう。


    「……オレも大人になっちまったってことかね」


    　子供の頃に比べると、見てきた情報や積み上げてきた経験値が柔軟な発想の邪魔をする。


    　飛び級までして知見を広めてしまった今、できることとできないことが、はっきりとしすぎてしまった。


    　常識は発想を縛る。


    　それはセンスをなくすことに等しい。


    　──それでも、アテはある。


    　というよりも、先ほどできた。


    　センスを覚醒させるために必要なメソッド。


    　クライヴはそのこと自体にはかなり前から気付いていた。


    　しかし、クライヴにとっての問題はそれを可能にする相手が不在だったことだ。


    　そんな相手はいないと高をくくっていたのだが……。


    　──エリシアの正体が未来人ということなら、あいつらは……。


    　確信めいた気持ちを抱いていると、柄にもなく興奮してくる。


    　旭姫あさひが囚とらわれて大ピンチだというのに、逸はやる心を抑えることができない。


    　こんな気持ちは久しぶりだった。


    「満を持して、正体を明かしてもらうとしようか」


    　クライヴは、昔送ってもらった思い出──ズボンのポケットに入った〝スバル〟のリングを握り締めて小さく指で弾はじいた。
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    　希のぞみは精密検査を受けた後、個室に移っていた。


    　まったく異常なしで、明日の朝にも帰っていいという医師の診断も出ている。


    　ベッドに寝ている希の横で、母と、仕事を切り上げて駆けつけてきた父が心配そうな表情で座っていた。


    「……心配したんだぞ」


    「うん。ごめんなさい」


    「理由があったんだと思うが……言えないのか？」


    　希は掛け布ぶ団とんで半分だけ顔を隠すように首を縮める。


    「まだ……言えない」


    　父も母も、誰かにネットカフェへ連れて来られたという話は聞いている。


    　だが、希すら覚えていないあやふやな話をするわけにもいかないし、かといって《リユニオン》の話や〝グノーシス〟の話もできない。


    　信じてもらえないだろう。信じてもらえたとしても、危険に巻き込むことになってしまう。


    　ただでさえ、大切な娘が死と紙一重の危機に陥おちいったというのに……。


    「本当に大丈夫なのね？　あなた、読者モデルやったりしてるから、変な人にストーキングされてるとかあり得るんじゃないの？」


    「そうだぞ。よからぬ虫がつきまとってもおかしくないんじゃ……」


    　母と父が確認するように尋ねてくるが、希はすぐに首を振った。


    「違うよ。そんなんじゃないから。それにもう二度と、あんなことにはならないよ。……ちゃんといつか話すから」


    　両親が共に諦あきらめたように溜ため息いきを吐つく。


    　希が時折、とても頑固なのは重々承知していた。


    　こうなったら希のぞみは頑がんとして話さないことも。


    　特に読者モデルをやると言った時は、絶対に許さないという父に対して一歩も引かなかった。


    　それもあって両親は追及を諦あきらめる。愛まな娘むすめを信じたという方が正しいかもしれない。


    「それにしても本当に、貴たか法のりくんにはお世話になっちゃったわね。今度、改めてお礼に行かなきゃ」


    「明日、わたしが貴法くんの家に行くから……お土産みやげ持っていくね」


    「あら、そうなの？　それにしても陽はる翔とくんや咲さ月つきちゃんたちも、相変わらずだったわね。ふたりもしっかりと捜してくれたらしいし。クライヴくんも心配してくれたんだし。本当にいい子たちだわ」


    　母の言葉が深々と突き刺さる。


    　本当にその通りだ。


    　昔の自分を思い出すから会いたくないなど、自分勝手にもほどがある。


    　だけど、彼らは全力で助けてくれた。文字通り命を賭として。


    　敵対してしまったというのに、暴言を吐いてしまったというのに、それも許してしまった。もっと責められて然しかるべきだったのだ。


    「うん。ずっと仲良しでいるよ。わたしたちは幼なじみだもの」


    　なら、今度はわたしが助ける番だと希は思う。


    　曲がりなりにも〝スバル〟の一員なのだ。足りないピースを補うことができるという自負はある。


    　昔はついていくのが精一杯で、何も見えていなかった。


    　六年前の〈無垢なる闇プルガトリオ〉との戦い──。


    　気を抜けない戦いの中で視野が狭くなっていたところを、〈無垢なる闇〉に狙ねらわれた。


    　あれが、すべての始まりだった。


    　前線で皆の盾たてになっていた陽翔を動かすことになり、そこから連鎖的に旭姫あさひがそれを庇かばう羽目になった。


    　ひとりの些さ細さいなミスが、致命的な結果を生む。


    　それは《ユニオン》において、当たり前のことだった。


    　あの戦いがなくても、いつか旭姫は攫さらわれていたのかもしれない。


    　それでも、希が自分を許せるわけがなかった。


    　だからこそ、六年の時間を経て嫌いな自分から脱却して成長した。その実感もある。


    　今度こそ。


    　ついていくだけじゃない。


    　──足を引っ張ることなく、〝スバル〟の一員として戦うんだ。


    「あの子が生きてれば……きっとあなたの姿を見て驚いたでしょうね。素敵な笑顔で……」


    　胸が締め付けられるような感覚に囚とらわれる。


    　母親の言う通り、旭姫あさひは驚きつつも、笑顔で再会を喜んでくれた。


    　昔と同じように、天てん真しん爛らん漫まんな笑顔で。


    　貴たか法のりが惹ひかれるのもわかる。六年経たっても、彼女は不思議な魅力に満ちていた。


    　なのに……彼女はまた目の前からするりと、零こぼれ落ちるように消えてしまった。


    「そうだよね」


    　強い願望が、希のぞみの中に溢あふれてくる。


    　現実で再会したい、と。


    　あの日、幼なじみの時間は止まってしまった。


    　──絶対に助けるんだ。


    　また六人で一緒に、あの時間を取り戻す。


    　そう考えると、自然とベッドの中の拳こぶしに力が入った。


    「そう言えば貴法くん、格好良くなってたわねー。希、昔から貴法くん貴法くんって、追いかけてたけど、いい目をしてたのね」


    　いきなり言われて希は咳せき込こむ。


    　父も同時に咳き込んだ。


    「な、な、な……」


    　なぜそれを？　と希が問う前に、母は得意げな顔をして笑う。


    「見てればわかるわよ。そんなの」


    「そ、そうだったのか!?　そ、そうか。希にも好きな人が……」


    「お、お父さんっ！　は、早とちりしないでっ」


    　希は身体からだを縮める。まさか母にまでバレているとは思わなかった。


    　父は知らなかったのか、気難しい顔をしている。やはり娘に好きな人がいるというのは、精神を動揺させるらしい。


    「し、知らないっ」


    　結局、毛布をかぶって誤ご魔ま化かすしかなかった。


    　少し浮つきそうになる心を、宥なだめすかして落ち着かせる。


    　惚ほれた腫はれたを考えるのはまだまだ早い。


    　すべては旭姫を救ってからだ。


    　何もかもを取り戻して、それから考えればいい。


    　希は窓から見える夜空を眺めながら、旭姫の満面の笑みを思い浮かべた。
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    　執事と共に家へと戻った貴たか法のりは、真っ先に父の書斎へと直行した。


    「失礼します」


    　部屋に入ると、椅い子すに座っていた父がこちらを振り返る。


    「貴法か。報告は聞いている。日下くさか嬢を無事に保護できたようだな」


    　貴法と同じく神経質そうな顔で、二人はとても似ていた。フレームの細い眼鏡めがねをかけているのも同じだ。壮年の渋味が顔に滲にじみ出ている。誰の目から見ても、貴法の父だとわかるだろう。


    　僅わずかに緊張した面おも持もちで貴法は続けた。


    「父さんが各所に手を回してくれたおかげです。ありがとうございました」


    「礼など不要だ。息子の旧来の友人であれば、助けるのは当然だろう」


    「我わが儘ままを聞いていただけて、本当に感謝しています」


    　貴法にとって、親に頼るなど弱さでしかない。自立できていないことの証左だという考えがこびりついてる。


    　その弱さを、親に見せて失望させたくなかった。


    　だが、今回のことは自分だけでは解決できない問題で、しかし、早急に解決しなければならなかったことだ。


    　もし、父が力を貸してくれなければ、未いまだに希のぞみは見つかっていなかったかもしれない。


    「それで貴法。今回、何か得たものはあったか？」


    　探るような目つきを父が向けてくる。


    「え……」


    　質問の意図が読み切れず、貴法は口を引き結んだ。


    　苦言なのか、訓示なのか、判断がつかない。


    　こういう時の父に対して、貴法はいつも下手に出るほかなかった。


    「……ただ、父さんの手間を取らせ、金銭を失ってしまったと反省を」


    　貴法としては面倒をかけたことに対して責められているのかと考え、その旨むねを伝えた。


    　だが、貴法の父は被かぶせるように言う。


    「失望させるな、貴法」


    　溜ため息いき交じりの声に貴法の肩がビクリと震ふるえる。


    　また父に不快な思いをさせてしまっただろうか。


    　また父に恥を掻かかせてしまっていないだろうか。


    　そんな不安で心が斬きり裂かれたような気持ちになった。


    「……いい機会だ。お前には明かしておこう」


    　貴法は何も答えることができず少しだけ俯うつむきながら、一言一句聞き逃のがすまいと耳を傾ける。


    「お前が私立小学校に受からなかったのは、私が手を回したからだ」


    「え……」


    　何を言われたのか、一瞬理解できなかった。呆ほうけたように口を開く貴たか法のり。


    「あのまま兄たちと同じ道を辿らせたら、ろくでもない人間になると思っていたからな。心当たりがあるんじゃないか？」


    「……………………………………………………………はい」


    　長い逡しゆん巡じゆんの後、貴法は僅わずかに苦い顔をしながら頷うなずく。


    　小学生に上がりたての頃は、あまりにもひどかったと自覚している。


    　他人を見下し、自分中心に物事を考え、決してそれ以外を認めない。視野の狭い人間だった。


    「あれは今でも正しかったと思っている」


    「僕もです」


    　今度は何の躊躇ためらいもなく、はきはきと答えた。


    　市立の小学校に行ったからこそ、旭姫あさひと出会えた。


    　そして、〝スバル〟の皆と出会えた。


    　それだけでも、充分にお釣つりが来る。


    　六年前の事件以来、縁は切れていたが、仲間たちとのやり取りを経て、やはり出会ってよかったのだと確信していた。


    「お前は兄ふたりよりも優秀だった。それ故ゆえか、不ふ遜そんに過ぎた。だからこそ、同じ道を歩ませては危険だと察した」


    　貴法の兄ふたりはすでに社会人で、共に父の持つ会社をそれぞれひとつずつ経営している実力を伴ったエリートだ。


    　先を行く兄に対して、追いつきたい、追い越したいと常々思っていた。


    　だが、そのふたりよりも優秀だなど、初めて言われたことだった。


    「父さん……？」


    「六年前の事件以来……お前はまた昔に戻っていたように思っていたが、最近になってまた成長をしたように見える。だからこそ、得たものをわかっているはず。もう言葉にできるだろう」


    　そして、貴法を睨にらむように見据える。


    　間違いは許さないとばかりに。


    　だが。


    　貴法は誤解に気付いていた。


    　父が自分を責めようとはしていないことに。


    　そこに思い至れば、あとは簡単なことだった。


    「友人たちとの、かけがえのない時間です」


    　貴法の言葉に父は──満足したように頷く。


    　笑ってなどいない。


    　目つきは鋭く、厳しいままだ。


    「お前はいい友人を選べたようだな」


    　それでも、微かすかに滲にじみ出る優しさに、貴たか法のりは触れることができた気がした。


    　貴法にとって、それは今まで受け取ることのできなかった充分すぎるほどの褒ほう美びだ。


    「それと、もうひとつ、お前は大事なことを知ったはず」


    　いきなり言われ、貴法はすぐには思いつかなかった。


    「それは人に頼らなければ解決できない問題もあるということだ」


    「し、しかし……。それは自立できていない弱さだと」


    「それが考え違いなのだ。お前とてもうわかっているはずだ。頼れると思った相手は頼っていい。きちんとその分を返していければ、相手とは健全な関係を築けるだろう」


    　厳格な表情をしたまま、父はなおも続ける。


    「自分ひとりでやるべきことを人に頼るのは弱さだ。しかし、自分ひとりでは難しいことを頼って解決するのは、むしろ強さと言える。今後も、人に頼ることを知れ。頼る前に相談をしてもいい。自分ひとりでできることなどたかがしれているのだから」


    　それは《リユニオン》でも同じことだ。


    　誰かひとり欠けていても、今の場所には立てていないだろう。


    　自然と誰かに頼ることができていたのかもしれない。


    　父の前で久しぶりに肩の力が抜けていく。


    「だから今、お前の頭の中にある、自分たちだけでは解決できない問題を明かすがいい」


    　心を見透かされたようで、貴法は内心で動揺した。それが表情にも表れる。


    「わ、わかっていたのですか？」


    「私はお前の親だぞ。子の悩みぐらい見抜けずしてどうする」


    　確かに貴法には考えている課題があった。


    　それはここから《リユニオン》内での問題がすべていい方向に向かったとしても、貴法たち子供だけではどうにもならない話だった。


    　貴法は少し考え込む。


    　御み門かど家は資産を持っているし、大きい会社も持っていた。


    　他のメンバーに比べれば、親のできることは多岐に亘わたる。


    「では、父さん。さっそくですが、お願いがあります」


    「なんだ。言ってみるがいい」


    「今すぐには打ち明けられないのですが、次に僕が全てを明かす時、僕の言うことを信じてください。相当、荒こう唐とう無む稽けいなことを言うと思いますが、それを信用してください」


    　旭姫あさひのこと。


    《リユニオン》のこと。


    　あるいは〝グノーシス〟。


    　それらのことは誰に話したところで一笑に付されるだろう。


    　仮に旭姫あさひを取り戻すことに成功したとしても、それで終わりではない。


    　現実に存在する、巨大な構造に立ち向かう武器が必要になるはずだ。


    　貴たか法のりは変だと思われないか不安な様子で返答を待つ。


    「わかった。信じよう」


    　だが、貴法の不安など一いつ蹴しゆうするように、父はあっさりとそう口にした。


    「い、いいんですか？」


    「お前が嘘うそを言わないことはわかってる。今、言わない理由もなにかあるのだろう」


    「父さん……」


    　父親からの信頼に満たされる。


    　渇いていた心が、優しい何かで満たされていった。


    　もはや、心残りなどなにひとつない。


    　──待っていろ、旭姫。


    　世界が旭姫の死を望んだとしても、絶対に覆くつがえしてみせる。


    　貴法はそう心に誓うと同時に、父に深々と頭を下げた。
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    　家に戻ってから人ひと心ごこ地ちついた陽はる翔とは、妹にせがまれ、カードゲームで遊んでいた。


    　種目はなぜか神経衰弱。ゲームは終盤に差し掛かっており、陽翔が若干優勢だが、今は妹がカードを取るターンだ。


    「ここと……ここっ！」


    　妹が捲めくるとカードの絵柄が合う。これで同数。


    　だが、もう残りは二枚しかない。当然、この二枚も同じ絵柄だ。


    「えへへー！　残りの二枚はジョーカー！　あたしの勝ちー！」


    「あー。あと少しだったのになぁ」


    　妹の勝ち誇った得意げな顔を見て、陽翔が苦笑する。


    「でも、珍しいよね。ハルちゃんが遊んでくれるなんて。最近はゲームの中にも入ってるみたいだし、なんかあった？　そう言えば咲さ月つきちゃんが来てからだよね」


    「まー……色々あったんだよ」


    　夏休みになってから始まった冒険は、ひと言では言い表せない。


    　二度と会えないと思っていた幼なじみに出会って。


    　縁が切れてしまった幼なじみたちと再会して。


    　再び仲間として、歩むことができるなんて、それこそ予想外もいいところだ。


    　たった数日だというのに、満たされていた。


    　六年間という長い時間を忘れるぐらいに。


    　飢えた心を、あっという間に埋めてくれた。


    　──もう離したらいけないはずだった。なのに……。


    　不意に、陽はる翔との表情が翳かげる。


    　セトの顔が、声が不意にちらつき、自然と瞳ひとみが鋭くなっていった。


    「よーし、もう一回やろ」


    　だが、妹の声で我に返った。すぐに重い記憶を振り払い平静を装う。


    「あー、さすがに疲れたから休憩で」


    「えー。今度はパーフェクトで勝つのに！」


    「負け戦を強要するのかお前は……。お前の好きなシュークリーム買ってきておいたから、糖分補給しようぜ」


    「えっ、ホント？　やったー！　ハルちゃん、大好き！」


    「はいはい」


    　冷蔵庫から取り出したシュークリームを袋から取り出し、陽翔はちまちまと囓かじり始める。


    　妹に手渡すと、口の周りにクリームをつけながら、美お味いしそうに頬ほお張ばっていた。


    　旭姫あさひと食べ方が一緒で、思わず頬が緩ゆるむ。


    「でもゲームやってくれたり、おやつ買ってきてくれたり、本当に珍しいね、ハルちゃん。夏なのに雪でも降るの？」


    「取り上げるぞ」


    「もう半分食べちゃったもーん」


    　妹は悪戯いたずらっ子のように笑みを浮かべて得意げだ。


    「お前はいつも楽しそうだな」


    「そんなことないよ。今日はハルちゃんと遊べてるからだよ」


    　常日頃からちょこちょこと後ろをついてくる妹だったが、旭姫の一件で気落ちした頃から、それに拍車がかかった。


    　まだ幼かったあの頃から、妹なりに気を遣っていたのだろう。


    　もっとも、子供の頃の陽翔はそれをうざったく思い、突き放してしまった。


    　それから妹は少しずつ空気を読むようになっていったが、陽翔を嫌うことなく、思い出したように甘えてくるのだ。


    　心配をかけていたことに情けなさを感じると同時に、妹のその気遣いを嬉うれしく思う。


    「悪かったな。今まで心配かけて」


    「んー？　ハルちゃん、ホントどうしたの？」


    「なんとなくな」


    　今までまったく顧かえりみなかったことが申し訳なかった。


    　自分のことに精一杯で、何もかもをおざなりにして。


    　それでもこうして、家族として寄り添ってくれる。


    　これ以上ないほど、妹が愛いとおしくなった。


    　その無む垢くな笑顔を、忘れることのないように記憶に刻みつける。


    　もう二度と会うことが叶かなわなくなっても、後悔がないように──。


    「お父さんとお母さんにも言った方がいいよ」


    「わかってる。ふたりが仕事から帰ってきたら言うよ」


    「えらい！　それでこそ、ハルちゃんだよ」


    　謎なぞの理論だったが、ともかく妹にとっては満足いく返答だったらしい。


    　シュークリームを食べ終わった陽はる翔とは、苦笑しながら立ち上がる。


    「さて。そろそろ風ふ呂ろ入るよ、俺は」


    「あ、じゃあ、あたしも一緒に入る！」


    「バカ。何言ってんだ」


    「えへへー。冗談に決まってるでしょ。本気にしないでよー」


    「あのな……」


    　言動が幼い妹だけに、本気で言っているのかと思ってしまった。


    「でも、ハルちゃんがどうしても入りたいって言うなら、一緒に入ってもいいよ？　背中流してあげてもいいけど？」


    「お断りだ」


    「えー。妹と入れるチャンスなんてもうないよ？」


    「そんなチャンスはいらん」


    「ちぇー。あ、シュークリーム、ありがとね！　また買ってきてよ！」


    「……ああ、そうだな」


    　小さく溜ため息いきを吐ついて、自分の部屋に戻る。


    「また、か。……ゴメンな」


    　想いを繋つなぐことができた相手を目の前で奪われた怒りは、陽翔の中で決して消えない。


    　せっかく取り戻しつつあったのに。


    　あの空虚だった六年間が、旭姫あさひがいただけで満たされていたのに。


    　奪われてしまった。大事なピースが欠けて、ぽっかりと心に大きな穴を開けている。


    「……久しぶりに会ったらビックリするかな」


    　旭姫は、きっと妹が可か愛わいくなったことを喜ぶだろう。昔と同じく着せ替え人形にしてしまうかもしれない。


    　旭姫たちを家に連れてきた時に、旭姫が率先して妹とじゃれていた光景を思い出して、温かい気持ちになる。


    「取り戻す……。絶対にセトを倒して……差し違えてでも」


    　全身が悲鳴をあげるほど、力が漲みなぎっていく。


    　その表情は普段の陽はる翔とが見せることがないような、悲愴感に満ちていた……。
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    　天気予報の通り、猛暑になりつつある昼頃。


    　昨日の今日で、早めの昼御飯を済ませた陽翔は、約束通り貴たか法のりの家へと向かう。


    　その途中で咲さ月つきと偶然出会い、合流した。


    「あいつの家に行くのって緊張するのよね」


    「同じく。六年ぶりってだけじゃなくて、やっぱ気後れするよな。俺らと違いすぎて」


    　ふたりで歩きながら、そんなことを言い合う。


    「それにしても咲月、荷物多くないか？　エンセファロンだけでいいんだろ？」


    「手て土産みやげよ、手土産。お世話になるんだから持っていかないとと思って」


    「すっかり忘れてた……」


    「あんたらしいわ。ま、別にそこまで気を遣わなくても大丈夫でしょ。あんたは貴法のお父さんには特に気に入られてたと思うし」


    「そうなのか？」


    　陽翔にはあまりその記憶がない。ずっとこちらを厳しく睨にらんでくる人という印象が強かった。


    　高級住宅街を道なりに歩いていると、その中でも一ひと際きわ大きな白い洋館が見えてくる。


    「相変わらず、ここから見ても大きいってわかるな」


    「私の家の何倍あるのかしら……」


    　咲月の家もそこそこいい一軒家だが、貴法の豪邸とは比較にならない。


    　資本の差を目にして、大きく溜ため息いきを吐つくふたり。


    　門の前で暑さにうだりながらインターホンを押すと、すぐに貴法が出た。


    『今、開ける』


    　素っ気ない返事と共に、電子ロックの外れる音が鳴り、門が勝手に開いていく。


    　門を通り大きな庭を石伝いに歩いて、玄関の前に着くと貴法が扉を開けて迎え入れた。


    「お邪魔します」


    「こっちだ。覚えてるかもしれないが、案内しよう」


    　陽翔と咲月は中へ入って、貴法についていく。


    　家の中を見回すと、優美な調度品が置かれており、これだけでいくらするのかわからない。


    　高そうな壺つぼや花か瓶びんを傷付けないように気をつけて、昔を思い出しながらふたりは進んだ。


    「あ、これ。お土産みやげ。口に合うかどうかわからないけど」


    「気を遣わなくてもいいのだが。ありがたくいただいておこう。……君、こちら、碓氷うすいさんからの頂き物だ。冷蔵庫に入れておいてくれ」


    　貴たか法のりはもらった土産を、擦すれ違った家政婦に手渡す。


    　ごく自然に家政婦を呼び止める仕草は、生きている世界が違うと思わされた。


    　陽はる翔とも咲さ月つきも、呆あきれたような感心したような、感嘆の溜ため息いきしか出ない。


    「戻った」


    　十畳ほどの広さのフローリングの部屋だ。あまり無駄なものを置いておらず、観葉植物などもないが、机や本棚、ベッドなど必要なものは綺き麗れいに整えられている。


    「お帰りなさい。あ、陽翔くん、咲月ちゃん、おはよう」


    　ベッドのすぐ傍そばで、希のぞみが座ざ布ぶ団とんに正座しながら待っていた。


    「おはよう、希。早かったわね」


    「ちょっとやらなきゃいけないこともあったから」


    　そんなやり取りのあと、貴法はふたりに座布団を配る。


    　それぞれが座り向かい合うと、貴法は面々を見渡した。


    「さて。さっそくだが、ログインをしよう。最後に問うが、覚悟はいいな？」


    「言われるまでもないな」


    　陽翔に続いて、全員が頷うなずく。


    　ここに来て気後れしている者は誰もいない。


    「必ず、旭姫あさひを助け出すぞ」


    　陽翔がそう言って、エンセファロンを装着する。


    「アクセス」


    　音声認識により、起動。ぶぅんと低音が響き、ハードのメーカーロゴが投射された。


    　機材のＣＣＦＬ冷陰極管インジケーターランプが、インターネットへのアクセスを示す青光の明滅を忙せわしなく繰り返す。


    「ログイン」


    　インジケーターの光が強くなり、明滅が強くなった。


    　無機質なログイン画面が、次の瞬間にはアジトの中へと変わる。


    　ほぼ同時に、貴法、咲月、希とログインしてきた。その身体からだが転送されてきたように映し出される。


    「オーケー。時間通りだね」


    　クライヴはいつもの場所に座って待っていた。


    　エリシアも昨日と同じく、旭姫の席の後ろに立っている。


    　そして、他に違うところとして、希の服装が変わっていた。


    「ああ、着替えたのか」


    「そりゃね……。あんな裸みたいな格好してたなんて、自分でも信じられない」


    　希のぞみは昨日のような身体からだのラインがほとんど出ている格好ではない。六年前と同じくぶかぶかのローブを羽織っていた。手に持っている杖つえも昔と似たようなものになっている。


    「だから皆みんなよりも先に入って装備を整えてきたんだよ。貴たか法のりくんに付き合ってもらって」


    　先に貴法の部屋にいたのもそういうことらしい。


    「あんた、スタイルいいんだし、あのままなら素でチャームが使えてたんじゃない？」


    「じょ、冗談やめてよ、咲さ月つきちゃん……」


    　女子ふたりがじゃれ合っている中、エリシアがゴホンと咳せき払ばらいをする。


    「さて。皆揃そろったところで、話しておきたいことがある」


    　エリシアの目が真剣なものになると、皆も表情を引き締めた。


    　ここから先は一方通行。


    　もはや後戻りのできない道だ。


    　全員が聞く姿勢になったのを見て、エリシアが口を開く。


    「旭姫あさひがすでに〈未来視プロフエアータ〉を使えるようになっているのは言った通りだ。だが、まだ本当の〈未来視〉にはピースがひとつ足りていない」


    　貴法が訝いぶかしげに目を細める。


    「それは、本当か？」


    　さらに咲月の不安そうな瞳ひとみがエリシアに向いた。


    「そのピースって……何？」


    「封印石──あの赤い石だ。あれには旭姫のセンスと共に記憶領域を封じ込めたと言ったことは覚えているな。あれは七つに分かれたんだ。そのうち、三つは君たちが回収した。他の三つを〝グノーシス〟が持っている」


    「ってことは……」


    「ああ。まだ一つ残っている」


    　エリシアが頷うなずいて咲月の言葉の先を補足する。


    「すでに旭姫は充分に〈未来視〉を扱える状況にある。だが、自由自在に未来改変が可能になっているかというとそうではない。〝グノーシス〟が求める段階には達していないはずだ」


    　すると、貴法が突き刺すような視線で問う。


    「では、それを取ってきてあるのか？」


    「すまないが、そんな時間はなかった。取りに行っていたんだが、その前に君たちの戦いが始まってしまったからね。途中で引き返さざるを得なかった」


    　もう少し〝グノーシス〟との戦いが始まるのが遅ければ、違う展開もあったかもしれないが、それを言っても仕方がない。


    　あの時、エリシアが来なければ、その前にクライヴが死んでいたかもしれないのだ。


    「なら、今から取りに行けばいいってことね」


    「その通りだ、咲さ月つき。これは〝グノーシス〟に対して有利となるカードだ。最後の封印石がなければ、旭姫あさひの選び取れる未来はまだ狭い。〝グノーシス〟はもっと広い範囲で、未来の改変を目もく論ろんでいるから、これを逃のがすはずはない」


    「なら今すぐにでも取りに行くべきだよ。〝グノーシス〟が入手しようとする可能性は高いと思うし」


    「そうね。連中はきっと旭姫の〈未来視プロフエアータ〉を完全なものにしたいはずよ。あのセトって顔からして神経質そうだったし、完かん璧ぺき主義ってイメージだったし」


    　希のぞみと咲月も同意した。


    　これで決まりだ。


    　陽はる翔とが立ち上がる。


    「じゃあ、善は急げだ。さっそく行こう。封印石を取りに」


    　貴たか法のりと希も頷うなずき、咲月も準備を整え始めた。


    　皆が慌あわただしく動き、エリシアが見守る中──クライヴだけが動かない。


    　よくよく思うと先ほどから会話にも参加していなかった。


    　陽翔が不思議に思い、視線を向けるとクライヴは小さく肩を竦すくめた。


    



    「皆みんな、悪いな。オレは一緒に行けない」


    



    　その言葉に、皆が信じられないような視線をクライヴに向ける。


    「どういうことだ、クライヴ」


    　陽翔が真正面からクライヴを見据えると、クライヴはほんの少しだけ笑った。申し訳なさを押し隠すように……。


    「わかってるだろ？　このままオレが行ったところで足あし手で纏まといになるだけだ。皆はそれぞれ覚かく醒せいしてるけど、オレだけはまだ殻からを破っていない」


    　肩を竦めて、いつものような軽い口調だったが、どこか悲しさや寂さびしさのような色が微かすかに滲にじみ出ているように陽翔は感じた。


    　陽翔たちだからこそ気付ける些さ細さいな違和感。


    　普段のように冗談で言っているわけではない。


    「本気か？」


    　陽翔の言葉に、クライヴは力強く頷いた。


    　意志の堅さが、瞳ひとみにも現れている。


    　それで陽翔たちはすぐに察した。


    　止めるのは無理だ、と。


    「皆みんながピンチの時──最後の戦いまでには戻ってくるからさ。待っててくれよ」


    　そんなクライヴの言葉に、咲さ月つきと希のぞみは少し不安げだったが、


    「わかった。好きにしたまえ」


    「ちゃんと戻ってこいよな。お前の出番、なくなる前にさ」


    　貴たか法のりと陽はる翔とは揃そろって送り出す。


    　そして、陽翔の差し出した拳こぶしに、クライヴが拳を合わせた。


    「ああ、約束だ」


    　貴法とも拳を合わせ、目ですべてが通じ合ったように頷うなずく。


    「ま、オレが覚かく醒せいしたら、陽翔と貴法が束になっても勝てなくなるからさ」


    「何言ってんだ。闘気でぶち抜くだけだぜ」


    「そう言えばお前とはまともに戦ったことがなかったな。ここで決着をつけてもいいんだぞ」


    　笑みを浮かべて睨にらみ合いながら、最後には三人で笑い合った。


    「まったく、相談もなしに簡単に決めちゃって。男どもは勝手ね」


    「あはは……。でも、その方が皆らしいよ」


    　咲月と希が呆あきれたように笑みを浮かべる。


    　すると、そんなふたりにクライヴが近づいた。


    「咲月。オレがいなくても寂さびしがらないでくれよ」


    「せいせいするわ」


    「希も。オレの代わりにサポート役、頼んだぜ」


    「うん、頑張るね」


    　そして、クライヴは一歩踏み込み、彼女たちの耳に口を寄せる。


    「……陽翔には注意しててくれよ」


    　と、真ま面じ目めな口調で呟つぶやいた。


    　一瞬、何のことかわからず、咲月と希は目を点にする。


    「勘でしかないけど……危うい感じがする。暴走しないように、見張っててくれ」


    「それって……」


    　しかし、真意を聞く前にクライヴはふたりから離れてしまった。


    「エリシア、〝スバル〟を守ってくれよな」


    「問題ない」


    　通り過ぎるクライヴにエリシアが尋ねる。


    「ちなみに何かアテはあるのかい？」


    「一応、行くところは決めてる。もしかしたら君が知ってる人たちかもね」


    　クライヴは、一度だけ振り向いて楽しそうにウインクをした。


    「それじゃ、また今度な」


    　そして、彼はアジトから出ていき、メンバーから外れた。


    



    　　　　　▽　　　　　▽　　　　　▽


    



    　頭が重く、思考がぼんやりとしている。


    　少しずつ自我が薄くなっていく感覚。


    　不意に自分の名前すら忘れてしまいそうだった。


    　──空く閑が、旭姫あさひ。空閑旭姫……。


    　自身の名前を脳内で何度も何度も繰り返す。


    　親からもらった大切な名前を……。


    　眠りそうになるのに、意識は決して途切れない。


    　目が覚めそうになるのに、決して頭はすっきりしない。


    　中途半端なところに、ずっと留とどめられているようだった。


    　奇妙な粘液の中にいるようで、視界ははっきりしない。呼吸をしているかどうかも定かではない。


    　目だけ動かして周囲を見渡すと、自分が円柱のガラスケースの中に入れられているのがわかる。そのケースから何本もの管が通り、モニターや機材に繋つながっていた。


    　──この確認、何回目だっけ？


    　金属だけで構成されているのであろう室内は、蛍光灯に照らされてもなお薄暗い。


    　ピッピッピッと不安な心ここ地ちになる電子音が、定期的に響いているのが耳に入ってきた。


    「セト様」


    「なんだ」


    　ガラスの向こう側に、あのセトとナハシュと名乗った者の姿がぼんやりと見える。


    　どちらも科学者のような白衣を着ていた。


    「想定よりも数値が低いです」


    「……原因は完全にセンスが戻っていないことか」


    「わかっておられましたか。その通りです。覚かく醒せいはしたものの、それを万全に生かすために必要なセンスの記憶領域が足りません。可能性の振れ幅が理論値に比べて僅わずかに小さいです」


    「【失刻の魔女アルターピリオド】の封印が、まだ解けきってはいなかったということだな」


    「おそらく。もちろんこのままでも、運用には差し支えないかと思います」


    　旭姫も少しずつ思い出してくる。


    　六年前に囚とらわれていた時に、うっすらと耳に入った彼らの話を。


    　自身のセンスがエリシアに一部封印された時、それらはサーバー上に散ったという。


    　それがどこに消えたのかはまったくわからなかったようだ。彼らはどうにか捜そうとしていたが、《ユニオン》を終了させる必要が出て一時的に断念していた。


    　それから《リユニオン》として再開した後も成果は芳かんばしくなかったらしい。


    　サーバー上において、あの封印石のデータは高度なセキュリティを有していたようで、肉眼で捜す必要があり、それらをひとつひとつ見つけるには時間がかかりすぎたのだ。


    　しかし、〝グノーシス〟は超位ギルドであり、その規模も大きい。困難なことではあったが、人海戦術に任せて、どうにか三つは探し当てていた。


    　そして、その三つが旭姫あさひにとって思い出深い場所であったことを〝グノーシス〟が看破し、そこから計画が始まったのだ。


    《リユニオン》のゲーム内に旭姫を戻すという計画が──。


    　残りの封印石を〝スバル〟に回収させながら、仲間たちを危機に追いやり、旭姫の精神を追い込んで、さらなる覚かく醒せいを促うながす。


    　彼らにとっては、最も効率的な計画だったのだろう。


    　事実、すべて彼らの思うままに、推移している。


    　しかし、ここにきてまだ残りの封印石があるというのは、エリシアに出し抜かれてしまったということだ。


    「それはどこにあるか、すでに判明しているのか？」


    「……回収するのですか？」


    「今の旭姫の〈未来視プロフエアータ〉で私の望む未来が作れるとでも言うのか？　我々は完かん璧ぺきなる未来を求める。人類の革新へ至る理想の未来へと。僅わずかでも綻ほころびがあってはならない」


    「はっ。申し訳ありません！」


    　ナハシュは弁解するように、セトに向かって説明を始める。


    「すでに幾つかに絞ってはありますが、ひとつに絞れるほどの確信はありません。もう少々時間をいただければ、判明すると思われます」


    　セトはしばし顎あごに手を当て、思索するように目を瞑つむった。


    「……いや、そんな無益なことを行う必要はもうない」


    「と言いますと？」


    　ナハシュが真意を掴つかみかねていると、セトは目を開けて視線を横にやる。


    　そこには第三者カインが静かに佇たたずんでいた。


    「カイン。〝スバル〟を追え。彼らはそれを取りに行くはずだ」


    「承知した」


    　静かな声で、何の感慨もない表情で首しゆ肯こうする。


    「ただし、〝スバル〟のメンバーを殺すことは禁ずる。そして、できれば捕らえてくることだ」


    　その言葉にも、カインは躊ちゆう躇ちよなく頷うなずいた。


    　逆にナハシュが慌あわてたように目を見開いている。


    「なぜですか、セト様？　連中の役目はもう終わったのです。そもそも、もう強制的にでもアカウントを消去するべきでしょう。捕らえるなど意味のある行為とは……」


    　カインの代わりというわけではないだろうが、ナハシュが疑問を呈した。


    「強制的に彼らのアカウントを消すなどしたら、万が一にでも旭姫あさひが〈未来視プロフエアータ〉でそれを知った時に、よからぬ影響が出る可能性は否めない。生かしておいた方が都合がいいし、あるいは〈未来視〉にはさらなる深奥があるかもしれぬ」


    「……私が浅はかでした。セト様、お許しを」


    　セトはナハシュの言葉に興味もなさそうで、反応を返さない。


    　だが、ナハシュは負けじと続けた。


    「ですが、〝スバル〟を捕らえる必要こそ、無知な私にはわかりかねます……」


    　するとセトは小さく息を吐く。失望の溜ため息いきだった。


    　ナハシュが怯おびえたように身を引き締める。


    「彼らも可能性の固まりだ」


    「………」


    「〈未来視〉ほどではなくとも、そのセンスは研究に値する。いや、あるいは──」


    「で、ですが」


    「ナハシュやカイン、君らよりもだ」


    　ナハシュが悔しそうに唇くちびるを噛かむ。


    　あんな連中に負けはしないという感情を隠すことなく表に出していた。


    「では、カイン。行くがいい」


    　カインは無言で頷うなずき、そのまま部屋から消えていく。


    　その間、旭姫は強い不安を募らせていった。


    　皆が危ない。


    　だというのに、何もできない。


    　その上、自我を薄れさせていく何かが、思考力を奪っていく。


    　──気をつけて、陽はる翔と……。


    　祈ることしかできない。


    　やれることといったら、こんなちっぽけなことのみ。


    　神に届くことを信じて、ただただ心の中で強く強く願うだけだった。


    　皆の、〝スバル〟の無事を──。


    



    　　　　　▽　　　　　▽　　　　　▽


    



    　陽はる翔とたちと別れたクライヴは、ひとり、ノアキス大陸の誰もいない盆地にいた。


    　アクティブモンスターもいない、レアアイテムが転がっているわけでもない、ただただだだっ広いだけの平地。かつて大規模なイベントの行われた場所だが、使われなくなったあとは、静かで誰も来なくなる。


    　そこでクライヴは誰かを待っているかのように立っていた。


    　──陽翔や貴たか法のり、咲さ月つきもそうだが、覚かく醒せいに至る手順とは単純な話、自身を追い込むことだ。


    　死の間際にあって、初めてセンスは爆発する。


    　加えてあの三人の場合は、そこに仲間の危機があった。


    　しかし、クライヴはマルキオンとケリントスふたりを相手にした時ですら、覚醒していない。


    　陽翔も旭姫あさひも大ピンチだったというのに……。


    　──仲間意識が薄いとは思わない。


    　ただ、心のどこかでどうにかなるだろうと楽観視していた。


    　それが覚醒を阻はばんでいるのだと結論づけている。


    　故ゆえに、クライヴはひとりで自身を極限にまで追い詰める必要があった。


    　本当の危機と死が隣り合わせになるまで。


    　しかし。


    　──オレを倒せるプレイヤーなんて限られてる。


    〝グノーシス〟の幹部連中ですら、クライヴにそこまでの危機を認識させていないのだ。


    　セトと戦う前に、強くならなければならない。


    　役割はサポートではなく、単騎で陽翔たちに匹敵する火力を出せるほどの力。


    　そこまでしなければ、セトのセンスは破れないという確信があった。


    　──だが、アテはできた。


    　五つあった超位ギルドのうち、〝イルミナティ〟は貴法のギルドであり、これは論外。そもそも、このギルドは貴法のワンマンギルドであり、他に名の知られたプレイヤーは少ない。


    〝サザンクロス〟と〝ブリルソサエティ〟はすでに壊滅して、解散。


    〝グノーシス〟はそもそも敵だ。


    〝イルミナティ〟に押し出され、超位ギルドから落ちていた〝リエンド〟が最近、空いた隙すき間まに押し出されるように戻ったらしいが、こちらも大差はない。


    　故に、狙ねらうは残りのひとつ。


    〝ヒュアデス〟。


    　かつての《ユニオン》時代から、その名は広く知れ渡っていた。


    〝グノーシス〟に負けず劣らず謎なぞめいた連中だが、ゲーム内の噂うわさにおいては〝スバル〟に匹敵する……と言われていた少人数のギルドだ。彼らは七人であり、ちょうど〝スバル〟と似たような形で《ユニオン》を冒険していたという。


    　ギルド化する予定はなかったという話だったが、周囲の連中が勝手に担ぎ上げてギルドにしてしまったという。


    　お互いにやり合ったことはないし、そもそも〝スバル〟と〝ヒュアデス〟は出会ったことすらない。


    《ユニオン》時代には、どちらが強いのかという論争も巻き起こった。


    　結局のところ、甲乙つけがたしという結論に至っていたが……。


    　──未来から過去に遡さかのぼれるっていうなら、ひとつの仮説が浮上してくる。


    　それは、あまりにも荒こう唐とう無む稽けいな考え。


    　しかし、エリシアがいる以上、もはや可能性はゼロではない。


    　推察が正しければ、出会わなかったのも当然だった。


    　すべては、この時のための布石。


    　時が来たからこそ、クライヴはゲーム内すべてのプレイヤーが見えるように暗号付きでメッセージを送ったのだ。


    　暗号を解けば、『〝ヒュアデス〟。君たちの正体を知っている』……とわかるように。


    　読めば、確実に連中が来ると踏んでいる。


    　そして──。


    　クライヴの眼前に、淡い光が浮かび上がった。


    　それは、地上に描かれた見慣れた転送エフェクト。


    　一瞬で自身の仮説が正しかったと薄く笑う。


    　光が弱まると同時に、七つの人影が少しずつ姿を露あらわにした。


    　その七人はまるで──。


    「やっと会えたな。じゃあ、さっそく始めようぜ」


    　クライヴはナイフを構え、彼らに向けて敵意を迸ほとばしらせた。
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    ［間章　追憶～the side of 〝Unknown Recollection〟 act.2～］


    



    　ルシアが陽はる翔とたちの仲間になってから、一か月ほど。


    　彼らは変わることなく、冒険に明け暮れていた。


    「っ……！　悪い、ルシア！　そっち行った！」


    　森の中で人間の腰の高さほどもあるカメレオンの大群──その中の何匹かが保護色という武器を使い、陽翔の横をすり抜けて、後衛のメンバーを狙ねらう。


    　しかし、


    「問題ない」


    　ルシアが一斉に放った矢は木々を障害にすることなく、見えにくいはずのカメレオンの胴体を寸分違わず貫つらぬき、ついにモンスターは動かなくなる。


    「うわー。すっごい！　正確に当たってる！」


    　それを見た旭姫あさひが感心したように笑みを浮かべた。


    「……旭姫の狙そ撃げきもしっかりと急所を撃ち抜いてるじゃないか」


    「えへへー。負けられないもんね！」


    「何の勝負なんだか……」


    　何日か付き合ってみても、旭姫あさひの性格は掴つかめなかった。


    　旭姫に限らず、他のメンバーもわかりやすいわけではない。ただ、彼らはおしなべて負けず嫌いなことを最近になって知る。


    　正直なところ、彼らが自分を仲間として迎え入れたのは、この時代では類たぐい稀まれな力を目当てに……という予想をしていた。


    　ところが、彼らときたらボスと会うなり、


    「あいつは俺がやる！　全員、ひっこんでていいぞっ！」


    「おっと。抜け駆けはズルいぜ、陽はる翔と。オレの方が倒すのに向いてる」


    　クライヴだけではなく、全員がそんな調子だ。希のぞみですら譲ろうとしないときがある。


    　──わたしに頼ればもっと楽なはずなのに。


    　そう思わずにはいられない。


    　彼らがピンチに陥おちいるのは、こうした自分勝手さに起因しているようにも思う。


    　そのくせ、仲間のピンチになると、驚くほどのセンスと連係を見せるのだが……。


    「待ってくれ。君たちは──」


    「なんだよ、ルシア。言っておくけど、お前が強くても、譲ったりしねーぞ？」


    「ルシアも早くしないと何にもできないままボスが倒れちゃうよ！」


    　陽翔と旭姫は喋しやべりつつも止まらず、ボスを攻撃している。


    「そうではなく……。もっと楽に倒せばいいんじゃないのか？　まずは、わたしの封印で……」


    　カメレオンの保護色を封じれば……と続ける前に、


    「はぁ？」


    　陽翔と旭姫が何のことだと言いたげに、首を傾かしげて悩み出す。


    　ルシアの頭に戸惑いが生まれた。


    「そんなの面白くねーじゃん？」


    「お、面白さの問題か？」


    「そうだよ！　やっぱり自分が面白く遊ぶのが一番だよねー」


    　──な、ならばなぜわたしを仲間にした!?


    　クラクラしてきた。


    　自分は使命があって、彼らは遊び。


    　お互い見ているところが違う。


    　だが、意識の違いを察していないほど、陽翔たちも鈍くはないだろう。


    「ならば、別にわたしはいなくても……」


    「いやいやいや！　何言ってんだ。もう仲間にしちまったしー。逃がさねーぞ！」


    　……彼らの思考がわからない。


    　心奏で心を読んでもよかったのだが、無駄なような気がした。嘘うそなど何ひとつ吐ついていないのが、雰囲気でわかる。


    「二手に分かれて、それぞれ別の場所でボスを倒してもいいわけだし……」


    「うーん。勝負ってことなら、それも面白そう！　でも、同じモンスターを倒すんじゃないなら、公平じゃないから勝負がつけられないよね？」


    　話が通じていないように思う。そういう意味で言ってるのではない。


    　彼女たちにとって〝スバル〟は全員で行動を共にするのが当たり前のようだった。


    　ルシアは表情を引き締め、真ま面じ目めに問う。


    「これで、わたしが入った意味はあるのか？」


    　陽はる翔とは即答。


    「あるに決まってんじゃん。俺が楽しいし！」


    　旭姫あさひもうんうん頷うなずき、同意する。


    「あたしが嬉うれしい！」


    　その楽しい理由と嬉しい理由が何かを尋ねているのだが……。


    　だが、陽翔も旭姫も戦闘のために忙しそうに離れていく。


    　それをルシアは呆ぼう然ぜんと見送った。


    「ビックリしただろ？」


    　何もせずに眺めていると、クライヴが戦闘を一旦切り上げて傍そばに寄ってくる。


    「オレの時もあんなだったんだぜ。オレのセンスが面白そうで、勝負しようぜって」


    「理解できない」


    「ああ。オレも理解できないよ。でも、それが心ここ地ちいいんだ」


    　クライヴは面白そうに続ける。


    「陽翔も旭姫も前に言ってたからな。ルシアはすごそうだ、一緒にやってみたい、って。ま、そのあと、絶対にあいつ以上に強くなるって息巻いてたけど。オンリーワンな相手には、目がないんだよ、あのふたりは」


    　陽翔たちが、ルシアの強さに惹ひかれたのは確かだろう。


    　ただ、それで冒険が楽になるとか、もっと強い敵を倒せるようになるというのは二の次で。


    　本当に、自分たちが楽しくなるかどうかで、すべてを決めているのだ。


    「……バカ、なのか？」


    「ははは。ようやく気付いたかい？」


    　まさか、伝説の〝スバル〟のパーティが、こんな連中だったとは。


    　旭姫の〈未来視プロフエアータ〉を生み出した禁きん忌きの名が呆あきれてしまう。


    　でも、そんな彼らだからこそ。


    　その笑顔は尊いのかもしれない、と思う。


    　中でも旭姫の屈託のない笑みは衝撃を受けてしまうほどだった。


    　笑顔ひとつ取っても同じものはなく、それぞれに色がある。


    　未来では決して目にできない、宝石のように眩まぶしい笑顔。


    　これから、この笑顔が曇り、未来で神として崇あがめられるなど想像もつかない。


    　──それに、近づいたことでわかったこともある。


    　今の〈未来視プロフエアータ〉は文字通り未来を視みるセンスでしかなく、未来への強制力がない。〈未来視〉の構造メソツドを把握すれば、あるいはセトの支配を弱めることはできるかもしれないと思ったこともあったが、旭姫あさひ自身もセンスを把握しているわけではないため、すぐにその方向性は諦あきらめた。


    　──《歴史創造ノルンシステム》の基幹とは思えないな……。


    　未来の者たちの中には、旭姫のことを恨んでいる者も多かった。特にルシアたちのようなレジスタンスは半分以上がよく思っていない。


    　セトの思うがままに、未来は積み上がっていた。


    　選挙で、彼の息のかかった者たちが、すべて支持率百パーセントで当選。


    　彼の支配を怪しんだ者は、すべて事故死。対立候補も行方ゆくえ不明になること多数。


    　軍を掌握し、世界を支配するのに時間はかからなかったし、彼をよく思っていなかった研究者たちも気付けば力を貸していた。


    　最初はその程度だったが、センスの存在を公表してからは、さらに拍車がかかった。


    　自然も、世論も、物理現象も、幸福すらも。


    　それら脈絡のない事象は、すべてセトに味方した。


    　そして、自由なき、終わらぬ闘争に縛られた絶望の未来が作り上げられたのだ。


    　人が、停滞なき進化の道を歩めるように、と。


    　それを導いた彼女はセトの共犯者だ。旭姫こそが、この世界を作り出した諸悪の根源である。そう、かつてのルシアは信じて疑わなかった。


    　レジスタンスの大反攻作戦によって、《歴史創造ノルンシステム》に最も近づけた時、旭姫が意思を奪われたシステムでしかないことを知るまでは……。


    　そんなことを考えているうちに、旭姫の放った弾丸が、周囲のカメレオンよりも一回り大きいボスの眉み間けんを貫つらぬいたことで、断末魔と共に戦闘は終了する。


    「よーっし！　倒したのは、あたしだよ！」


    「あんたの銃に魔導込めてるのは私だってこと、忘れないでよね」


    「えへへー。わかってるってー。ありがと、咲さ月つき！」


    　そう言って元気よく旭姫が笑った。


    　そして、真っ先に倒したカメレオンの下に向かって、皮──ドロップ品を入手する。


    「カメレオンの皮、剥はぎ取ったよー！　何かこれ、透明？」


    　旭姫が自分を隠すほどの大きさの皮を両手に持って、しげしげと眺めていた。


    「いや、透明じゃないな。表も裏も保護色なだけだ。光の波長を変化させているんだろう」


    　貴たか法のりが眼鏡めがねを弄いじりながら、手で触れて説明する。


    　すると、旭姫あさひは面白いことを思いついたように、ニンマリと笑った。


    「よーし、いいこと思いついた！　これ使って、久しぶりに鬼ごっこしよ！　皆みんなが隠れて、これを被かぶった鬼が捜すの！　捕まったら、今度はその人が鬼ね！」


    「え？」


    　いきなりの提案に、ルシアはついていけない。


    　さっきまで必死に戦闘をしていたというのに。


    　なんだ、この切り替えの早さは。しかも、どこから鬼ごっこという発想が出てきたのかもわからない。


    　だが、他の皆は慣れっこなようで「またか」という表情を浮かべている。


    「それじゃ鬼決めるよ、最初はぐー！　じゃんけんぽん！　あいこでしょ！」


    　心を落ち着ける間もないまま、流れのままにジャンケンをやることになり、慌あわてて手を差し出したルシアは二回目で負けた。


    　──こ、心を読める心奏使いが、ジャンケンで敗北など恥以外の何物でもないぞ……！


    　呆ぼう然ぜんとしていると、保護色になっている皮を投げられ、ルシアは慌ててそれを取る。


    「それじゃ、始めーっ！」


    　各々が森の木々の中に散っていった。


    　陽はる翔とは闘気に任せて俊敏に、貴法は転送で、希のぞみは幾多もの使い魔を壁にして……。


    　センスを駆使して、全力で隠れてしまった。


    　まさか冒険だけではなく、戦闘だけでもなく、こんな遊びにセンスを使うなんて──。


    　突風のように絶え間なく全力でこの世界を楽しむ彼らのスタンスは、あまりにも目まぐるしくて、未いまだに思考が追いつかなかった。


    　カルチャーショックどころの話ではない。


    　自分の培つちかった未来での常識という常識が、簡単に壊されていく。


    　だが。


    　今の気分は悪いものではなかった。


    　むしろ興奮している。否いや応おうなしにやる気が湧わいてきてしまっていた。


    　驚かされっぱなしなのは癪しやくだ、と。


    「……わたしから隠れられると思ったら大間違いだ」


    　ルシアも本気でセンスを発揮する。心奏を使って、隠れている場所を絞った。漏もれてくる思考を追えば造作もない。


    　旭姫がいるであろう場所に真っ先に向かう。しかし、旭姫も上う手まく隠れ場所を偽装し、捕まらないように粘ったりして……。


    「ま、待て！」


    「待てと言われて待つ人はいないもーん！」


    　気がつけばすっかり、年相応の子供のようにはしゃいでしまった。


    　これまでずっと訓練や任務に明け暮れてきたルシアにとって、それは初めての、友だちとの遊びだった。


    



    　それから、また時が経たち──。


    「ルシア。そろそろ今日のクエスト行こうぜ」


    「ああ、もうこんな時間か。今日はどこに行くんだ？」


    　昔なら「わかった」で済ませていたが、最近になって目的や場所を聞くようになった。


    　そこで何をするのか、想像をするのが、とても楽しい。


    　ずっと淡白だったのに、少しずつ感情が豊かになっていくのを改めて自覚した。


    「今日は西の洞どう窟くつ──リードブルードー洞窟を攻略する予定だ」


    　横から貴たか法のりが注意するように口を開く。


    「素早い獣けものと蝙蝠こうもり型のモンスターによる下と上からの攻撃があって油断できない。心してくれ」


    　それを聞いて、ルシアは僅わずかに微笑ほほえんだ。


    　──下と上を旭姫あさひとわたしで、討伐競争になれば楽しそうだ。


    　そんなことを考えながら皆と一緒にアジトから出ると、貴法が一本の剣を取り出した。


    「陽はる翔と。これが新しい剣だ」


    「おう。例のめっちゃ硬い金属で作られたっていう剣か」


    「鍛か冶じ屋に頼んだら合わせて百万ユロも取られたんだぞ。くれぐれも丁てい寧ねいに扱ってくれ」


    　咲さ月つきと希のぞみが、強く頷うなずいている。かなりの高額で、各自、手持ちのアイテムも売ってその資金にしている。ルシアの加入前から依頼していたようで、皆、思うところはあるのだろう。ルシア自身はこの世界の金を殊こと更さら貯めているわけではないので、力にはなれなかっただろうが。


    「わかってるって。へっへー、楽しみだな。新しい剣を使う時って、いつも興奮するんだよな」


    　陽翔は新しい剣を掲げて、満足そうに見上げていた。


    「じゃ、空飛んで行きますか」


    　咲月が魔導を使用し、クライヴと貴法がそれを補佐する。


    　皆で羽を生はやして、アジトから飛び立し、西へ向かった。


    「……次のダンジョンは、前のよりは難易度が下がるんだよね？　またピンチになるのは、わたし、怖いよ……」


    　希が自信なさげに呟つぶやく。


    「希。すでに攻略者も出ているダンジョンだから、怖がらなくても大丈夫だ。出ている情報も多い。冷静に対処すれば、大きな危険はないだろう」


    「ル、ルシアちゃんがそう言うなら安心だね」


    　ルシアは少しだけ心が沸き立つ。


    　彼らと一緒にフォローしあいながら、冒険に出るのが楽しかった。


    　こんな気持ちは初めてで、感情を持てあましてしまう。


    　──浮ついているな。


    　決して本来の任務を忘れたわけではない。レジスタンスによる過去への人格データ転送は、ひとり分の容量しかなく、しかもデータ量の小さい子供に限られた。


    　皆の代表としてここにいる以上、失敗は許されない。


    　彼らと行動することで、少しずつ向上しているセンスを、さらなる高みに押し上げなければならなかった。


    　だけど、ふと思う。


    　──彼らと何の気兼ねもなく冒険をし続けていられたら、どれだけ満たされるのだろう。


    　と……。


    



    　リードブルードー洞どう窟くつに潜もぐり、モンスターを蹴け散ちらしながら七人は最深部へと辿り着く。


    「今回は分断されなかったな」


    「毎回されても困るわよ」


    　陽はる翔との言葉に、咲さ月つきが溜ため息いき混じりで返す。


    　ガードアリゲーターの時は城の中で突然、ルシアが陽翔たちと分断され、結局合流までに二時間以上かかったのだ。


    「しかし、あれも不可解だったな」


    　貴たか法のりが納得いかないように呟つぶやく。それはルシアも引っかかっていたことだ。


    　城の壁が崩壊し、分断されるというのは、《ユニオン》ではよくある話でしかない。そのようなギミックは、そこら中に存在している。


    　だが本来、それを回避するために何かしらの物理的兆候はあるものだ。脈絡もなくそんなことが起こるのは理不尽でしかなく、ゲームとしては面白くなるはずもない。場合によっては、崩ほう落らくに巻き込まれてゲームオーバーだってある。そんなやるせない終わり方でこの世界に入ることができなくなるのは、納得できないだろう。


    「そうだね……」


    　壁の崩落に巻き込まれるほどルシアは鈍くない。


    　──皆には言わなかったが、作為を感じる。


    　レベルデザインのような、開発者の作為ではなかった。


    　こちらに敵意……とは言わないまでも、どこか探るような意図。


    　だが、考えに浸ひたっていられるのもそこまでだった。


    「さて。お喋しやべりはここまでだね。来るよ」


    　クライヴが皆に警告して、ナイフを構える。


    　最深部の池の傍そばでゆっくりと、この洞どう窟くつのボスが振り向いた。


    　ここの主あるじのような大きな亀かめ。


    　甲羅が鏡のようで、洞窟内の淡い光や池の反射光を集めているかのように瞬またたいている。


    「ミ、ミラータートルだったよね……。情報だと確か……」


    「魔導が効かないって話だったけど、私がそんなの覆くつがえしてやるわ！」


    　希のぞみの心配そうな瞳ひとみなど目に入らないように、咲さ月つきは意気揚々と鞭むちを構えて精霊を出現させた。


    　陽はる翔とや貴たか法のりたちも戦闘態勢を整える。旭姫あさひも銃を手に取った。


    「まずは小手調べよっ！」


    　咲月の放った炎と氷、風がミラータートルの頭に向かう。


    　ミラータートルが甲羅の中に頭を引っ込めると、魔導はすべて甲羅に命中した。


    　しかし──。


    　光が反射したかのように、魔導がすべて咲月に返ってくる。


    「くっ、貴法！　解析と破壊お願い！」


    「やっているが、まだ解析できない！　それに反射を解くのは不可能だ！　これは破壊できる特性じゃない！」


    　ならば、と陽翔が高く飛び上がった。


    「俺の新しい剣ならッ！」


    　勢いのままに刀身を甲羅に叩たたきつける。しかし、甲羅には傷ひとつつかなかった。


    「こんにゃろっ！」


    　さらに何回も角度を変えて斬きりつけるが効果なし。


    「せやっ！　……って、おい!?」


    　そして、丁ちよう度ど十回目。剣は綺き麗れいに折れた。


    　百万ユロがガラクタになった瞬間を見て、色々な意味で絶望的な面おも持もちになる貴法。咲月と希も、呆然となってしまう。


    「あははははははは！　マジかよ！」


    　そして、珍しくクライヴが腹を抱えて大爆笑をしていた。


    　ピンチだが、それでも余裕のある立ち回り。


    　勝つのはもちろん容易ではないが、それでも彼らならば何かを思いついて勝利に至るだろう。


    　皆がルシアに視線を向けていた。反射の封印を期待されているのがわかる。


    　しかし──。


    　ルシアは動けない。


    　貴法の拳こぶしやクライヴのナイフ、希の使い魔や旭姫の放つ弾丸等、様々な攻撃に晒さらされているというのに、ミラータートルの視線はずっとルシアに向いていた。


    　観察とも取れる不気味な黒い瞳ひとみ。


    　背筋に汗が流れ、嫌いやな予感を覚える。


    　封印の矢を放とうと弓を構えていたが、一旦、それを中断した。


    　──なんだ、こいつは。


    　天理の解析よりもおぞましい、行動をすればすべてが丸裸にされるような謀はかりごとを感じたルシアは、この戦いでミラータートルの攻撃を引き寄せることしかできなかった。


    　撃てば、すべてが白日の下にさらされ、情報は連中のところに上がる。


    　それは、未来から来たというアドバンテージをなくすことに等しかった。


    　一方、ルシアの封印を使うことができない陽はる翔とたちにとって、ミラータートルに致命傷を与えるには攻撃力が足りない。


    　咲さ月つきの魔導が跳ね返って皆を危機に陥おちいらせ、さらに陽翔の剣も折れたことで三時間もの戦いを強しいられたが、それでもどうにかこうにかクライヴの機転で勝利した。


    　戦いを終え、皆が一息ついていると、勝利の立役者であるクライヴがルシアに近づく。


    「珍しいな。ルシアが何もできないなんて」


    「……すまない」


    　それを陽翔がフォローするように庇かばった。


    「いいんだって。これまでむしろ、最後の最後でお前に頼りすぎてたってことがわかったんだから」


    　ルシアが足を引っ張っても、文句ひとつ言わない。


    「だが、咲月が……」


    　咲月は魔導の反射で皆を傷付けてしまったことを悔いて気落ちしている。それを旭姫あさひと希のぞみがずっと慰めていた。


    　ルシアも沸き立つ動揺を抑えながら、悲しそうな咲月に歩み寄る。


    「咲月。君のいいところは物もの怖おじしないところだ。これまで君の勇気のおかげで、皆みんなは助かったんだ。一度ぐらいの失敗、悔いても仕方ないだろう？」


    「でも……」


    「聡明な君なら、きっと同じ轍てつは踏まない。違うかい？」


    「も、もちろん！　絶対にまた皆を傷付けたりしない！　次があれば、絶対にぶっ飛ばしてやるんだから！」


    「その意気だ」


    　大声を出して気が紛れたのか、咲月がいつもの調子を取り戻す。


    　ルシアは人知れず、ホッと溜ため息いきを吐ついた。


    「さっすが、ルシア。いいこと言う！」


    「えへへ。お姉さんみたいです」


    　旭姫あさひと希のぞみにそれぞれ見られ、ルシアは照れくさそうに顔を逸そらした。


    　最近はこういうことも増えた気がする。


    「それにしても……少し妙だったよな。何がとはオレも明言できないんだけど」


    　クライヴがぼそりと言う。


    　彼は実に勘がいい。そう思いつつ、ルシアの心には微かすかな暗雲が立ち籠こめていた。


    　──ガードアリゲーターの時も感じてはいたが……。


    　今のミラータートルで味わったおぞましいほどの作為。


    　この感覚は、未来で散々味わっている。


    〝グノーシス〟の監視だ。


    　──迂う闊かつだった。


    　この時代において、ルシアのセンスは完成されすぎている。


    　とてつもなく洗練されているからこそ、それは目立つのだ。異物に等しい。


    〝グノーシス〟も怪け訝げんに思い、監視を始めたのだろう。


    「ま、どうにかこうにか倒せたんだし、一旦帰ろうぜ」


    　陽はる翔とを先頭に出口へ向かう彼らの背中を、ルシアは寂さびしそうに眺めていた。


    



    　存在がバレた以上、〝グノーシス〟がセンスある者を放っておくはずがない。万が一にも自分の素性がばれ、捕まってしまえば、もう未来を救うことができなくなる。


    　その上、未来人である自分がここにいるのは〝スバル〟にとっても非常に危険だ。


    　そんな事態は絶対に避けなければならない。


    　──だけど。


    　心の中がざわめいている。


    　──離れたくない。


    　この温かい気持ちを自分から手放すのは……とても辛つらかった。


    　たった三か月程度でしかないのに、彼らとの冒険はあまりにも魅力的で、これまでの人生に匹敵するほどだった。


    　赤ん坊が母の温ぬくもりを離したくないと思う気持ちに似ているのではないだろうか。


    　できてしまった大事な仲間と、何よりも重要な使命との狭はざ間まで揺れてしまっていた。


    　使命を果たすべきなのに……。


    　──分かっている、これはわたしの我わが儘ままだ。


    　決してこのままでいいはずがない。


    「なあ、ルシア」


    「……どうかしたか？」


    　戻ってきたアジトの中で、陽翔が困ったようにルシアに問い掛ける。


    「剣がパキパキ折れるんだけど、どうにかならないか？」


    　どうやらガードアリゲーター戦やミラータートル戦で簡単に折れたことで、武器をどうしようか悩んでいるらしい。特にミラータートル戦の剣は満を持して投入された一品だった。


    　離脱に傾いていた気持ちが微かすかに揺れる。


    　──いや、迷うな。


    　ルシアは悩む素そ振ぶりを見せてから説明を始めた。


    「折れない剣を作ればいい」


    「だからー。そんなのどうやって作ればいいんだよ」


    「ひとつは、夢境だな」


    　視線を向けられた希のぞみは首を傾かしげる。


    「夢境は発想次第で未知の素材をいくらでも喚よび出せるからな。それで剣を喚べばいい」


    「なるほどな！　よし、希。やってみてくれ！　お前が頼りだ！」


    「い、いきなり言われてもできないよぅ……」


    　すぐにはできないだろう。


    　だが、彼女なら近い将来、必ずできるはずだ。それほどまでに類たぐい稀まれなセンスを持っているのだから。


    「ルシア。君はひとつは、と言ったな？　では、まだあるのか」


    　貴たか法のりの言葉にルシアが頷うなずいた。


    「ああ。もうひとつは特殊な金属に各々のセンスを込めることだ」


    　咲さ月つきが心当たりがあるのか、身を乗り出す。


    「噂うわさで聞いたことあるわ。ふたつのセンスを混ぜ合わせた物体は、とんでもない力を秘めることがあるって。もし、それが七つになったら……」


    「めちゃくちゃすごそう！」


    　旭姫あさひもまた納得したようだった。


    「それに成功すれば、君の闘気にも耐えられる剣ができあがるだろう。皆みんなのセンスは剣に途と轍てつもない力を与えるはずだ。君が闘気を込めれば込めるほど応えてくれるような、理想の剣ができると思う」


    　皆が色めきたった。


    　未知のものに対する好奇心に煽あおられたようだった。


    　この純粋な気持ちもまた〝スバル〟のいいところなのだろう。


    　──別れは必然。だけど……。


    　ルシアは相談し合う皆を見て、少し寂さびしげな笑みを湛たたえる。


    　──置き土産みやげぐらいはいいだろう？


    　誰かに許しを請こうみたいに、自分に言い聞かせて。


    「この世界での楽しさを覚えている限り、剣は君に応えてくれるはずさ」


    　自身では決して叶かなわぬ想いを胸に抱きながら、ルシアは呟つぶやいた。

  


  
    ［第三章　尽きる輝き］


    



    　アジトを出た陽はる翔とたちは、咲さ月つきに掴つかまって魔導によって大空を飛んでいた。すでに大陸を一望できるほどの高度を突き進んでいる。


    　咲月を先頭に陽翔、貴たか法のりがそれぞれ咲月の肩に触れ、希のぞみが貴法と、エリシアが陽翔と手を繋つないでいる体勢となっていた。


    　すでに《リユニオン》内の時刻は夕方になっており、ノアキス大陸は地平線に太陽が沈もうとしている。じきに街の街灯や発光するモンスター以外見えなくなるだろう。


    「クライヴがいないと、ちょっと調子狂うわね。〈天翼グラウンドリジエクシヨン〉も使えないし」


    「それを言ったら旭姫あさひがいないことだっておかしいだろ」


    　咲月が少し気落ちしたように言うと、陽翔が素っ気なく返した。


    「……珍しい。あんたが飛行中に話しかけてくるなんて」


    「別に」


    「ま、昔は飛行中の方がうるさかったけど」


    　気まずさを覚えたのか、陽翔は顔を逸そらす。


    「だが、今は希がいる。心強い味方がいることには変わりないだろう」


    「うん。頑張るよ。クライヴくんはすぐに戻ってくるだろうし、その間はわたしがサポートするから。それにエリシアさんもいるし」


    　希のぞみが空いた手で拳こぶしを握って力強く頷うなずく。


    　敵として戦っていた時ではあったが、陽はる翔とも実力を目まの当たりにして頼もしさを実感していた。


    　夢境による使い魔の召喚はもちろんのこと、新たな力──使い魔となるモンスターたちの部位を宿すセンスは、並のパーティであれば前衛としても申し分ないだろう。


    　そして、陽翔にとっては、かつての力を取り戻すために必要な人材でもあった。


    「それでどこまで飛んで行けばいいの？」


    　咲さ月つきが口を固く引き結んでいるエリシアに尋ねると、彼女は眼下を見渡す。


    「もうすぐだよ。ひとまず大陸の東南端まで行ってくれればいい。そこからは飛んでも意味がないからね」


    「あの周辺にはダンジョンなど、何ひとつなかったはずだが。アクティブなフィールドモンスターが徘はい徊かいしている程度だぞ」


    　エリシアの説明に、貴たか法のりが問う。表情からして疑わしそうだ。貴法のギルド〝イルミナティ〟の情報網は大陸全土に及ぶ。自身のギルドがもたらす情報に絶対の自信を持っているようだった。


    「目的地はその下にある」


    「下？」


    「そこまで行けばわかるさ」


    　必要以上のことを喋しやべらないエリシアに、少し眉まゆを顰ひそめながら溜ため息いきを吐つく貴法。


    　言いたいことはあるようだが、貴法も今のところ彼女にケチをつける気にはならないようだった。


    　しばらく風を切って大空を飛ひ翔しようしていると、大陸の端に着く。


    　眼下には大海原が広がっていた。打ち寄せている波も非常に高い。


    　この日は上空の風が強いせいで肌寒さを感じるほどだったが、それが如実に反映されている。


    　遠目には港町が見えたが、この時間になれば航海から戻ってくる船でごった返すはずの港は、驚くほど静かで人の気配も少ない。今日は船が出ていないのか、あるいは早々と切り上げてきたのだろう。


    　切り立った海辺の崖がけの上に降りると、貴法が下を覗のぞき込む。


    　崖は海へと突き出した形になっており、その下は半円状に抉えぐられていた。


    　真下では高い波が崖にぶつかり、巨大な水しぶきを上げている。高さは約六十メートルといったところか。


    「それで、ここからどうするのだ」


    「勢いよく飛び込む」


    「え……」


    　戸惑う貴たか法のりたちをよそに、エリシアは何の躊躇ためらいもなく、身を投げ出した。


    　真まっ直すぐな姿勢で、海へとダイブする。遠目にも水しぶきがほとんど上がっていないのがわかった。


    「……飛び込みの選手か何かか」


    「冗談言ってる場合か、陽はる翔と。とにかく追いかけるしかない」


    　貴法が追いかけようとするものの、咲さ月つきは眉まゆをひくつかせていた。


    「飛び込まなきゃいけないの？　魔導で入ればいい気もするんだけど」


    　飛び込んでも岩と接触はしないだろう。


    　だが、少しでも方向を誤れば、落ちた先で激突ということもあり得る。そうなれば落下ダメージは避けられない。


    「では、行くぞ。僕は時間を無駄にするつもりはない」


    　貴法が躊ちゆう躇ちよせずにエリシアを追い、崖がけからその身を投げ出した。


    　真っ逆さまに落ちていく。悲鳴ひとつあげずに着水したが、大きな水しぶきが上がった。体勢がよろしくなかったのだろう。現実だったらと考えると、胆きもが冷える。


    「……魔導で行きましょうよ」


    　咲月が仕方なさそうにそう漏もらして、希のぞみに向き直ると──。


    　希の周囲にはマスコットのような可か愛わいらしい使い魔たちが数匹、現れていた。


    「時間は有限だよ、咲月ちゃん」


    「な、何する気。希。嘘うそよね……？」


    　何となく察しつつも、尋ねずにはいられなかったらしい。


    「行こう！」


    「やっ、やめっ──！」


    　咲月はマスコットたちにあっという間に担ぎ上げられ、その悲鳴は声にならない。


    　マスコットたちは彼女を抱えたまま身を投げる。


    　希も恐れることなく、それを追いかけた。


    　次々と盛大な水しぶきが上がる。


    「俺も行くか」


    　すでに誰もいなくなり、ひとり陽翔は呟つぶやいた。


    　何の感慨もないように真下を見据え、静かに、何の躊躇もなく、陽翔は海に向かって飛び込む。いつものような高所に恐怖する雰囲気など微み塵じんも感じさせない。


    　青い海がどんどんと近づいて、四秒も経たたないうちに着水。


    　ダメージも特になく落下の勢いに任せて、水の中を沈下していった。


    　速度が落ち、浮力が上回ったところで、周囲を見渡すと──少し先にエリシアの姿を捉とらえた。貴たか法のりや希のぞみ、咲さ月つきの姿も見える。


    　エリシアは陽はる翔とたちが全員いることを確かめると、指でついてこいとジェスチャーした。


    　陽翔たちがエリシアの向かう先を見やる。そこは先ほど飛び降りた崖がけから地続きなのであろう岩壁だった。


    　どこにいくつもりだと陽翔も眉まゆを顰ひそめていたが、近づいていくと、穴のような窪くぼみがあることに気付く。


    　丁ちよう度ど、人ひとりが中腰で入れるほどで、とても小さい。


    　エリシアがそこに入ると、そのまま上へ引き上げられたかのように消えた。


    　いまいち意図がわからない面々だったが、真っ先に陽翔が続く。


    　窪みに入って見上げると円柱状の穴が真上にあった。直径二メートルほどで、先は真っ暗でほとんど見えない。


    　ひとまず浮力に任せて、上へと昇った。


    　そろそろ水の中によるペナルティであるスリップダメージを考える必要がある……と思ったところで陽翔は水面に出る。


    　視界が回復すると、ドーム状にくりぬかれたような空間だとわかった。今、陽翔がいるのはその中央付近に広がる溜ため池いけのような場所だ。


    　エリシアはすでに水から上がっており、ランタンを用意して明かりをつけていた。


    　陽翔が水から上がると、咲月、希、最後に貴法と次々と浮上してくる。


    「ふぅ……」


    　咲月たちが人ひと心ごこ地ちついたように息を吐いた。服から大量の水が零こぼれ落ちて、地面へと染み込んでいく。


    　咲月は焔ほのおの魔導で熱を操り、全員の服を急速に乾かしていった。


    「……希、あとで酷ひどいからね」


    「あはは……。ごめんね」


    　咲月が恨みがましい目をして、希を見ている。


    　希は苦笑いを浮かべながら謝っていた。


    「……ここって、海底洞どう窟くつ？」


    　咲月の魔導による圧倒的な光量が発せられると、周囲が照らされて様相が露あらわになる。


    　黒い岩によって構成されており、微かすかに水が滲にじみ出て下へと流れていた。そのせいか岩肌は削られており、触れるととても滑らかだ。


    　沁しみだした水が流れていく方に、進む道らしきものがある。もっとも通路とは呼べないような洞穴だ。


    　自然に作られたような、そんな雰囲気を醸かもし出している。


    「こんな場所があったのか……。まだまだ僕の知らないダンジョンは多いのだな」


    　貴たか法のりがそう呟つぶやくと、エリシアが陽はる翔とたちに向き直った。


    「《リユニオン》内にも未いまだプレイヤーに発見されていないダンジョンは多いよ。陸上にもまだ幾つか残っている。特にこういった海底洞どう窟くつは見み逃のがされがちだからね」


    「確かに海中は《リユニオン》になってからクローズアップされたからな。現実と同じように海と陸の割合は七対三。海の方が圧倒的に多い」


    　すると、希のぞみは「へー」と興味深そうに頷うなずいた。


    「ここで止まってても時間の無駄だ。さっさと行こうぜ」


    　陽翔が唯一続いている通路に目を向ける。


    「だが、こんな場所に旭姫あさひの封印石とやらがあるのか？　貴様は確か、旭姫の思い出深い場所にあると言ったはずだろう」


    　貴法が語気を強めて問うと、エリシアは迷うことなく頷いた。


    「間違いなくここにある。ここにあるものの存在で……。説明は行きながらしよう」


    　そんなふたりのやり取りすら無視するように陽翔が先に進むと、咲さ月つきが慌あわてて陽翔の前に光を移動させて全員が続いた。


    「ちょっと、ひとりでホイホイ行かないでよ」


    「無駄な話をしてるよりはマシだろ」


    　咲月が訝いぶかしげに目を細めて陽翔を見る。


    　だが、陽翔はそれにすら気付かない。諦あきらめて陽翔についていった。


    「完全な天然のダンジョンね」


    　咲月が体勢を変えながら歩く。


    　整地されているわけではないので、下がでこぼこで歩きにくい上に、天井が低い場所もある。ひとり分、しかも身体からだを横にしないと通れないような箇所もあった。


    　プレイヤーが歩くことを想定されていない。


    「当たり前だけど、誰かが来たような跡がないね」


    　希も同じように姿勢を変えて進む。


    「こういった自然を模したダンジョンは、外れの方が多いからな」


    「《ユニオン》時代からそうだったわよね」


    　貴法と咲月が溜ため息いきと一緒に答えた。


    《リユニオン》に設置されているダンジョンには、人工的に作られたものと自然にできたもののふたつがある。


    　人工的に作られたものというのは、運営側が意図を持って作ったダンジョンのことだ。人工的なダンジョンはモンスターやボス、宝箱がしっかりと配置されている。即すなわちある一定のレベルに達しさえすれば、攻略が可能というレベルデザインをされているのだ。当然、宝箱の中身もレベル相応になっている。


    　しかし、自然的にできあがったダンジョンは、まったく逆だ。


    　水の流れや地殻かく変動によって作られ、変化する。宝箱など何も置かれていないし、住み着いているモンスターも千差万別。そもそもモンスターがいないことだってある。


    「油断するな。ここのモンスターたちは独自の進化を遂げている」


    　エリシアが補足するようにそう説明した。


    　モンスターが勝手に流れ着いて住み着くような現象は、どのダンジョンでも起こりうる。だが、こういったダンジョンの場合は特に顕著だ。


    　さらに、モンスター同士の交配が起こって、自然淘とう汰た、適者生存なども絡からみ合い、新種のモンスターが生成されることもこれまでに度々あった。


    《リユニオン》の世界は一日が早い上に、モンスターの成長や生命サイクルが恐ろしいほど早いため、日進月歩で進化する。


    「今の君たちでも、楽勝とは言えないレベルと言っておく。だからセンスの消耗を避けるために飛び込んだんだよ」


    「なんでよ」


    　咲さ月つきが納得できないように呟つぶやく。その目は飛び込みの恐怖を味わったせいか据わっていた。


    「海の中に強い水流があってね。それがここへ辿り着かせないように流れているんだよ。もちろん君の魔導で無理矢理突破することもできるだろうが大きく消耗する。できれば、ここのモンスターと戦うために、そして、ボスを倒すためにもセンスを使わずにここまで来ておきたかったんだ」


    「……なら先にそう言いなさいよ」


    「君がこんなことに怖おじ気けづくとは思ってなかったからね」


    　咲月が何とも言えない顔で膨ふくれっ面つらになっている。


    　納得はいかないが、まあ仕方ない……といった顔だ。


    「待て、エリシア」


    「何かな」


    「細かい話になるがボスではなく、モンスターのリーダーではないのか？」


    「いや、リーダーではなく、ボスだ」


    「それはおかしい。自然形成のダンジョンはモンスターが徘はい徊かいし、生活圏を得て、その中で特に強い個体がリーダーとして支配することはあっても、ボスモンスターがいることは稀まれなはずだ」


    　ボスモンスターというのは《リユニオン》内の定義では、特別なモンスターであることだ。


    　群れのリーダーとの違いは、単純にその強さである。リーダーはいくら強化されているのだとしても、そのモンスターの延長線上でしかない。


    　だが、《リユニオン》におけるボスとはどのモンスターの種族にも属さない、特殊な個体を意味していた。


    　すると、エリシアが淡々と進みながら貴たか法のりへと語り出す。


    「ここは《リユニオン》ができてから、まったく手が入っていない。つまりモンスターたちの楽園だった」


    「モンスター同士での争いぐらいしか起こらなかったというわけだな。いや、しかし……」


    　貴法が疑問を抱いたようだが、構わずにエリシアは続けた。


    「その中で一体のあるモンスターが生まれた」


    「……交配による新種か」


    　エリシアが貴法の言葉に小さく頷うなずく。


    「そのモンスター自体は大したモンスターではなかったはずだ。だけど……たったひとつ、危険な特性を持っていた」


    　貴法が眉み間けんに皺しわを寄せた。


    「他のモンスターを喰くらうことさ」


    「モンスターがモンスターを喰らうなど、大して珍しくもないだろう。危険と言えるか？」


    「問題は……喰らったモンスターの特性を己おのれのものとする上に、ステータスすらも取り込むという特性だよ」


    　貴法が喉のどを鳴らす。


    「……つまり、今は」


    「そう。そいつは次々とモンスターを喰らい、さらに交配によって生まれた他の新種までをも次々と取り込んだ。だからボスモンスターと言っていいだろう。そして、恐ろしい存在になりつつある。いや、もうなっているかもしれない」


    「そんなモンスターがいるのか……」


    「しかも、ここには魔力渦動トラベルドアがある」


    「……色々と合が点てんがいったぞ。そもそもこんな場所に食料となるモンスターが大挙するはずがないと思っていたが、そういうことか」


    　魔力渦動。


    　それはある地点に存在しているものを、強制的に渦のある場所まで転送するという《リユニオン》特有の現象だ。話によれば海における渦潮と同じように精霊の織りなす魔力の流れによって生まれるものらしい。


    　転送魔法陣の一通バージョンと言ってもいいものだが、元々、転送魔法陣は魔力渦動をあるプレイヤーが解析し、再現したことで一般に流通している。


    　渦は各地に少ないながら点在しており、昔は神隠しとも呼ばれたらしい。時折、初心者ルーキーがこの現象に巻き込まれ、忽こつ然ぜんと消えてしまうことがあった。


    　今現在、魔力渦動トラベルドアの存在するポイントは地図に記されており、《リユニオン》を長くプレイしている者にとっては周知の情報となっている。上級者エキスパートたちはそれを利用して移動することもあるが、転送魔法陣と違い有用な場所に転送できるポイントは限られている。


    「魔力渦動は次々にモンスターを引き寄せたのだろう。その中には各地のフィールドのボスモンスターも含まれていたはずだ。精霊すらも含まれていたかもしれない。プレイヤーが引き寄せられた可能性もあるが、このダンジョンが知られてない以上、脱出できた者は皆無だと思う」


    　咲さ月つきが精霊と聞いてか、不愉快そうに目を細める。


    「正直に言えば、どこまで強いのかも未知数だ。喰くった特性が相反してて弱いかもしれないし、〈無垢なる闇プルガトリオ〉すら遥はるかに超越しているという可能性もある」


    「だけど……そいつが持ってるんだな？　旭姫あさひの封印石とやらを」


    　陽はる翔との言葉に力強くエリシアは頷うなずいた。


    「元々、この場所にはなかったはずだが……魔力渦動で封印石を持っていたモンスターが引き寄せられて喰われたのだろう。そのままここのボスが引き継いだはずだ。探知していた封印石の大まかな座標がいきなり移動したしね」


    「……それさえわかればいい」


    　陽翔は元より話に興味がないというように進んでいく。


    　それをエリシアは少し不安に思ったのか引き留めようとした。


    「陽翔、無む闇やみに進むのは……」


    「なあ、エリシア」


    　陽翔は強い瞳ひとみで、エリシアを見ながら問う。


    「そいつとセトが戦ったら、どっちが勝つ？」


    「セトだ」


    　何の迷いもなく、エリシアは告げた。


    　その言葉に、「だろう？」と陽翔は息を吐く。


    「ならその程度にすら勝てなきゃ、連中には絶対に勝てない。〈無垢なる闇〉を倒せたぐらいじゃ、あいつらの足下にも及ばないんだ」


    　セトの強さは底知れない。


    　攻撃を無効化するセンスだけではないはずなのだ。あれを使われずとも負けていた。


    　それが本能的にわかってしまう。


    「あいつの強さは常軌を逸いつしてた。攻撃の無効化なんて、氷山の一角に過ぎないと思う。だから──」


    　陽翔は拳こぶしを強く握り込んだ。


    「ここで強くならなきゃならない。命を賭として強くなる。飛躍的に……！」


    　そして、通路を見据えて、奥へと歩を進めた。


    　他の面々もそれについていく。


    　彼らに迷いはなかった。


    　ただ──。


    「……陽はる翔と」


    　咲さ月つきは焦燥感を抱いたような表情で陽翔の背中を見つめていた。


    



    「お願い、みんなっ！」


    　希のぞみの使い魔たちが現れて、徘はい徊かいするモンスターを圧殺していく。


    　ダンジョン内で時折、現れるモンスターは、千差万別で法則性が何もない。そもそもレベル帯すら大きく異なっており、蹴けっただけでやられるようなモンスターすらいた。


    　そんな中、何千とも思おぼしき極小の、現実の蟻ありと似たようなモンスターが現れたが、これも希の使い魔が直接攻撃、間接攻撃、ブレスなど様々な攻撃方法でまとめて倒している。


    　この手の鍾しよう乳にゆう洞どうで高威力の魔導を使用すると、洞どう窟くつを崩壊させる怖れがある。こういった場所で数を相手にする場合、自律的に動いて敵性モンスターを勝手に倒してくれる希の使い魔はとても効果的だった。


    「進むにつれて、強くなってる感じもないな。一般的なダンジョンなら進むにつれて強くなるけど」


    　陽翔が闘気を巡らせて、肌で気配を感じながら呟つぶやく。


    　通路とは言い難い道は、少しずつ下っており、かなり深いところまで来ていた。


    　現在、一般的なダンジョンで言えば、約五階層辺りだろう。


    　一層一層が広く、下りるのに時間がかかっていた。


    　そもそも区切りよく階段があるわけでもなく、一層一層が平らなわけでもない。特に脈絡もなく急坂になっており、その角度も法則性がない。人が通れない幅の通路も存在しており、洞窟を崩さない程度に削る必要もあった。


    　まさに時間をかけて自然と生成されていったダンジョンといった案配で、《リユニオン》で組まれたプログラムの高度さを窺うかがわせる。


    　岩は水の流れているところは削られて滑らかだが、そうでないところは棘とげになっており、巨大な鍾乳洞のようだった。


    　足場が不安定なこともあり、戦闘がしやすいとは言えないが、希の使い魔たちはそれを苦にしない。


    「さすがに、数を相手にする時は頼りになるわね」


    「前に比べて使い魔も強いしな。どうしても盾たてやサポートとしての役回りが多かったが、今ならば痛烈な一撃を与えることも可能だろう」


    　咲月と貴たか法のりが頼もしそうに希を見る。


    　以前は、六人全員で相手をするようなボスモンスターとなると、どうしてもサポートに回らなければならなかった。大量にいても、使い魔たちの攻撃では、擦かすり傷にもならないからだ。


    　当時の希のぞみにとっては、性格的にもそれが合っていたのだろう。


    　だが、今の希は違う。


    　使い魔たち自身の強さも上がっているし、何よりも自分に自信を持って動いていた。


    「こっちでいいの？」


    　それだけではない。


    　希が通りすがりに見つけた小さな栗鼠りす型のモンスターに話しかけていた。夢境のセンスを通して彼らの声を聞くことで、言語を通じ合わせることができるという。


    「下に降りるなら右に曲がるのね。ありがとう」


    　モンスターの頭を撫なでると嬉うれしそうな鳴き声を上げて、モンスターはその場から去った。


    「よし。ある程度の道はわかったよ。行こう。途中にわたしたちが休憩できそうなスペースもあるみたい」


    「いつもながら見事なものだな」


    「えへへ」


    　希のもうひとつのセンス。


    　それがモンスターと仲良くなることだ。意思を通わせることができ、今のようにモンスターを手て懐なずけて道を教えてもらったりもできる。


    　性格は変わったものの、こちらのセンスも健在のようだった。


    　姿勢を変えながらでないと進めないような狭い道筋だったが、希の言う通りに進んでいくと、大きなスペースに出る。


    　五人が休憩するには丁ちよう度どいい広さだった。


    「ここが休憩スペースかしら？」


    　咲さ月つきが光を天井に移動させると、アジトと同じように明るくなる。


    「少し休むとしよう」


    　貴たか法のりが提案すると、咲月や希、そしてエリシアも座り込んだ。


    「まだ大丈夫じゃないか？」


    　だが、陽はる翔とは座らない。


    　顔には先に進もうと書いてあった。


    「休むべきだ。お前もずっと気配察知のために、精神を疲ひ弊へいさせているだろう」


    　貴法は頑がんとして動かない。


    「だけど、ダメージは負ってない」


    「だからなんだ？　精神の疲弊が最終的には隙すきに繋つながり、致命傷になり得る……。それは《ユニオン》の頃から、思い知っているだろう。僕も、お前も」


    　陽はる翔とが歯は噛がみする。


    　陽翔も理性ではわかっているのだ。ここで休むべきだと。


    　ここから先も常に未知のゾーンだ。いや、奥に行くにつれて混こん沌とんの度合いは上がっていくだろう。


    　まだモンスターが強くないからといって、ここからもそうとは限らない。特に自然にできあがったダンジョンならばなおさらだ。


    　一瞬の油断が命取りになる。


    　このダンジョンではどんなモンスターが出てくるか明らかになっていないのに無理に進んで全滅ではシャレにもならない。


    　そんな初歩的なことを、わかっていない陽翔ではないのだ。


    　ただただ、身体からだを突き動かす何かが心を焦がしている。


    　こんな場所で休んでいる場合ではない、と。


    「少し肩の力を抜きなさい」


    　すると、咲さ月つきがゆっくりと陽翔に近寄り、肩を掴つかむ。


    　そのまま押して座らせようとした。陽翔はそれに抵抗しかけたが、しぶしぶ咲月の意図に従う。


    「焦ってるのは皆みんな一緒。でも、精神的な疲労は《リユニオン》では禁物よ。最後の最後で判断を誤らないためにもね」


    「わかってるよ」


    　上りかけた血を、深呼吸して少しずつ下げていく。


    　休むことが悪いわけではない。


    　旭姫あさひが、今、この時に苦しんでいるとしても──。


    　そんな折、大人しくエリシアが壁に寄り掛かって座っているのを見て、陽翔は近寄ってその隣に腰を下ろした。


    「何か用かな？」


    「いや、少し気になったことがあってさ」


    　難しい顔をしながら、小さく首を傾かしげるエリシア。


    「いや、お前の未来人って話さ」


    「まだ信じてもらえないか？」


    「そうじゃない。だけど……旭姫を助けても、お前の世界には何のメリットもないんだろ？　なのに、なんでそこまでするんだ？　絶望の未来になる連鎖を断ち切りたかったとは言ってたけど……。それがやっぱり気になってな」


    「大したことじゃないさ」


    「命を懸けることがか？」


    　陽はる翔との言葉に、エリシアが目を白黒させる。


    「前も言ったかもしれないが、旭姫あさひを助けることで、未来の世界の救い方がわかるかもしれない……それではダメか？」


    「ダメってわけじゃないけど、しっくりこないな」


    「……そうだな。自分でも意外に思ってるよ。未来からここに来た時は、そんなこと夢にも思わなかったんだけどね」


    　少し寂さびしそうな顔をして、エリシアはそれ以降、無言を貫つらぬく。


    　これ以上は喋しやべりたくないということだ。


    「さて。充分休んだだろう。そろそろ行こうか」


    　しばらくしてからエリシアが立ち上がると、全員それに続く。


    　そして、狭い洞どう窟くつの探索を再開した。


    



    　一時間ほど奥へ、そして下へと降りるように進んでいると、少しずつ道が広くなっていく。


    　地面も歩きやすくなってきて、壁や天井も加工されたような跡があった。進むごとに普通のダンジョンになりつつある。


    　それを興味深そうに咲さ月つきが眺めていた。


    「途中途中に発光する石まで埋められてるわ……。これって」


    「ゴブリンたちの住すみ処かによくあるものだ。この壁の掘り方や加工もゴブリンによるものに似ている。もしかして、ここはゴブリンの巣じゃないのか」


    　貴たか法のりが壁を触りながら、小さく呟つぶやく。


    「かなり広範囲まで闘気で捕ほ捉そくしてるけど、ゴブリンの気配はないぞ」


    「そうだね。途中、モンスターからもそんな話は聞かなかったし」


    　陽翔と希のぞみは訝いぶかしげだ。


    「今はいないのかもしれないね。住処の奪い合いで敗北したのだろう。よくあることだ」


    　すると、エリシアがこともなげにそんなことを呟いた。


    「よくあることかしら？　モンスター同士で争い合うことはあるけど、殲せん滅めつまではいかないじゃない」


    「……いや、忘れてくれ」


    　咲月の言葉に、力なく首を振るエリシア。


    　何かつらいこと──未来のことでも思いだしたのかもしれない。


    「エリシア……」


    　咲月が不安そうにしていると、陽翔が何かに気付いたかのように咲月のほうを見る。


    　同時にエリシアが弓を構え、矢を射放っていた。


    　咲月の頭の横を縫ぬって、イソギンチャクのような触手型モンスター──ローパーへと突き刺さる。命中した矢はモンスターの身体からだを光り輝かせて、音もなく四散させた。


    　陽はる翔とが警告する前に、戦闘が終わる。


    「油断大敵だ」


    「あ、ありがとう。今のローパー、結構強かったと思うんだけど……あなたってやっぱり強いわね」


    「未来では大したセンスじゃない。レジスタンスにはわたしよりももっと強い人もいた」


    　陽翔が探索を再開して全員が奥へと進むと、エリシアは咲さ月つきに向かって続けた。


    「……さっきの話の続きだが、不愉快になる話ばかりだよ。希望らしい希望もない」


    　それを聞いて咲月も黙り込む。これ以上、聞き出せることもないと思ったのだろう。


    　先頭を歩きながら、陽翔が振り向きもせずに問い掛けた。


    「未来の世界では、現実でも常にセンスが使えるのか？」


    　エリシアはあまり言いたくなさそうに顔を顰しかめた。


    「なぜ、そんなことを聞く？」


    「未来でのセンスを知れば、もしかしたらセトを倒すヒントがあるかもしれないって思ったからだよ。エリシア、お前も強いからな」


    　するとエリシアは言っていいものかどうか少し迷った素そ振ぶりを見せてから、口を開く。


    「……センスは現実で使用できているよ。この世界でも戦いだけがセンスではないだろう？　細工、航海、調理、鍛か冶じ……様々な分野で、多様に応用されている。過去にあったというエネルギー問題も環境問題も、センスによって解決された」


    　だが、陽翔は聞きたいのはそんなことじゃないと言わんばかりに首を振る。


    「悪いけど、未来の状況について聞きたいわけじゃない。戦いのセンスを強化するための何かがないか、知りたいだけだ」


    「それこそ申し訳ないが、わたしにはわからない。そんなものがあるのなら、過去に来ていない。この過去への遡そ航こうだって、藁わらをも掴つかんでいるようなものなんだ」


    「そうか。じゃあ、いい」


    　すると、エリシアは怪け訝げんな顔をする。


    「こちらからもひとつ聞きたい。陽翔」


    「なんだよ」


    「もし仮にセトに弱点があったとして──君はそれを聞くのか？」


    「なに言ってるんだ？　そんなの当たり前だろ」


    　陽翔が素っ気なく答える。


    　エリシアは釈然としないように眉まゆ根ねを寄せていたが、なにも言わなかった。


    「弱点か……。そんなものがあれば話は楽なのだがな。そう上手くはいかないだろう」


    「そう、だよね」


    　貴たか法のりと希のぞみも、どこか暗い声で頷うなずきあう。


    　しかし、話は続かない。結局、陽はる翔とたちは黙然とダンジョンの中を歩き続けた。


    



    　進むにつれ、ダンジョンは再び歪いびつになっていった。


    　均ならされていないガタガタした地面になり、壁も似たようなものになっている。


    　しばらくすると、陽翔たちは広い空間に出た。テニスコート二面分ぐらいか。天井も高く、モンスターによって削られたような痕あとがあった。爪つめ痕あとや足跡、巨体で体当たりしたらしいひび割れなど、ここに囚とらわれていたかのような傷だ。


    「……ここにあるわね。魔力渦動トラベルドアが。今は動いていないみたいだけど」


    　咲さ月つきが呟つぶやいた瞬間──床が微かすかに揺れた。


    『ゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』


    　咆ほう哮こうが地下から轟とどろいてくる。


    　獣けもののような、おぞましい叫び声。


    「……こっちに気付いてる？」


    　咲月が緊張感のある顔になった。


    　だが、エリシアは首を振る。


    「いや、今の咆哮はどちらかと言えば飢餓だな」


    「今のがボスになったであろうモンスターか？　エリシア」


    「そうだ、貴法。前回、途中まで入った時も同じ叫びを聞いた」


    　すると、陽翔の表情がさらに険しいものに変わる。


    「捉とらえた。もう少し下に潜もぐれば、遭そう遇ぐうできるな」


    　陽翔は進もうと一歩踏み出すと──パチッ、パチッと電気の弾はじける音が小さく響く。


    　何かしらの魔力が働いた、その反動だ。


    「!?　魔力渦動が動くわよ！」


    　咲月の言葉と同時、床に魔法陣が描かれ、光り輝く。転送魔法陣に似て非なるもの──それらの元となった原初の遺物。


    　警告のような赤き光が周囲を染めていった。


    「何かが来るぞ！」


    　眩まばゆい光が弾け、陽翔たちの視界を染め上げてから光が収まる。そこに一匹のモンスターがいた。空中をふよふよと漂ただよっている。


    　出てきたのは陽翔たちの腰ほどまである巨大なゼラチン質の丸い真核生物──アーキアと呼ばれるモンスターだ。


    《リユニオン》においては稀少なモンスターであり、身体からだの中に入れられると動けなくなるほか、様々な状態異常を引き起こすため、あまり戦いたくない相手である。


    　アーキアは陽はる翔とたちを即座に認識し、覆おおい被かぶさるようにして襲おそいかかってきた。


    　視界を塞ふさぐような攻撃を陽翔たちは難なく避ける。アーキアとなら何度も戦ってきた。対処法もわかっている。


    「……なんだ、アーキアかよ。核、ぶっ壊せばいいだけだろう」


    　アーキアはいくら身体からだを攻撃しても、すぐに再生されてしまう。そのため、生命を構成する小さな二センチにも満たない核を攻撃する必要があった。


    　しかし、馬ば鹿か正直にコアを狙ねらっても、アーキアは当然避けてくる。


    　なら、アーキアそのものをまるごと飲み込むような攻撃をすればいいだけだ。


    『ビィ！』


    　奇妙な鳴き声を上げながら、再び広がって覆うように近づくアーキア。


    　陽翔は鞘さやに入れた剣の柄つかを手に持ち、襲いくるアーキアの攻撃に対して身構える。


    「〈獅子刃・閃アルテルフ〉！」


    　狙い澄すまして横一文字に剣を一いつ閃せん。広範囲に広がった闘気の刃が燕つばめのように滑空する。


    　避ける暇ひまも与えずアーキアを核ごと斬きり裂いた。


    　力を失ったように分かたれたアーキアが地面にべちゃっと落ちる。


    「あんな小さい核を狙って切れるなんて、さすが陽翔くんだね」


    　希のぞみが感心したような顔だ。しかし、その反面、陽翔は訝いぶかしげな顔をしている。何か納得のいかない顔だ。


    「油断するな！　このアーキアは何かが違う。まだ動いているぞ！」


    　そのことに疑問を持つ間もなく、貴たか法のりが注意を促うながすように叫ぶ。


    　アーキアはまだ蠢うごめいていた。通常ならば、この時点で終わりのはずだった。


    「核を壊したのに、なんでよ！」


    　納得いかないように憤いきどおる咲さ月つきをよそに、アーキアが分裂したまま、その身体を再構成させていった。


    　真っ二つにされて半円となった核が、再び球となって核となる。


    　ゼラチン質の身体も、張りを取り戻したかのように元通り。まるで細胞分裂だ。


    「分裂特性持ちか。面倒な」


    　苦々しくエリシアが零こぼした。


    「だったら──」


    　咲月が鞭むちを振るって精霊を現出させる。


    「──放て、エーイーリー。蒼あおき鋼こう糸し」


    　精霊の小さな手から無数の細い糸が繰り出される。


    　ほとんど見えない不可視の氷がアーキア二匹に突き刺さり、氷漬けになった。


    　氷が割れ、水蒸気が噴き出し、その煙が消えていく。


    　アーキアは四匹になっていた。


    「は!?」


    　咲さ月つきが見極めるように眼を細めるが、この手の解析におけるスペシャリストがすでに動いていた。


    「はっ！」


    　貴たか法のりがアーキアの身体からだを削るように、拳こぶしで抉えぐる。


    　今のタイミングならば、核を破壊することもできただろう。だが、貴法は慎重に解析に努めたのだ。


    　だが──やはり、貴法の攻撃が入ったタイミングで、アーキアは分裂した。


    「こいつら、攻撃そのものに反応して分裂しているのか？　核云うん々ぬんではない」


    「え、じゃあ……私の使い魔が攻撃しても？」


    　おそるおそる、鳥型のマスコット一匹がアーキアに上空から襲おそいかかる。だが、やはり爪つめが突き刺さった瞬間、分裂した。


    「ならば──」


    　エリシアが素早く弓を引くと、矢のあるべき場所に光が奔はしる。


    「〈装性封印クオリテイ・フオール〉」


    　放たれたそれはアーキアに突き刺さった。


    　それでもアーキアは封印されることなく分裂する。


    「……なるほど。攻撃判定と封印判定、優先度が高いのは攻撃判定か。封印が効果を発揮する前に、分裂が行われてしまう。そして分裂すれば新しい二種になり、封印判定はその行き場を失うわけか」


    「ならばエリシア。攻撃判定を消して封印判定だけにできないのか？」


    「無理だ。私の〈想念矢モータルアロー〉は、どうやっても攻撃力が発生する。攻撃力のいらない事態など想定していない」


    「なんだそれは。未来の壮絶さを呪のろえばいいのか？」


    「それに、おそらくだが、分裂条件はそもそも攻撃判定ではなく、標的判定ではないのか？」


    「何!?」


    　貴法が振り向くと、咲月が精霊を繰り出していた。


    「──捕らえよ、ケムダー。樹冠の檻おり」


    　咲月の手から木の枝葉が伸び、逃げ場を塞ふさいだ檻によってすべてのアーキアを捕らえる。


    　囚とらわれたアーキアたちは抗議でもするように次々と檻の中で加速度的に分裂していた。


    　エリシアの言う通り、標的としただけだというのに──。


    「くっ！」


    　檻の中はアーキアの身体で埋め尽くされ、そこからさらに分裂していく。


    　当然、中に入りきれるわけがない。圧力によって檻おりは内部から破壊された。


    　すでにアーキアは一目では数え切れないほど個体数を増やしている。


    「それで、貴たか法のり。どうすりゃ倒せるんだ」


    　陽はる翔とが急せかすような口調で尋ねると、貴法が面食らったように目を瞬まばたかせた。


    　貴法も言いたいことはあったようだが、要点だけを伝える。


    「……一撃で倒す方法はない。天理の解析では分裂させまくれば、核に蓄えられた再生エネルギーはなくなるとわかってる。問題はどの程度の分裂を──」


    「それだけ聞けば充分だ」


    　話を途中で切り上げた陽翔は、アーキアに向かって七星剣プレアデスを振るっていく。斬きった端から次々と分裂していった。どんどん増えていく。


    「ああ、もう。あの馬ば鹿か……！」


    　咲さ月つきが呆あきれたように魔導で陽翔を援護。


    　陽翔の周辺で次々に分裂していくアーキアを見て、表情には疑問が募っていく。


    「随分と恵まれた特性ね」


    　アーキアの動きを見る限り、分裂によってステータスが下がっているわけでもない。


    　分裂による弊害が一切ないというのは、特性が優秀すぎる。


    「分裂後にその特性が消えているわけでもない」


    「いくらなんでも、おかしいでしょ。どれだけ分裂するかわからないけど、あんたの天理で、特性を破壊できないの」


    「さっきも言ったが、解析に時間がかかる。それにすでに別個体だぞ。何体解析しろというのだ」


    「全員の特性をねじまげることぐらいできるでしょ」


    「昔、未解析のまま適当にねじまげて、まったく別のおぞましい特性を作ってしまったことを忘れたか。あんなのはもうゴメンだ」


    「そうだったわね。でも、数の勝負って言うんだったら……」


    　その限界まで殲せん滅めつすればいい。


    　それに、こちらにはこういった場面では最も手数を稼げる希のぞみがいる。


    「いくわよ、希！」


    「う、うんっ！　〈無限召喚エタニテイドライブ〉！」


    　希の下──歪いびつな床に魔法陣が描かれ、その中からマスコットたちの使い魔が現れる。アーキアと同じ大きさをチョイスしたのか、かなり小さめのぬいぐるみのような使い魔たちだった。


    「──駆けよ、シルヴェストル。皇ノ刃迅」


    　咲月が背後を埋め尽くすほどの風の刃を作り出し、それらをアーキアに向かって射出する。


    　アーキアは為なす術すべもなく切り刻まれ、そして、例外なく分裂していった。


    　だが、分裂したアーキアたちを希のぞみの使い魔たちが丁てい寧ねいに潰つぶしていく。


    　エリシアの矢もそれの一助となっていた。


    　加速度的に、その場を埋め尽くすようにアーキアたちが生成されていく。飽きることなく分裂し、もはや周囲はアーキアだらけで隙すき間ますら奪われつつあった。


    「──焦土とせよ、ヴルカン！　覇は炎えんノ閃せん光こう」


    　そこをさらに咲さ月つきの炎が一掃した。


    　煙によって視界が塞ふさがれるが──。


    「陽はる翔とくん！」


    「わかってるッ！」


    　陽翔が幾多もの闘気の球を作って、周囲へと投げていく。


    　気配を捉とらえている状態で投げられた球は、視界不良など関係なく、ピンポイントでアーキアたちに当たっていた。


    　アーキアはなおも分裂していくが、希の使い魔たちは目め敏ざとく、一匹一匹に攻撃を仕掛けていく。


    　分裂を繰り返していく中、少しずつ変化が起こり始めていた。


    「分裂後の身体からだが僅わずかに小さくなった！　核に蓄えられたエネルギーが尽きつつあるぞ」


    　貴たか法のりの言葉通り、アーキアの身体が一回り小さくなっている。


    「分裂を繰り返していっても見た目には変化がなかったが、核は少しずつ劣化して、身体を保てなくなってきている。解析通りだ！」


    　さらにアーキアを駆逐していくと、またも分裂し、増えていくが、身体は拳こぶし大程度の大きさになった。


    「皆みんな！　広範囲にブレスを！」


    　使い魔たちが一斉にブレスを吐く。炎、氷、雷──あらゆる属性のブレスが大半のアーキアを覆おおった。


    　それに反応したかのようにまた分裂して──その身体が消える。


    「核のエネルギーが尽きたのだろう。これ以上は分裂しても身体が保てないんだ」


    　この時のアーキアたちがどういう意識でいたのかは、ＡＩのログを調べるしかないだろう。


    　ただ、確実なのは、この相手には物量で勝てないと察したことだった。


    　アーキアたちは次々に散っていく。


    「逃がすと面倒ね。──突き刺せ、アディシェス！　聖なる槍やり！」


    　白き槍が次々とアーキアに突き刺さった。


    　希の使い魔もあり、もはや全滅寸前。そんな中、人は入れない地面の小さな穴へと一匹が潜もぐり込んだ。


    　希の小さな使い魔でも入れないほどの小さな穴。ゼラチン質の身体だからこそ入れたのだろう。


    「──穿うがて、バチカル。焔ほのおの劫ごう弾だん」


    　咲さ月つきは焔の精霊を召喚し、その穴に火を送り込む。


    　だが、咲月は顔を顰しかめた。


    「……倒せたとは思えないわね」


    「ああ。アーキアの気配はまだ残ってるな。どんどん下に離れていくぞ」


    　陽はる翔とが闘気を纏まとって気配を探った。


    　咲月が自らの詰めの甘さに肩を落とす。


    「でも、この穴に入って追いかけるわけにもいかないわよね」


    「天理か夢境でこの穴を崩せばいいんじゃないか？」


    「ダンジョン内を書き換えて、どこまで影響が出るかわからないんだぞ。生き埋めはゴメンだ」


    「お、同じく。それに夢境はあくまで創造だし、ちょっとだけ変えるのは危険だよ。この海底洞どう窟くつを丸々書き換える方が現実的かな」


    「小回りが難しいセンスだしな……」


    　創造という曖あい昧まいなものを扱う夢境は便利で万能な反面、その取り扱いには細心の注意が必要となる。


    　下へ手たに使えば、仲間を、自らを傷付けることもある。希のぞみだからこそ、ここまで制御しきれるのだ。希がリスクがあると言うのなら、それは本当に危険だということである。


    「どっちにしても入れない場所に固執しても意味はないか。進もう」


    　陽翔が興味を失ったように歩き始めると、咲月たちもそれに倣ならう。


    「そうね。さっさと先に進みましょうか」


    　陽翔が一旦、闘気を消そうとしたところで──立ち止まった。


    　そして、再び白金の闘気を纏う。


    「ど、どうしたのよ」


    　唐突な闘気に咲月が訝いぶかしげな目を向ける。


    「いや……。少し待ってくれ」


    　陽翔は肌に闘気を纏わせ、気配を探った。これ以上ないほど繊せん細さいに。


    「アーキアが消えたな……」


    　陽翔が眉まゆ根ねを寄せる。


    「死んだってこと？」


    「……さっき吠ほえたやつがいただろう。そいつがいたところだ」


    　闘気の気配探索はあくまでぼんやりしているもので、座標やその強弱程度しかわからない。


    　どのようにやられた、どのように死んだなどは、推測をするしかないのだ。


    「モンスター同士で争うなど、珍しいことではないが……」


    　貴たか法のりをはじめ、全員が不安な顔になった。


    「普通のボスだったら、同士討ちでラッキーで済むけど」


    　咲さ月つきも同じ感情を抱いたのだろう。難しい顔をしている。


    「……急ごう」


    　嫌いやな予感を覚えながら、陽はる翔とは先頭に立って進み始めた。


    



    　ぽたぽたと水滴の落ちる、通路とも呼べない道を進んでいく。どうもゴブリンの居住区はここまでだったようで、奥へ進むとまた整地されていない区画になってしまっていた。


    　段差を登ったり、降りたり、ジャンプしたりとアスレチックのような真ま似ねをしながら、陽翔たちはようやく終点らしき場所へと辿り着く。


    「ここが終点のようだ。洞どう窟くつ内で一番深い場所だろう。風もここで止まっている」


    　貴法がそう言って、周囲に視線を巡らせる。


    　球状に抉えぐられたような空間だった。天井も、床も、丸みを帯びている。


    　壁からは水が沁しみ出て、中央部に水溜たまりのようなものができあがっていた。


    　そして、体長五メートルの竜が動き回っても弊害がなさそうなほど広い。


    「ゴブリンとは違うが、加工されたような痕あとがあるな」


    　貴法がしゃがんでガントレットの手を押し当てて、解析を行っている。


    「座標的には……ここがアーキアの消えた場所だ」


    　陽翔が強大な気配を感じた場所でもある。


    「ボスモンスターなんて、見えないけど……」


    　そう咲月が呟つぶやいた瞬間──空間の中央に、それはぼんやりと姿を現した。


    『ゴオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォ……』


    　空に浮いたそのモンスターは、見た目だけで言えばジェリーフィッシュ海月に似ているだろうか。


    　巨大な身体からだに、無数の触手。中身が透けて見えており、膨大なエネルギーが、電気のように巡っている。


    「……あのアーキアがいるな」


    　陽翔が目め敏ざとく、ジェリーフィッシュの体内にいるのを見つけた。まだ消化されていないようだが、今にも取り込まれて消えてしまいそうだ。


    「やっぱり取り込まれようとしてるわ！　エリシア、こいつがそう？」


    「おそらくそうだ。君たちもおぞましいステータスを肌で感じているだろう？」


    　一体、どれだけのモンスターを喰くらってきたのか。


    　圧倒的な能力が圧力となって、皆の肌に突き刺さる。


    　ステータスだけで言えば、すでに〈無垢なる闇プルガトリオ〉が可か愛わいく思えるレベルだった。


    「こいつにアーキアの分裂能力を宿らせたら危険すぎる」


    　言うが早いか、エリシアは弓を構え、そこにエネルギーの矢を番つがえる。


    　放たれた矢がジェリーフィッシュに向かっていくが、モンスターはそれを一本の触手でいとも容易たやすく弾はじいてしまった。


    「チッ……」


    　すると、陽はる翔とが不快そうに虚空にたゆたうジェリーフィッシュを睨にらむ。


    「こんな海月クラゲに時間を取られるわけにはいかねぇんだよッ！」


    　ステータスが高いというのであれば、闘気使いである陽翔の出番だ。


    　白金の闘気を纏まとい、ステータスを強化。恐ろしいレベルで能力を上昇させていく。


    　七星剣プレアデスを鞘さやから抜いて、陽翔は大地を蹴けった。水と土砂のしぶきが勢いよく舞い上がる。


    　接近してくる陽翔を拒むように、ジェリーフィッシュが多数の触手を壁のように編み込んだ。


    「これで防いだつもりか!?」


    　一いつ閃せん。


    　七星剣に闘気が流れ込み、触手を斬きる。


    　しかし──鈍い音と共に弾かれた。残響音が虚むなしく響く。


    「陽翔の七星剣が……!?」


    「嘘うそでしょ？　傷をつけることもできないなんて……」


    　貴たか法のりと咲さ月つきが動揺した様子で呟つぶやいた。


    　だが、何か様子がおかしいことに、ふたりは気付く。


    「……いつもの輝きが失われている」


    　指摘したエリシアの表情に影が差した。


    　そう。いつもなら、陽翔の闘気を乗せて星の如ごとく輝くはずの七星剣が、錆さび付いたように鈍にび色いろになっているのだ。


    　今までにない現象に、皆が目を見開く。


    「どういうことだよ！　何やってんだ、七星剣！」


    　陽翔が一旦、ジェリーフィッシュから離れ、七星剣を水平に構える。膨大な闘気を送り込み、七星剣が強化される──はずが、否定するように七星剣はそれを拒み、闘気を素通りさせていた。


    　七星剣には意思が宿っている。だが、決して所有者の意図を汲くまないような剣ではない。陽翔の闘気を拒否するには理由があるのだろう。


    　しかし、今回はその理由を察することができない。エーギルに刺さっていた時は、すぐに理解できたというのに。


    　こうなれば、七星剣はただのなまくらだ。


    「で、でも、七星剣の切れ味が鈍ったって言っても、傷ひとつつけられないなんて納得できないわ。そんなに硬いの？　あの触手……」


    「いや、違う。七星剣プレアデスがまったく斬きれないようにしているだけだ」


    　貴たか法のりにも原因まではわからない。


    　現状で陽はる翔との攻撃力には期待できないことがわかっただけだ。


    「どうしたんだよ！　これじゃ〈獅子刃・閃アルテルフ〉すら撃てねぇじゃねぇか！」


    　陽翔が苛いらついたように吐き捨てる。


    　仕方なく七星剣を鞘さやに収めて、ジェリーフィッシュに向かって肉弾戦を挑んだ。


    　闘気を乗せた拳こぶしで、触手をぶん殴る──が軟体だけあって、手応えがない。


    「解析するッ！　こいつの耐性をすべて崩すぞ！」


    　貴法がガントレットを光の竜と化し、触手に纏まとわり付かせた。


    　しばらく拘束できていたが、すぐに光の竜が霧散し、元のガントレットへと戻る。


    「なんだ、この構成は……」


    　だが、あの短い中で、貴法は何かを察したように顔を青くしていた。


    　咲さ月つきが心配そうに尋ねる。


    「ど、どうしたの？」


    「幾らか解析できたが……あまりにも構成物が多すぎて、すべてを解析しきれない。構成する分子が、あまりにも多すぎた。覚かく醒せいした僕でも手間がかかるな」


    「できないってこと？」


    「冗談じゃない。どうにかする……が、時間はかかる」


    　すると、エリシアが矢を牽けん制せいするように放ちながら貴法へと近づく。


    「ここまで取り込んできたモンスターたちすべてが入っているんだろう。こいつの中に取り込まれたＡＩが完全に混ざり合っていて、もはや自我や本能すらない」


    「これは何千という単位ではきかないぞ。万──いや、それ以上のモンスターを取り込んでる」


    「御託はいい！　倒せばいいんだろ！」


    　そして、陽翔は見つける。


    　ジェリーフィッシュの丁ちよう度ど真ん中に、微かすかな赤い光を。


    「あれかッ！　旭姫あさひの、封印石……！」


    　再び大地を蹴けって、一気に距離を詰める。


    「返せッ！」


    　だが、横から触手に叩たたきつけられた。完全に死角からの攻撃。


    　それでも陽翔は命を捨てるのも厭いとわないかのように突き進んだ。


    　危険を承知で、死線を潜くぐろうとしている……そんな心情が透けて見える。


    「何やってるんだ、陽翔！　視野が狭すぎるぞ！　いつものお前なら──」


    「うるせぇ！　わかってるよ！」


    　とはいえ、このままでは埒らちがあかない。


    　七星剣プレアデスはあの調子で、打開するための剣が手元にない。


    　だが──。


    　ここには希のぞみがいる。


    「希ッ！　頼んだ！」


    　希にそう言ってから、陽はる翔とは脇目も振らずにジェリーフィッシュへと向かっていった。


    　希も何を求められているのか一瞬で察し、躊躇ためらいつつも目を瞑つむる。


    「久しぶりだけどっ……！」


    　こういう時にどうするか、希のやるべきことはただひとつ。


    　かつて、陽翔にはもう一本の剣があった。


    　七星剣と並ぶ──いや、対となるもの。


    「開け、聖域。星のイデアよ。全なる起源となるべき刃をここに」


    　希が己おのれを中心とした立体魔法陣を構成する。


    　自身を夢境の世界とシンクロさせ、創造物を自由自在に、この世界で描き、創つくり出そうとしているのだ。


    「──投影。媒体。構成。記憶。受容。其の使い手は此こ処こに在り」


    　魔法陣が歪ゆがみ、それが一筋の閃せん光こうと化す。


    



    「夢境より来たれ、創星剣オリオン！」


    



    　光が消えると、虚空に剣が現れた。


    　七星剣とは違う、鮮烈な赤き刃。その刀身には電子回路のような奇妙な紋様が刻まれている。


    　その剣が主あるじの下へ飛んだ。


    　陽翔が受け取った瞬間──身体からだ中に纏まとっていた闘気が僅わずかに翳かげる。


    「ぐっ！」


    　闘気が剣に奪われているのだ。


    　それを待ち望んでいたように剣は小さく震ふるえだし、刃文に黒き線が浮かんでいった。エネルギーの余波が赤き波動となって放出される。


    　剣が久々の餌えさに、歓喜しているかのようだった。


    「相変わらずキツい剣だが……まあ、いい。剣としての役目さえ果たしてくれればな！」


    　創星剣は夢境特有の未知鉱物で作られた武器だ。


    　七星剣と同じ時期から使っていた武器ではあったが、問題点がひとつ。


    　この鉱物は使い手のライフを満足するまで容赦なく喰くらうのだ。


    　陽翔はそれを闘気で代替しているが、もし貴たか法のりや咲さ月つきが持てばものの数分でライフを奪い尽くされてしまう。


    　だからこそ、この剣を創つくることに希のぞみはいつも躊躇ためらいを感じていた。


    「充分喰くっただろ！　行くぜッ！」


    　陽はる翔とが自身の膨大な闘気に任せて、剣を一いつ閃せん。


    　触手を斬きり払う。


    　赤き刃は容易たやすく引き千切るように、触手を裂いていった。中の体液が派手に飛び散って、その場で蒸発する。


    　創星剣オリオンの副次的産物である輻ふく射しや熱ねつだ。


    『ギイッ！』


    　怒り狂ったようにジェリーフィッシュが自身の触手を陽翔に集中させた。


    　だが、そのどれもが陽翔に届かない。赤い刃の一閃は飛び散った体液の一滴すら弾はじき、斬り、滅している。


    　触手をすべて斬り払われたジェリーフィッシュに、もはや陽翔の攻撃を防ぐ術すべはない。


    「返してもらうぞ！　旭姫あさひの記憶を！」


    　容易く胴体に接近し、剣を突き入れた。そして、強引に剣を動かし、縦に斬る。


    　ジェリーフィッシュはぐったりと力を失い、身体からだを二分割されて地面へと落ちていった。


    　だが──その落ちた身体が、再生されていく。


    　二分割された身体が、それぞれ元の形へと急速に戻っているのだ。


    「間に合わなかったのか……」


    　貴たか法のりが口惜しさを覚えたかのように、真一文字に唇くちびるを引き結ぶ。


    　アーキアの特性を陽翔に斬られるギリギリで取り込んだのだろう。


    　二体のジェリーフィッシュが虚空を浮遊し始め、揃そろって陽翔に敵意を向けた。


    「二体だろうとどうでもいい。アーキアと一緒で、核のエネルギーを使い尽くさせてやる」


    　だが、そこからジェリーフィッシュは意外な行動を取る。


    　一方が、もう一体に触手を伸ばし──瞬またたく間に喰らい始めた。


    「ちょ、ちょっと、まさか……！」


    「マズい！　陽翔！　止めるぞ！」


    　咲さ月つきが慌あわて、貴法も敵に向かっていく。


    　だが、一手遅かった。


    　分裂した一体を喰らい、ジェリーフィッシュはさらに倍のステータスに進化する。


    　そして、遅れた陽翔と貴法の攻撃がジェリーフィッシュに突き刺さり、またも分裂。分裂した一体が、もう一体を喰らい、再びステータスが倍加。


    　最初の段階から四倍のステータスとなってしまう。


    「このままだとステータスだけで、我々のセンスが押し潰つぶされかねないぞ」


    「でも、どうすればいいのよ。核ごと身体を全部消滅させればいいんだろうけど、あんなデカブツ、〈十六砲陣イザヨイ〉でも使わなきゃ無理よ」


    　だが、あんな魔導を使えば、間違いなくこの洞どう窟くつは崩壊する。そうなれば生き埋めになるし、生き残ったとしても、封印石探しが困難になるだろう。


    「……せめて──」


    　陽はる翔とが小さくぼやく。


    　その声を貴たか法のりが耳みみ聡ざとく捉とらえた。


    「何が問題になる」


    「……タイムラグだ」


    　貴法の疑問に、陽翔が口惜しそうな顔で答える。


    　その言葉だけで納得したのか、貴法は難しい顔をした。


    「つまりもう一方──七星剣プレアデスが使えない以上、不可能と言うことか」


    　陽翔は歯は噛がみをして、ジェリーフィッシュを睨にらんだ。


    「もうエネルギー切れを狙ねらうしかねぇだろう！」


    　陽翔が大地を蹴けって、狙いを定めて振りかぶる。


    　しかし──触手に上から叩たたきつけられた。地面に落ち、転がる。


    　モンスターのスピードが速くなっているとはいえ、やはり蛮勇が過ぎる動き。自らやられに行っているとしか思えない。


    「さっきから何をやってるんだ、あいつは……！」


    　貴法が急いで陽翔を助けようと向かうが、触手に阻はばまれ、進路を変えた。遠回りだが、今は分裂をさせたくないのだ。攻撃のターゲッティングをするわけにはいかない。


    「貴法！　今、援護を──」


    　咲さ月つきが魔導で牽けん制せいしようとするが、それを希のぞみに制止された。


    「攻撃したらまた分裂されちゃうよ！」


    「で、でも！」


    　メンバーたちの心配をよそに、陽翔は体勢を整え、立ち上がる。


    　その瞬間──一本の触手に胴体と両腕をまとめて囚とらわれた。そのまま持ち上げられる。


    「しまっ……」


    　すぐに身体からだ中に闘気を送り込むが──行き渡らない。


    　触手を通じてエネルギーがジェリーフィッシュに入ってしまっている。闘気が敵を強化してしまっていた。


    「じょ、冗談じゃねぇ……！」


    　だが、いくら闘気を放出しても無駄だった。


    　すべて吸収されていく。


    　闘気は陽翔には何ひとつ味方をしてくれなかった。


    「こんなところで、捨てる命じゃねぇのに──！」


    　吠ほえても何も変わらない。


    　自身のセンスにすら見放されてしまったような無力感。


    　標的にするだけで分裂されることを危き惧ぐし、貴たか法のりたちも迂う闊かつに動けない。


    　そこへ──。


    「大丈夫か？」


    　エリシアが触手に乗り、陽はる翔との身体からだを掴つかみ、触手から解放しようとしている。


    　センスの使い手とは思えないほど、愚ぐ策さくで、愚ぐ鈍どんな手段。


    　だが、分裂させないためにはこうするほかないのも確かだった。


    　──情けねぇ！


    　こんな簡単に囚とらわれてしまった自分が。


    　エリシアにこんな真ま似ねをさせている自分が。


    　あまりにも惨めだった。


    「どうして言うことを聞いてくれねぇんだよ……！」


    　縛られて自由の利きかない腕をかろうじて動かし、縋すがるように七星剣プレアデスの柄つかを見つけて強く握った。


    　七星剣に裏切られたという思いが強く顔に滲にじみ出ている。


    　すると、エリシアは寂さびしそうな顔を作った。


    「七星剣が使えないのは、簡単な話なんだよ。陽翔」


    「なんで、それをお前が……」


    　何がわかるんだという、苛いらついた表情で睨にらみ返した。


    　だが、エリシアは気にした様子でもなく、必死に陽翔を助けようと身体を引っ張っている。


    「君がこの世界で一番大事なことを忘れているからだ」


    「何を……」


    「君自身が思い出さなければならない。私が教えてしまったら、七星剣は二度と君に力を貸さないだろう……。そういう子だからね」


    　七星剣の親のような口ぶりだった。


    「……でも、これだけは言わせてくれ。君の抱いているそれは、旭姫あさひのためになることなのか？」


    　頭がチリチリしてくる。


    　──何か……。


    　記憶の奥底から何かが浮上してくる。


    『この世界での────覚えている限り、剣は君に応えてくれるはずさ』


    　誰かの声。


    　記憶にないはずの声。


    　だというのに、妙に懐かしくなる。


    「陽はる翔と！」


    　貴たか法のりが頭上に転送。


    　陽翔とエリシアを掴つかみ、再び転送し、咲さ月つきたちのいる場所へと戻った。


    「助けるのが遅れた。すまない」


    「………」


    「陽翔？」


    　陽翔がエリシアを見る。


    　じっと、じっと、何かを思い出すかのように。


    　──でも、あの声は……！　確か……。


    　だが、何もわからない。


    『君らの強さの要因は、きっと──』


    　はっきりと聞こえたわけではない。


    　確信を得たわけでもない。


    　しかし、心にひとつの疑惑が湧わき上がる。


    「俺が間違ってたってのかよ、七星剣プレアデス……」


    　首しゆ肯こうするように、大きな宝玉が明滅した。


    　──お前はそんなに融通の利きかない剣やつだったのかよ。


    　七星剣が力を貸さない原因。


    　もう、陽翔も理解できた。


    　あまりにも単純すぎる理由。


    　生きようとしていない。


    　たった、それだけだ。


    　セトを倒すために、この命を燃やすつもりだった。


    　差し違えてでも殺すつもりだった。


    　あとのことなど、一切関係なく。


    　旭姫あさひを助けることさえできればいい、と──。


    　だが、それを七星剣は許さない。


    　込められた人格が、安易な道を進む主人マスターの考えを否定する。


    　ふと、宝玉が強く一度だけ輝いた。


    『目を覚ませ』と、主人を打ち据えるように。


    「お前の主あるじは……あくまで昔の俺だってことか」


    　子供の頃。


    　死など感じたことはなかった。


    　どれだけ強い相手であっても、必ず勝てると信じていた。


    　力強い闘気を使って。


    　頼りになる仲間がいて。


    　そして、折れない剣があった。


    　無敵だと思っていた。


    　どんな巨大な敵であっても、それが強ければ強いほど興奮する。


    　どれだけ高い壁があろうとも、皆を引っ張っていくんだと思うぐらいに無鉄砲。


    　自らトラブルを起こして、楽しもうとしている節ふしすらあった。


    　──それが、今はどうだよ。


    　強くなりたいと思うだけで、それ以外には何もない。


    　目的のためだけに、手段としてそれが必要なだけだった。


    　言うなれば。


    　セトを倒すことができるのであれば、別に強くなくても構わない。


    　セトを殺すための手段だと、安易に命を軽んじた。


    　命を投じなければ、セトに勝てないと思っていた。


    　普段の主あるじらしからぬ心情を七星剣プレアデスは見抜いていたのだ。


    「……すぐに、はいそうですかって切り替えるのは難しいっての」


    　陽はる翔とはどこか力を抜いたように、軽く言う。


    　だが、憑つき物が落ちたかのように表情から険が取れていった。


    「でも……思い出したよ。そりゃ、当然だよな。俺が死んでも……あいつは喜ばない」


    　それは、〝スバル〟にとって大前提のルール。


    　誰が言ったわけでもない、誰かが決めたわけでもない。


    　誰もがそれが当然なのだと了解していた、絶対的な取り決め。


    　陽翔が気持ちを切り替えるように、大きく息を吸う。


    　一回、二回、三回……。


    　そして──陽翔は七星剣の柄つかを握り締めた。


    「行くぜ、七星剣。もう間違えない。俺が愚直に突き進むためにも……今再び──力を貸してくれ！」


    　鞘さやから強烈な光が零こぼれ、それが顕けん現げんする。


    　陽翔の手に握られた七星剣が陽翔の闘気に呼応するように光り輝く。鈍にび色いろの刀身は姿を消し、かつてのような銀を取り戻していた。


    「さあ、二刀共演の時間だ！」


    　七星剣と創星剣オリオンを交差させる。


    　白金の闘気が身体からだを覆おおい、ふたつの剣に闘気が込められていった。


    　七星剣プレアデスが蒼あおく。


    　創星剣オリオンが朱あかく。


    　そして、互いが共鳴したように、嘶いななくような音を洞どう窟くつ中に響かせた。


    　六年前の──陽はる翔との攻撃特化スタイルだ。


    「ようやく、思い出したようだな。陽翔」


    「ああ。行くぜ、貴たか法のり。これで準備は整ったからな！　派手に行くぞ！」


    　貴法は呆あきれたように笑いながら、力強く頷うなずいた。


    「さっき言っていたアレをやるんだな？」


    「おう。頼んだぜ！」


    　七星剣と創星剣に注ぎ込んでいる闘気が、さらに増加する。


    　それに比例するように輝きも増していった。


    　蒼と朱の光が、膨ふくれあがっていく。


    「〈獅子なる銀河の一撃レオニダス・オリジン〉」


    　目を見開き、創星剣を構え、一いつ閃せん。


    　剣から放たれた闘気が、白き光を纏まとう獅し子しとなって、鼓膜を突き破るような咆ほう哮こうと共にジェリーフィッシュへと襲おそいかかる。


    　莫大なエネルギーを以もつて、敵の身体を覆っていった。


    　洞窟内で使えば、内部ごと崩壊させかねない必殺技。余波だけで洞窟が震ふるえているほどだ。


    　だが、皆の顔に不安はない。


    「今だ！　貴法！」


    「よし！」


    　貴法が地面に白い魔法陣を出現させて、陽翔の背中に触れる。


    　陽翔と貴法は、その場から消え去り──ジェリーフィッシュの反対側に現れた。


    　それは、獅子が辿るであろう道の途上。


    　そこへ──。


    「〈獅子なる銀河の一撃〉」


    　軛くびきから解き放たれるように、さらなる一閃──獅子が七星剣から飛び出す。


    　二頭の獅子がジェリーフィッシュを両端から喰くらい尽くすかのように飲み込んでいった。


    　分裂した端から一瞬で消滅させるほどの圧倒的な闘気のエネルギー。


    　獅子に容赦なく喰い千切られたジェリーフィッシュは、あっという間にその身を消され──。


    　獅子と獅子がぶつかり合い、その衝撃で消滅した。


    「……ったく。相殺のために二発撃つとか無駄もいいところだよな」


    　それぞれ相反する方向から放って相殺。


    　被害を最小限にしつつ、ジェリーフィッシュを圧殺。それが陽はる翔との思い描いていた攻略法だった。


    　問題はタイミングだったが、それは貴たか法のりの転送でどうにかなる。


    　あとは二刀にそれぞれ、〈獅子なる銀河の一撃レオニダス・オリジン〉を込めておけばよかった。


    　この無駄なやり方こそが、子供の時の陽翔とも言える。


    　洞どう窟くつ内のボスが消えると、その場に静寂が戻り──陽翔の手元には何かが落ちてきた。


    「よっ、と」


    　赤き封印石。


    　旭姫あさひのセンスと記憶が封じられているという、石だ。


    　透き通るような赤の中に、水が渦巻くような挙動を見せていた。


    「ようやく目的を果たせたな」


    　ひとり安あん堵どしている陽翔を、咲さ月つきたちも安心した目で見てくる。


    「変だって思って心配してたけど、最後の最後で調子を取り戻したみたいね」


    「悪かった。迷惑かけたな」


    「まったくよ。心配したんだからね。だいたい、陽翔は──」


    「あー。まあ、まずは地上に帰ろうぜ」


    　説教し足りないと不満げな表情を浮かべる咲月だったが、すぐに仕方なさそうに笑った。


    　踵きびすを返したその瞬間──轟ごう音おんが鳴り響く。


    　陽翔たちが一斉にそちらを向くと、壁が破壊され、白煙が舞い上がっていた。


    



    「その必要はない」


    



    　視界が晴れ、そこに立っていたのは、ローブを纏まとったプレイヤー。


    　右手の甲に赤い紋章が刻まれたその姿形。


    　フードを外すと、武士のような精せい悍かんな顔つきが露あらわとなる。


    「第三者カイン。推参」


    〝グノーシス〟。


    　その幹部のひとりだった。

  


  
    ［間章　追憶～the side of 〝Unknown Recollection〟 act.3～］


    



    　ルシアの視界で、星々が瞬またたく。


    　まだ見ぬ最強の剣を生み出すために、〝スバル〟の七人がアジトのテーブルに向かって、両手を突き出していた。


    　その先では空間が球形に歪ゆがんでおり、夥おびただしいエネルギーが集束しつつある。


    　鍛か冶じ場だと誤解するほど、アジトの中に熱が籠こもっていた。


    　エネルギーが、剣として具現化する。


    　さらに少しずつ、変化がもたらされた。


    　部屋の中をたゆたう光が、次々と流れ星の如ごとく、剣の中へ吸い込まれていく。


    　柄つかに埋め込まれた七つの宝玉が、星の役目を引き継ぐように煌きらめいた。


    　籠っていた熱が引いていき、できあがった剣がテーブルの上にゆっくりと落ちてくる。


    「これが……」


    　陽はる翔とが進み出て、剣の柄を握る。知らず喉のどが鳴った。


    「そう。これが君の剣だ。決して折れることはない。ここにいる者が生きている限り、消えることもない不滅の剣だ。夜空の星々すら斬きり裂くだろうね」


    　そう言うと、陽はる翔とはさらにワクワクしたような笑顔を見せた。


    　それだけでルシアの心がふわふわと温かくなる。彼らの喜ぶ姿を見ると、いつだってこんな気持ちになった。


    　未いまだに慣れない。だけど、甘く心ここ地ちよい。


    「すっげぇ、かっけぇ……」


    　掲げると刀身が反射で光り、宝玉が明滅した。


    　主あるじを迎え入れたかのように。


    「気に入られたようだね」


    「そ、そうなのか？」


    　陽翔が戸惑った様子で、剣を色々な角度から眺めた。


    「名前をつけてあげたまえ」


    　すると旭姫あさひが、真っ先に手を挙げる。


    「七人で作ったんだから、七に関わった名前にしようよ！」


    「例えば？」


    「ラッキーセブンとか？」


    「かっこよくない！」


    　旭姫の安直な名前に、咲さ月つきが全力で否定する。


    「でも、七に纏まつわる言葉ってのは悪くないね」


    「な、何があるかなぁ？」


    「七か。幾つか思い浮かぶものもあるが……」


    　クライヴ、希のぞみ、そして貴たか法のりも腕を組んで考え始めた。


    　やいのやいのと矢や継つぎ早ばやに言い合うが、まだこれと言った名前は出てこない。


    　すると、今まで黙り込んで趨すう勢せいを見守っていたルシアが小さく呟つぶやいた。


    「君たちの呼び名でもいいんじゃないのか？」


    「え？　そんなのあったっけ？」


    　旭姫が首を傾かしげる。うんうん唸うなるが、答えは出ないようだった。


    　そんな様子をルシアは小さく笑い、


    「〝スバル〟は和名だろう。それの元となった言葉──」


    　流れるように口にする。


    



    「七星剣プレアデス」


    



    　クライヴが感心した表情を作って口笛を鳴らした。


    「ギリシア神話の七姉妹か。悪くないね」


    　皆の反応も悪くない。反対する者は誰もいなかった。


    「姉妹ってのは気になるけど、語感がいいな！　よし、今日からお前は七星剣プレアデスだ！」


    　陽はる翔とは剣を鞘さやに収めると、皆に向き直る。


    「よし。それじゃ、試し切りと行こうぜ！」


    「仕方ないな。付き合ってやろう」


    　貴たか法のりたちは、各々のアイテムボックスを漁あさって準備を始めた。


    　陽翔はそれには交ざらず、ふとこちらに視線を向ける。


    　少々、不機嫌にも見えた。特に怒らせるようなことを言った覚えはないが……。


    「どうかしたかい、陽翔」


    「ルシア。さっきお前、君たちのって言っただろ」


    「それが？」


    「違うぜ。そこは、俺たちの、だろ？　〝スバル〟には、お前も入ってんだからさ」


    　ルシアが不意を衝つかれたように固まった。


    「そう、だな……」


    　俯うつむき、かろうじてそう呟つぶやく。


    　──少し早いが、予定通り、事を進めよう。


    「すまない、陽翔。いや、皆みんな。わたしにできるのはここまでだ」


    「……え？」


    　陽翔が眉まゆを顰ひそめた瞬間、耳を撫なでるような環境音と優しい音楽が混ざり合った音が流れる。


    　それを聞いた瞬間、〝スバル〟の面々が力を失い、止まった。


    「〈揺籠サウンドデイープ〉。心奏による魂たましいへの子守歌だ」


    　全員が眠り、地面に突っ伏すのを見届けると、ルシアは地に手をつく。


    　ルシアの身体からだに少しずつ光が灯ともり始め、六人の身体からも小さな光が浮き出た。


    　──わたしの痕こん跡せきを、君たちの中からすべて消し去らなければならない。


    〝グノーシス〟の関心を今、引きつけないために、それらを完全に封印する。


    　類たぐい稀まれな心奏を持つルシアだからこそ可能なセンスだった。


    　──ああ、こんなこともあったな。


    　吸い込まれていく光の中に、彼らと共に冒険をした様子が覗のぞく。


    　一生懸命戦う〝スバル〟の姿。


    　ピンチでも決して絶望せず、笑みすら浮かべる彼ら。


    「君らの強さの要因は、きっと、仲間を信じているからなんだろうね」


    　ボスを倒し終えた後、疲れなど忘れた様子で、歓喜の表情を浮かべるメンバーたち。その中にはルシアも含まれていた。


    　水遊びや空のレースで楽しんでいるルシアの姿が、宝石みたいに輝きながら、自分自身の中に吸い込まれていく。


    　──わたしには過ぎた思い出だった。


    　自然とぽつぽつと頬ほおを涙が流れていた。


    「本当に、ありがとう」


    　その言葉に反応でもしたのか、陽はる翔との手に握られた七星剣プレアデスが共鳴のような音を響かせる。徐々に強く、早く、ルシアの言動に抗議をするかのように。


    　さらに七つの宝玉が、激しく明滅する。


    　皆の代わりに引き留めようと、必死に藻も掻がいていた。


    「……わたしの代わりに、皆みんなを守ってくれ。頼んだよ、七星剣……」


    　七星剣の刀身を愛いとおしそうに指でなぞるルシア。


    　零こぼれた涙が、柄つかに吸い込まれていく。


    　そして、ルシアの視線は倒れている陽翔に向いた。


    　──わたしも、君たちの幼なじみになりたかったよ。


    　心の中で呟つぶやいて、ルシアは激しく渦巻く感情を払い除のけるように涙を拭ぬぐう。


    　監視前の、波紋ひとつない元の心に戻すために……。


    「覚えておいてくれ、皆。わたしの本当の名前は──」
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    　こうしてルシアは〝スバル〟から、痕こん跡せきひとつ残すことなく、朝の夜露の如ごとく、存在ごとすべてを消し去った。

  


  
    ［第四章　四刃乱舞］


    



    　男は、瓦が礫れきと共に現れた。


    〝グノーシス〟幹部、第三者カイン。


    　年は二十代後半だろうか。彼は精せい悍かんな顔つきで、陽はる翔とを強く見据える。陽翔よりも一回り大きい。ローブの外に覗のぞく腕や両脚から、屈強な体つきが容易に想像できるほどだ。


    「……まさか、そっちから来てくれるとはな」


    　陽翔が面白いことが起こったとでも言うように笑って睨にらみ返す。


    　それは六年前と同じ表情。どんなトラブルでも楽しむ昔の姿と同じものだ。


    「封印石を取りに来たということか」


    　エリシアがそう呟つぶやくものの、陽翔は気付いていた。


    　彼の目が封印石ではなく、こちらを見ていることに。


    「なんにせよ、引くわけにはいかないってことだ」


    　陽翔が七星剣プレアデスと創星剣オリオンを交差させて構える。


    　まだまだ暴れたりないと言わんばかりに、二刀は鳴き叫ぶような轟ごう音おんを響かせた。


    　持っているだけで、すべてが吹き飛ばされそうになるほどだ。


    「………」


    　すると、カインも同じく広げるように二刀を構えた。


    　禍まが々まがしさを発する曲きよく刃はの二振り。どちらも刀身から柄つかまでが黒く、埋め込まれた宝玉の色だけが、それぞれネイビーブルーとアンバーとなっている。


    「あんたも二刀か」


    「………」


    　カインは答えない。


    　ただ、その曲刀におぞましさを覚えるほど、急速にセンスが込められていくのがわかる。


    　一方には黒き闘気。そして、もう一方には紫色の魔導が。


    　天恵として授かることのできる六種あるセンスカテゴリーの、二種。


    　扱えるプレイヤーがいないわけではない。センスはメインとなるひとつが割り当てられるが、他のセンスをまったく使えないわけではないのだ。誰にでも、どのセンスでも、扱うための能力はある。


    　しかし、メインのセンス以外は実践レベルでは使えない。メインセンスで限界まで引き出せる力を10としたら、サブセンスの力はせいぜい１。補助に使える程度であり、そもそもサブセンスを磨みがくぐらいならメインセンスを鍛えた方がいいという結論が《ユニオン》時代に出ている。


    　同じ時間で１伸びるセンスと、０・１しか伸びないセンスであれば、よほどサブセンスが便利でない限りは、メインセンスを扱った方がいい。成長阻そ害がいの要因にしかならないからだ。《リユニオン》であればセンスオーバーを引き起こしかねない。


    「闘気と魔導って……完全に火力専門職って感じね」


    　咲さ月つきが目を瞠みはってカインを見た。


    　闘気と魔導は特に素で高い攻撃力を出すことができる。どんなプレイヤーでも闘気は前衛に、魔導は後衛にいることが多い。


    　カインの二刀が、抑えきれないように震ふるえだす。センスを込め終えたようだった。


    　だが、あんなものを放てば──。


    「この洞どう窟くつを壊す気か!?」


    　貴たか法のりが呟つぶやくが、カインは知ったことではないと言わんばかりに、剣にセンスを込め続ける。


    　そして──。


    



    「余波程度で死ぬのは興ざめぞ」


    



    　カインは二刀を逆手に持ち変え、翼を広げるように構えた。


    　天に向かって、交差させるように──一いつ閃せん。


    「な……！」


    　咲さ月つきたちが呆あつ気けに取られるのも束つかの間ま。


    　放たれた膨大な闘気と魔導のエネルギーが、瞬またたく間に視界を白に染める。


    「──防げ、フェーローニア、アクゼリュス！　翠みどりの城じよう塞さい！　──護まもれ、キムラヌート、シェリダー！　鋼はがねの塁るい壁へき！」


    　咲月を中心として、陽はる翔とたちを守る竜巻のようなドームができあがった。さらにクリスタルと鋼の混合型ドームでも覆おおわれる。


    「お前が防御で二重に魔導を使うなんて初めて見た」


    「冗談言ってる場合じゃないでしょ、陽翔。とんでもない威力よ！」


    　轟ごう音おんが腹にまで響いてくる。


    　耳を劈つんざく破壊音。瓦が礫れきの落下音。咲月の防御魔導が軋きしむ音。


    　ドーム内での会話が、すべて掻かき消されてしまうほどだ。


    　桁けた違ちがいの威力。


    　それを、ひしひしと肌で感じる。


    　特に闘気使いの陽翔は、正確に把握した。


    　──闘気の量だけで言えば、互角か。あるいはあっちが上だな。


    　認める。


    　間違いなく今まで見た中で、最も多い闘気量。


    　今まで自分の半分程度のプレイヤーしか見てこなかった陽翔にとって、この相手の持つ闘気は衝撃的だった。


    　その上、カインは闘気だけではなく、魔導まで使うのだ。


    「あ……」


    　希のぞみが息を止めて天を見上げる。


    　洞どう窟くつ内で暗かったはずが、月明かりが差し込んでいた。


    　いや、差し込むどころの話ではない。


    　その場所をすべて照らしていた。


    「地上まですべて消し飛ばしただと……」


    　貴たか法のりが唾つばを飲み込む。


    「はっ。面白いじゃねぇか。昔、俺が大陸の形を変えたのを思い出すぜ」


    「そんな昔話は置いといて！　海水が雪崩なだれれ込んでくるわよ！」


    　ここは地下なのだ。


    　その上を消し飛ばした以上、自然と水によって埋まっていくはず。


    「あ、あれ？」


    　だが、そうはならない。


    　今陽はる翔とたちが立っている場所は、クレーター状になっているが、その端が大きく隆起している。


    　それが堤防となって、海水の浸食を防いでいるのだ。


    　そして、クレーターの中心は、真っ平らになっていた。


    　完全に陽翔たちがいる場所だけが窪くぼ地ちになっている。


    「あそこまでエネルギーを放ちながら、こんな器用な芸当までやるってのか」


    　地上までをすべて消し飛ばしながらも、その壊し方の調整までしている。


    　ただの火力偏重のプレイヤーではない。


    「……おそらく、あの男こそ、この世界において最も火力を持つプレイヤーだろう」


    　エリシアが苦々しく語る。


    「あいつを知ってるのか？」


    「いや、わたしが知ってるのはセトとナハシュだけで、カインは文献で見たのみだ。連中が旭姫あさひを手に入れた後、敵対勢力を滅ぼすのに投入されたらしい。その姿は、まさに兵器だったと伝わっている」


    「兵器、ね」


    　周囲の有様を見れば、それも頷うなずけた。


    「だけど……私たちなら勝てない相手じゃない。闘気と魔導なら、わかりやすいし」


    　闘気と魔導は火力が大きくなる反面、その手段は限られてくる。


    　その分、相手が何をしてくるかもわかりやすい。


    　逆に変幻や夢境、天理、心奏はアプローチの仕方が多岐に亘わたるため、いつの間にか絡からめ取られているということが多いのだ。


    　それに比べれば、むしろ対応のしようはある。


    　だが──。


    　カインは突然、二本の剣を地面に突き刺し、仁王立ちをして腕を組んだ。


    　陽翔たちが訝いぶかしげな顔をする間もなく、


    



    「一騎打ちを所望ぞ」


    



    　と、声高らかに宣言した。


    　黒曜石の如ごとき黒き瞳ひとみは真まっ直すぐに陽翔を見据えている。


    　それ以外に望みなど欠か片けらもないというように。


    　無言の陽翔たちに向かって、カインはさらに続けた。


    「私に勝利した暁あかつきには、旭姫の居場所を教示する」


    　貴たか法のりは不審さを表情に隠さないまま、カインの様子を窺うかがう。


    　彼にとってはあまりにも予想外で、意図がまったく読めない。提案に目を丸くするしかない。


    「エリシア。君の心奏で表層だけでも探れないか」


    　貴たか法のりが額に汗を浮かべながら、エリシアを見る。


    「もうやっている。……やつは本気で言っているぞ。表層どころか心の底からだ」


    「心を偽装している可能性は？」


    「まったくない。書き換えた痕こん跡せきもない。真まっさらだ。わたしの心奏を拒むことなく受け容いれている。信用させようとしているのか、隠す気もないのか……」


    　貴法は信じられないように首を振った。


    「馬ば鹿かな……」


    「心の中を誤ご魔ま化かすことができるのは心奏使いだけだ。闘気や魔導では読心を防ぐことはできても、そこまでだよ。偽にせ物で飾り立てるのは無理だ」


    　意味がわからない。


    　カインは〝スバル〟を討ち滅ぼしに来たのではないのか？


    　封印石を取りに来たわけではないのか？


    　そのどちらでもなく、ただ一騎打ちをしたいと言って、勝てば情報を与えるという。


    「ただの罠トラツプにしか聞こえんぞ」


    　貴法の意見に同意したように、咲さ月つきと希のぞみも頷うなずく。


    「この状況下だと、時間稼ぎか何かかしら？」


    「それも意味がある行為とは思えないけど……」


    　そんな彼らの会話をよそに、陽はる翔とはずっとカインに視線を合わせていた。


    　逸そらすことなく、目で会話をするかのように。


    　そしてほとんど直感で理解した。


    　こいつは真実を言っているのではないかと。


    　本当に勘でしかない。ただ、彼の瞳ひとみに曇りがないことは事実なのだ。


    　陽翔がカインに向かって一歩踏み出した。


    「いいだろう。俺がやる」


    　するとカインは、


    「感謝ぞ」


    　と、微かすかな笑みをその顔に湛たたえた。


    　悪巧みのそれではない。青年らしからぬ無邪気な笑み。


    　身体からだが感動に打ち震ふるえているようだった。


    　ローブを剥はぎ取ると、引き締まった身体が露あらわになる。


    　筋肉の鎧よろいがそこにあった。無駄に大きいわけでもなく、理想的な体つき。


    　長年、強烈に身体を追い込んだことが一目で窺うかがえる。


    　そして、武道の経験者であることも察せられた。


    「ちょ、ちょっと！　やめなさいよ！　一騎打ちって、あんた、わかってるの？」


    　カインに向かう陽はる翔とを、慌あわてて咲さ月つきが止める。


    「わかってるよ。一対一で戦うってことだろ」


    「一騎打ちの意味の話をしてるんじゃないわよ。律りち儀ぎにそんなことしなくてもいいでしょう。五人で──」


    　陽翔が咲月の肩を掴つかんで、諭すように首を振る。


    「一対一で勝てば、旭姫あさひの居場所を教えてくれるっていうんだ。こんなに楽なことはないだろう」


    「だ、だからって……」


    「たぶん、あいつは嘘うそを言っていない。この手の申し出には、しっかりと応えたい。たぶん旭姫ならそう言うだろうからな。それに昔の俺だって、そうしてた」


    　それを聞いて咲月がすぐに諦あきらめたような、心底呆あきれたような顔をする。


    「それに、俺ひとりであいつを倒せるぐらいじゃないと、セトには勝てない。俺は……この戦いで、もうひとつ上に行かなきゃならないんだよ」


    　すると、大きな溜ため息いきが耳に届いた。その主あるじは心配そうに陽翔を見つめている。


    「……っとにバカなんだから！」


    「自分でもそう思うよ。でも、そうじゃなきゃ、俺じゃない」


    　七星剣プレアデスの力を引き出すためにも。


    　──俺は昔の俺に回帰しなきゃならない。


    　思い出しつつある記憶と共に、力をすべて取り戻す。


    　すでにその欠か片けらは揃そろっているはず。


    　あとはピースを嵌はめるだけだ。


    「だから、絶対に手を出すなよ」


    「～～～～～～!!　もう、勝手にすれば！」


    　怒りながらも、不安そうな……複雑な表情のまま顔を逸そらす咲月。


    「勝算はあるのか？」


    　貴たか法のりが厳しい目つきで問い掛ける。


    　それに対して、陽翔は小さく首を振った。


    「さあな。やってみなきゃわかんねーけど、勝つさ」


    「ああ。やるからには勝て。やってみなきゃ……では、問題外だ」


    「わかってるさ。この程度、さくっとこなして見せるぜ」


    「根拠も何もないな。そんなところまで昔に戻るな、まったく……」


    　貴法が心底、呆れたように苦笑した。


    　そして、希のぞみもまた陽はる翔とに問い掛ける。


    「創星剣オリオンは、平気？」


    「ああ。相変わらずのじゃじゃ馬だけど、ま、可か愛わいいもんさ。負荷かけて悪いけど、維持し続けてくれよな」


    「わかってる。陽翔くんが戦う限り、ね」


    　エリシアは特に何を言うでもなく、静かに佇たたずんでいた。


    　だが、何か言いたげに陽翔を待っている。


    「なあ、エリシア」


    「……なんだい」


    「お前はさ。もしかして……」


    　そこまで言って、陽翔は言葉を飲み込んだ。


    「いや、いい。確証があるわけでもないしな」


    「そうか。わたしから言えることはひとつだけだよ」


    「聞いておくよ」


    「君の原風景を忘れるな。それだけだ」


    　陽翔はそれを心の中で咀そ嚼しやくするようにして染み込ませる。


    　なんだか初めてのアドバイスという気がしない。


    「肝に銘じておくよ」


    　陽翔がカインへと踏み込もうとしたところで、


    「待ちなさい」


    　咲さ月つきがその腕を取って引き留めた。


    「なんだよ。まだ止める気か」


    「もう止めないわ。でも──」


    　咲月はしゃがみ込んで、七星剣プレアデスの刀身に触れる。


    「私の力くらい持って行きなさい」


    「咲月？」


    「このぐらいいいでしょう。あいつだって闘気と魔導のデュアルセンスなんだもの」


    　咲月がカインに視線をやると、カインは小さく首しゆ肯こうした。


    「構わぬ」


    　特に文句を言うこともない。


    「武器がいかに強化されようと問題などない。扱う者の志と打ち合えれば本望ぞ」


    　その言い分は、武士を思い起こさせる。


    　あるいは、彼はそういう人種なのかもしれない。


    　まだまだ意図は不明なままだが、それでも、ただ強い者と戦いたいという意志はずっとあけすけにしたままだ。


    「ならば僕も、七星剣プレアデスに力を貸そう」


    「貴たか法のり……」


    　そして、エリシアもまた陽はる翔とに近づいた。


    「……わたしも君の七星剣に封印の力を与えておこう。あいつの攻撃を気持ち、軽減できるかもしれない」


    「サンキュ、エリシア」


    　エリシアがかがみ込み、七星剣の刀身にそっと触れた。


    「……わたしの代わりに、彼を守ってくれ。頼んだよ、七星剣」


    　優しく、言い聞かせるように呟つぶやく。


    　初めて聞いたはずなのに、なぜか懐かしい気持ちになった。


    　七星剣もそれに応えるように宝玉を光らせる。


    「……七星剣が俺以外に応えるなんて珍しいな」


    「昔の君が戻ってきて機嫌がいいんじゃないのか」


    「そうだといいな。エリシア、お前の力、期待してるぜ」


    　二刀と言えど、両方を攻撃に使うタイミングは限られる。


    　基本的にはひとつを剣として、もう一方を盾たてとして使うことが多い。エリシアの封印センスが込められた剣であれば、盾としては申し分ない。


    　剣として使って、相手のセンスを多少なりとも封印できるのであればなおさらだ。


    「……よしっ、と。ありったけ詰めてやったわ」


    「ありがとうな、咲さ月つき。精霊に無理しないでくれって伝えておいてくれ」


    「ええ。危なくなったら離れろって伝えてあるから」


    　咲月の魔導も問題なく込められた。


    「……陽翔くん、頑張ってね」


    「ああ。お前の剣、頼りにしてるから」


    　創星剣オリオンを掲げて陽翔は力強く握り込む。


    　希のぞみもつられるようにして笑みを浮かべた。


    　すべての準備を終えた陽翔は、カインに向き直る。


    「待たせたな」


    「是非もなし」


    　陽翔が前に進み、カインへと近づき、対たい峙じする。


    　陽翔が二刀を構えるが、カインは構えない。


    　すると、カインは右手の甲を陽翔に向ける。刻まれた紋章が紅あかく光を放ち始めた。


    「それは……」


    　シモンやマルキオン、ケリントスらが不可思議な現象を起こした力。


    　シモンとエーギルを同一化させ、マルキオンとケリントスが、エリシアによるセンスの封印を無効化したものだ。


    　陽はる翔とは一瞬警戒するが──。


    「……回復してる？」


    　自分の身体からだが淡い光に包まれ、傷だらけだった陽翔の身体が見る見るうちに回復していく。


    　自然回復の領域を超えて、ＨＰが全快した。精神的な疲労までもが軽減される。この世界において、これほど簡単に回復するセンスは存在しないはずだ。


    「なんなんだ、それは……」


    「この世界のシステムの根源にアクセスするためのキーぞ。おいそれと使えるものではないし、我はもう使わぬ」


    「チートみたいなもんか。それを俺の回復に使ってよかったのかよ」


    「全力の【獅子心王クールドリオン】と戦うことこそが本望ぞ」


    　そして、カインが刺した二刀を地面から引き抜き、構えた。


    「さあ、始めるか」


    　お互いに睨にらみ合い、まだ動こうとしない。


    　陽翔が斬きりかかる姿勢を見せているのに対して、カインは自然体で受けの姿勢。


    　お互い隙すきを探るように、様々なシミュレーションをして、相手を倒す道筋を探していた。


    　すると、陽翔が雰囲気を完全に無視して、


    「はぁ～～～～～……」


    　盛大に溜ため息いきを吐つく。


    　カインが虚を突かれたように目を瞬しばたたかせた。


    「やっぱ、こういうのは性に合わねぇな。昔の俺なら──しない」


    　創星剣オリオンを構え、そこに白金の闘気を行き渡らせた。


    「行くぜッ！　〈星剣アークトウルス〉！」


    　一いつ閃せん。


    　光の刃が剣から解き放たれ、波動のようにカインへと襲おそいかかる。


    　空間切断の特性を持つ闘気は、しかし、カインには届かなかった。二刀を盾たてとして、完全に受け止められている。


    　鍔つば迫ぜり合あいのような音を立てているが、カインの足は一ミリたりとも動いていない。


    「むべなるかな……我が闘気使いでなければ、この時点で勝負は決していた」


    　カインは二刀で闘気を押さえ込みながら、光の刃を横へと弾はじいた。


    「俺と同じ闘気を生成して防いだのか」


    「同質の闘気は物理的に干渉し合う。上う手まく扱えば、逸そらすことも可能ぞ」


    　陽はる翔とは真正面からカインへと突っ込む。


    　馬ば鹿か正直に、何のフェイントもなく。


    　咲さ月つきたちが呆ぼう然ぜんとして、絶句する。


    　しかし、その意図はカインに伝わっていた。


    「重ちよう畳じよう！」


    　カインが口を歪ゆがめてニヤリと笑う。


    　陽翔は二刀で挟み込むように、カインの胴を薙なぐ。


    　しかし、カインは両の剣を立ててそれを防御。


    　剣を弾はじかれた陽翔は跳躍し、今度は真上から創星剣オリオンを振り下ろす。


    「──盾たてと成せ、イージス。護国の翼」


    　カインが精霊を使役すると、鳥が翼で包み込むようにその身をガードする。


    　創星剣は弾かれ、陽翔は体勢を崩された。


    「魔導かッ！」


    　空中を落ちながら、陽翔はそれを見る。


    　カインの持つ双剣に、高密度に圧縮された魔導の焔ほのおと強化の闘気が融合し、込められているのを。


    「──焔を宿せ、プロメテウス。〈覇焔神刃レーヴアテイン〉！」


    　焔の剣が振り下ろされた。


    　大地が叩たたき割られ、そこから焔と衝撃波が迸ほとばしる。


    「おおおおおっ！」


    　陽翔は地面に降りると、二刀を交差させて突き刺し、ガードの姿勢を取った。


    　咲月によって込められた魔導のセンスを闘気で強化。


    〈覇焔神刃レーヴアテイン〉が二刀とぶつかり合う。


    　凄すさまじい衝撃と熱波で、陽翔の肌が焼けていった。


    「ぐっ……！」


    　白金の闘気ですら防ぎきれない威力と熱波。


    　敵ながら感心してしまう。


    「〈覇焔神刃レーヴアテイン〉を止めるか。楽しませてくれる！」


    　今度はカインが真正面から陽翔に斬きりかかった。


    　鋭く襲おそいくる一いつ閃せんを陽翔は紙一重で避ける。続けて繰り出された刃を、陽翔は創星剣で弾いた。


    　陽翔は七星剣プレアデスを顔に向かって突き出すが、カインは頭を僅わずかに動かすだけで回避する。


    「──奪命せよ、カーミラ。〈鮮血鬼牙ダインスレイヴ〉！」


    　次に振り落とされた剣は、血のように赤く輝いていた。


    　怖おぞ気けが背筋を走る。


    　だが、もう避けられない。


    　──せめてガードを……！


    　創星剣オリオンの刀身を使って、剣の切っ先をガードした。


    　その瞬間──陽はる翔との中に何かが巡る。


    　気付いた時には、肩口に大きな傷が生まれ、噴き出すように流血した。


    「ぐっ……！」


    　闘気を無理矢理身体からだの中に送り込まれ、内部から破壊されたのだ。


    「こっちも……ただでやられたと思うなよ！」


    　創星剣とぶつかり合っていたカインの一刀が、纏まとっていたオーラを失っていた。何の変哲もない剣に成り下がっている。


    「ほう」


    「創星剣は行儀が悪いもんでな。吸い込めそうなもんは、全部奪う。あんたの剣のエネルギー、もらっておいたぜ」


    　創星剣が甲高い音を立てて、赤きオーラを放つ。


    「いいぞ。いいぞ。これぞ、我が望んだ闘争ぞ！」


    「お眼鏡めがねに適かなって光栄だよ！　こっちもそろそろ本気を出していくぜ！」


    　再び、ふたりがぶつかり合う。


    　七星剣プレアデスと創星剣、カインの二刀の剣けん閃せんが重なり、幾多もの剣けん戟げき音が響き出した。


    　風圧による烈風が発生し、お互いを挟んだ空間に刃の嵐あらしが絶え間なく吹き荒ぶ。


    　カインの右剣が閃ひらめき、陽翔の創星剣が弾はじき返し、七星剣が唸うなりを上げてカインに迫ると、カインの左剣が受け流す。それを何度も何度も繰り返した。


    　そこに存在するはずの四つの剣はほとんど見えず、月光の反射が時折煌きらめくのみ。


    　ただただ、剣を繰り出し、剣を返す。


    　まるで通じ合っているかのように。


    　次の剣閃は、次の鋭さは、次の威力は──すべてを本能で理解しながら。


    　どれも致命。


    　どれも必殺。


    　一手でも外せば、死。


    　あらゆる角度からの攻撃が交錯し、鋭く重い音が鳴る度に、地形が削られていく。


    「きゃあっ！」


    　その余波が希のぞみの横を掠かすめていった。


    「あの馬ば鹿かめ。僕たちがいることを完全に忘れているな」


    「こんな状況だっていうのに……何で笑ってんのよ、あいつは」


    　呆あきれたように呟つぶやく貴たか法のりと咲さ月つきだったが、それでもその表情は柔やわらかい。


    「だけど……彼らしい。純粋に《リユニオン》の世界に浸ひたって、シンクロしている」


    　エリシアも微笑ほほえむように陽はる翔とを眺めていた。


    「まるで昔の彼を見ているようじゃないか」


    　懐かしいものでも見ているかのように。


    　その拳こぶしにぐっと力が入った。


    　負けるな、と。


    「はあああっ！」


    「ぬんっ！」


    　陽翔とカインの一撃が重なる。


    　お互い弾はじかれることなく、鍔つば迫ぜり合あいとなった。


    「あんた、今までの〝グノーシス〟の連中と全然違うな！」


    「我は旭姫あさひや未来などに興味はない。あるのはただ、強者との戦いのみ！」


    　タイミングを計って、お互いに鍔迫り合いを止めて剣を引く。


    　そして、ふたりの間で四つの剣が煌きらめいた。


    　見えない。


    　目で追えるような速度ではない。


    　もはや、両者共に直感と経験によるもので、洗練された演舞のようだった。


    「そんなの《リユニオン》じゃなくてもできるだろうがよ！」


    　陽翔がそう言うと、カインは否定するように険しい目つきになる。


    「できなくなったのだ」


    　陽翔の剣を弾きながら、鋭い視線を返すカイン。


    「我は剣で、日々同志と共に研けん鑽さんしていた」


    　重く鋭い剣が陽翔の喉のどを穿うがつべく、突き入れられる。


    　陽翔は創星剣オリオンを下から振り上げ、弾いた。


    　弾いた手が芯しんまで痺しびれ、握力を失いそうになる。とてつもない力が込められた一撃。


    「だがある日、我は覚かく醒せいしてしまった。制御に失敗し、この手を汚けがした。現実でもセンスが使えるようになった結果、人との戦いはすべてが不公平になり、我の修業の道は呆あつ気けなく終わりを告げた。当然ぞ。このような力で圧倒することなぞ誰も望まぬ」


    「なるほど。センスなんて理不尽の極致だしな！」


    「我が求めていたのは、こんな人外の力ではない！　だが、心を焦がす闘争への憧しよう憬けいは決して消えぬ！」


    　剣けん戟げきを環境音にしながら、カインは呪じゆ詛そのように吐き出す。


    　センス。


    　この力が現実で使えてしまえば、それは勝負にならないだろう。


    　あらゆる武道、スポーツにおいて公平ではなくなってしまう。


    　行きすぎた力は不正と見なされ、表舞台にすら立てない。排除の対象として忌き避ひされる。


    「故ゆえに、セトについた！　未だ見ぬ闘争を夢見て！　もはや昔のような闘争は望めぬ。だが、このように下らぬセンスを駆使した戦いも一興と思うしかなかろうぞ！」


    　カインの二振りの剣による攻撃を、陽はる翔とは弾はじき、避け、逸そらす。


    　だが、突如下から衝撃を喰くらった。真上に突き上げられる。


    「な──」


    「よもや、剣以外を使うのは卑ひ怯きようなどとは言わぬであろう!?」


    　カインが振り上げた足が、陽翔の顎あごにヒットしていたのだ。


    「言わねぇよ！　こっちだって剣だけじゃないからな！」


    「ぐっ!?」


    　カインが呻うめき声を上げ、脇腹を見ると一本のナイフが突き刺さっている。


    　まったく警戒していなかったのだろう。隙すきを衝ついてしまえば、いかに闘気使いであろうと、その防御は他プレイヤーと変わらない。


    「これは……いつの間に」


    「クライヴのナイフだよ。隙を見て投げたんだ。俺だって一本ぐらいなら扱える」


    　そのナイフは陽翔の右手の中指と、鋼こう糸しで繋つながっていた。


    　クライヴの真ま似ねをして、不敵に笑う。


    「はははははは！」


    　カインは哄こう笑しようしながらナイフを引き抜き、鋼糸を無造作に引き千切った。


    「然しかり！　これでこそ、我が〝グノーシス〟についた意味がある！　せめてもの慰みで構わぬ！　我の飢えを、乾きを、満たすがいい！　天羽あもう陽翔！」


    　カインの攻撃が一層激しさを増す。


    　解き放たれた獣けものが如ごとく、荒々しい剣筋。しかし、鋭さは加速度的に増している。


    　対して陽翔は防御一辺倒になっていた。


    　──避ける余裕がねぇ！


    　弾くことも逸らすこともできず、ただただ受け止める。


    　距離を取ることもできない。そんな隙を見せたら、間違いなくその瞬間にやられるだろう。


    「もっと、もっとだ！　──糧かてを以もつて、勝利と成せ、ニケ。〈覆天冥覇斬フレイ〉！」


    　カインが二刀を黒と紫に輝かせ、交差させるように一いつ閃せん。


    　膨大な渦巻く闘気が陽翔を襲おそう。


    　陽翔は回避を諦あきらめ、耐えるべく剣を交差させて構え、闘気をすべて防御に回した。


    「〈専心要よう塞さい〉！」


    　それはどんな攻撃だろうと耐え抜く、闘気における最強の防壁。


    　あらゆる防御能力を最大まで強化した、守備の極致。


    　だが──。


    　それらすべてを突き抜けて、陽はる翔とはまともにカインの攻撃を喰くらった。


    　大きく吹き飛び、地面を転がっていく。


    「がっ……！」


    　意識を失わなかったのは、運が良かったとしか思えない。防御など関係もなく、まともに受けてしまったのだ。


    　だが、解せなかったのは相手の攻撃だ。


    　──何の手応えもなかった……!?


    　思い出したのは、セトの攻撃。


    　こちらの攻撃を完全に無効化したあのセンスだった。


    「我の必殺を耐えるか」


    　カインも今の一撃で大きく消耗したのか、すぐには襲おそいかかってこない。


    　剣が力を失ったようにオーラを失っていた。


    「今の精霊は何だ、咲さ月つき」


    　一連の流れを見ていた貴たか法のりが険しい表情で咲月に問う。


    「……初めて見たからはっきりとは言えないけど、魔導の流れを見る限り、あれはきっと約定の精霊。言わば因果を操る精霊ね。どんな状況だろうと望んだ結果にするわ」


    「では、今のは『陽翔に攻撃を当てる』という結果にした、と……？　運命を捻ねじ曲げたとでもいうのか？」


    「たぶんね。いくら防御しても攻撃が当たるって約束が成されてるんだから無駄だわ。きっと《リユニオン》のどこにいたとしても……いえ、現実にログアウトしてても攻撃は当たったかも……」


    「なんだ、その不条理の極まった精霊は。願いがそのまま叶かなうなら、陽翔の勝ち筋など最初からないことになる。いくらなんでも……」


    「だから、きっと願いに応じた代償があるのよ。希のぞみの創星剣オリオンみたいに。今の場合だと、おそらく自分自身のライフや闘気だと思うけど……」


    　そんな精霊を使役するのは生なま半なかなことではない。


    　闘気だけではなく魔導も、そして、扱う精霊すら超一流。


    　まだ見ぬ精霊がいたという事実に、咲月としては忸じく怩じたる思いが湧わき上がった。


    「とんでもねぇもん、使うじゃねぇかよ……」


    　七星剣プレアデスを支えに、陽翔は立ち上がる。


    　だが、既に満まん身しん創そう痍い。そもそもゲームオーバーにならなかったのが不思議なぐらいだ。


    　僅わずかに残ったＨＰは、おそらく七星剣プレアデスに込められた封印の力のおかげか。


    「天羽あもう陽はる翔と。如い何かにして耐えた？　今のは闘気など関係なく、主に命中したはずだ。因果すらねじまげてな」


    「知らねぇよ。ただ……負けらんねぇって思っただけだ。大事な女を救うために、こんなところで死んでられねぇんだよ」


    　死ぬことは許されない。


    　セトの攻撃とは違うが、それでも強大な未知の攻撃。


    　回避不可能な攻撃に、絶望的になる面々。


    　それを前に──陽翔は笑った。


    「そうだよ……。乗り越える壁ってのは、こうでなくちゃな」


    「ほう。我を壁と？」


    「そうだ。あんたとの戦いで、どんどん湧わいてくるぜ。昔の俺と新しい俺が」


    　陽翔が再び白金の闘気を纏まとう。


    「壁があるから歩みを止めて、自分を見つめ直すこともできる。壁を登るのか、避けるのか、壊すのか、進むために必要なことを考えなきゃならない」


    　陽翔は七星剣の切っ先をカインに向けた。


    「それで思い出したよ。満たされてないのはお前だけじゃない。俺だってそうだった」


    「………」


    「俺はこの《リユニオン》に入るまでは、壁すら見失っていた。旭姫あさひを失って何もかもに絶望して六年間、何をしたらいいかも、どこに進んだらいいかも分からなかった」


    　でも、今は違う。


    「頼りになる仲間がいる。救うべきやつがいる」


    　そして、それを達成するために。


    「この世界にはセンスがある。現実じゃ何もできない俺に、進む力を与えてくれるセンスがな！」


    　歯を食いしばり、カインを睨にらみつけた。


    「あんたの言ったことに間違ってることがひとつある。訂正してもらおうか」


    「む？」


    「センスは下らなくなんてねぇってことだよ！」


    　陽翔が攻撃を喰くらったことなど忘れたかのように、ふたつの剣を振りかざす。その闘気は死の淵にありながら一層輝きを増していく。


    　カインが目を見開いて迎え撃った。


    「どこにこんな力が……！」


    　気迫。


    　それしかなかった。


    　しかし、それで陽はる翔とはカインを押している。


    　カインにとって、精神的に気け圧おされるなど屈辱でしかない。


    「面白い……！　なれば、その思いごと粉砕してくれようぞ！　──未来を以もつて、力と成せ、ニケ！　〈力の時転リヴアイヴ〉」


    　詠唱の瞬間──カインが闘気を取り戻した。


    　剣もオーラを迸ほとばしらせる。


    　自身の未来を代償とした必殺の闘技。


    「この戦いが終われば、しばらくは無力となり、戦えなくなるであろう！　だが、それで構わぬ！　ここで主を打ち破れば、我の飢餓は満たされようぞ！」


    　カインが二刀を振りかざし、剣けん閃せんを煌きらめかせる。ここまで地道に疲ひ弊へいさせてきた闘気と魔導が完全に復活していた。


    　攻守が逆転する。


    　陽翔は再び、防戦に回った。


    　どれだけの闘気をもってしても。


    　どれだけ精神を強くしても。


    　届かない壁があるのだと思い知らせるかのように。


    「ぐあっ！」


    　切り刻まれる度に、陽翔の身体からだから血が噴き出す。


    　いつ倒れてもおかしくなかった。現実であるならば、もう動けないだろう。


    　しかし、


    「……なんだ、その目は」


    　陽翔の目は、些いささかも光が衰えない。


    　追い込まれていくほど、強くなっていく。


    　策などあるはずがない。


    　勝利への道筋など、すべて消された。


    　カインはすでに確信している。


    　だというのに、陽翔は決して、諦あきらめようとしていなかった。


    「なればこれで逝いくがいい！　──糧かてを以て、勝利と成せ、ニケ。〈覆天冥覇斬フレイ〉！」


    　カインが再び、黒と紫の二刀を一いつ閃せん。


    　必中を結果とされたエネルギーが、陽翔に向かう。


    　陽翔は前回と同じように、闘気を全身に纏まとわせた。


    　──絶対に、死なない。昔の俺なら勝てると笑ったはずだ！


    　それを心の底から信じて、陽翔は向かってくる攻撃を見据える。


    　──その瞬間。


    　赤き光が陽はる翔との胸から溢あふれ出した。


    



    　　　　　▽　　　　　▽　　　　　▽


    



    　ぼんやりとした白い霧の中に視みえたのは、六年前の真実の記憶。


    　アジトの中で陽翔が、貴たか法のりが、咲さ月つきが、クライヴが、希のぞみが、楽しそうに話をしている。ダンジョンについてか、あるいはクエストについての話だろう。


    　会話が一段落すると、皆は揃そろって旭姫あさひの後ろに目を向けた。


    　そこにいたのは──エリシアだ。


    　少し困惑した表情を浮かべて、諭すように何かを言っている。


    



    　場面が移り変わる。


    　巨大な蟻ありを相手に戦っているところに、エリシアが現れた。


    　皆が彼女の強さに呆ほうけている中、旭姫が彼女に興きよう味み津しん々しんで近づいていく。


    　今度はガードアリゲーターとの戦い。


    　次にミラータートルとの戦い。


    　七人でダンジョンを探索し、七人で喜びを分かちあっている。


    



    　今度の場面は、クライヴとの対話だった。


    　クライヴが疑わしげにエリシアと話している。


    　だが、すぐに彼は笑い、彼女とわかり合ったように握手を交わした。


    



    　再び場面が変わった。


    　白衣の者たちが旭姫を囲っている。


    　捕らえようとする中、エリシアが現れて旭姫を救おうと孤軍奮闘していた。


    　旭姫に封印の力を注ぎ込むが、失敗。


    　赤い石が割れ、情報がサーバー上に散っていく。


    



    　またも切り替わって七星剣プレアデスを作るシーンとなった。


    　七人がそれぞれ剣にセンスを内包させていく。


    　それを手に取り、陽翔が嬉うれしそうに剣を掲げた。


    　そして──。


    「覚えておいてくれ、皆みんな。わたしの本当の名前はエリシアだ」


    〝スバル〟のアジトを去ろうとして、彼女──ルシアはそう呟つぶやいた。


    



    『思い出して、皆みんな』


    



    　旭姫あさひの声が脳内に響く。


    　祈りのような、穏やかな声。


    



    『ルシア……エリシアは──〝スバル〟のメンバーで……大事な幼なじみなんだよ』


    



    　欠けていた思い出が、すべて元通りになっていく。


    　封印されていた記憶が、復元されていく。


    　いなかったはずの仲間。


    　七人目の存在。


    　それが、今、はっきりと形になった。


    



    『エリシア。今、返すよ。あなたの力を──』
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    　　　　　▽　　　　　▽　　　　　▽


    



    　カインの〈覆天冥覇斬フレイ〉のエネルギーが、ゆっくりと迫ってくる中……。


    「……ルシア……。いや、エリシア」


    　不意に湧わいてきた記憶に、戸惑う。


    　今までなぜ忘れていたのか。


    　──そうだ。


    　七星剣プレアデス。


    　これは決して〝スバル〟だから名付けたわけじゃない。


    　七人いたから。


    　彼女──エリシアが名付けてくれたのだ。


    「ごめんな、エリシア」


    　仲間だったのに、忘れていた。


    　幼なじみだったのに、忘れていた。


    　決して忘れてはならない大切な仲間だったのに。


    　彼女は自分の使命を果たすために、闇やみに戻ったというのに。


    　この世界で旭姫あさひを救ったとしても、セトを倒したとしても、何をしたとしても自分の世界にためにならない彼女が、旭姫のために戦う理由。


    　それは、エリシアも〝スバル〟だったからに他ならない。


    　皆と同じで、大事な仲間を守る──それだけだった。


    　──もし、旭姫を表で守っていたのが俺たちだったとすれば。


    　──裏でずっと守り続けてきたのがエリシアなんだ。


    　ずっと、ずっと、長い時間を、たった独りで。


    



    　そして──記憶と共に、もうひとつ蘇よみがえる。


    



    　七星剣が、ひとりでに輝き始めた。


    　七つ目の宝玉が、一層強く輝いている。


    　失っていた力を、本当の力を、取り戻すかのように。


    　七星剣に込められた、エリシアの封印のセンスが。


    　陽はる翔との記憶と連動し、七星剣にも伝わっていったのだ。


    「はああああああああああっ！」


    　陽翔の咆ほう哮こうと共に、七星剣が枷かせを外し、強い光を放つ！


    　カインから放たれた、〈覆天冥覇斬〉が七星剣に命中し──約定、闘気、魔導、因果、結果……そのすべてを封印した。


    　何もかもを霧散させ、その場に静寂が訪れる。


    　全員が戻ってきた記憶に困惑していた。


    「消したはずの、記憶が……？」


    　エリシアは信じられないという表情を浮かべている。


    　自分自身が封印を解いたわけではなかった。


    　封印石の中に閉じ込められた旭姫あさひの記憶とそのセンスが、それを成したとしか思えない。


    「これも……君の力なのか？　旭姫……」


    〝スバル〟の困惑をよそに、戦いはさらに苛か烈れつな領域へ突入していた。


    「おおおおおおおおおっ！」


    　想いを糧かてにしたかのように、〝スバル〟の刃がさらに加速する。


    「ぬっ！」


    　七星剣プレアデスとカインの剣がぶつかり合った。


    　カインの剣からオーラが失われていく。


    　音が重なり合う度たびに、それは見る見るうちに消えていった。


    「──未来を以もつて、力と成せ、ニケ……」


    　カインが現出させた精霊を七星剣が捉とらえ、解き放たれた封印の力によってその力を失わせる。


    　七星剣に込められたエリシアの封印が、陽はる翔との手によって遺い憾かんなく発揮されていた。


    「〈獅子刃・扇アルギエバ〉！」


    　創星剣オリオンによる横一文字の一いつ閃せん。広範囲に広がった闘気の刃が、鷲わしのようにカインを狙ねらう。


    　カインが左の剣でガードするが、すぐ刀身にヒビが入り、根本から音を立てて折れた。


    「くうっ！」


    　カインが初めて、その足を後退させる。


    　その隙すきを逃のがすわけにはいかない。


    　七星剣を鋭く突き入れた。


    　微かすかに頬ほおを掠かすめただけに過ぎなかったが、カインから闘気と魔導のセンスが失われていくのがわかる。


    　そして、その封じ込めたセンスを創星剣が譲り受け、歓喜するようにオーラを放った。


    　これこそが、七星剣の真の力であり。


    　対をなす創星剣の力であり。


    　その二刀を使いこなす陽翔の力だった。


    「これなら……！」


    　陽翔が呟つぶやくと、カインがニヤリと笑った。


    「セトのセンスすら、封じることができるかもしれぬな！」


    　そう。


    　セトのセンスすら、無効化できるかもしれない。


    　だが──。


    「今はあんたに勝つだけだッ！」


    「意気や良し！　我も勝利のために剣を振ふるっている！」


    　この男すら倒せなければ、セトにこの剣は届かない。


    　そして、封印が効いているからといって、カインの剣けん戟げきは決して衰えていなかった。


    「はああああああっ」


    「おおおおおおおっ！」


    　もはや常人には介入できないような戦いが繰り広げられる。


    　いつしかお互いの闘気がふたりの世界を創つくり出し、そのエネルギーが漏もれ出して形を成して、誰もが立ち入れぬ円えん蓋がいを作り出していた。


    「なあ、あんた」


    「なんぞ」


    「あんたは自分のために勝ちたいんだろう」


    「然しかり」


    「なら、今の俺には勝てねぇよッ！」


    　陽はる翔との気迫がカインを押す。


    「俺は……仲間と一緒に戦ってるんだからなぁッ！」


    　思いが乗った陽翔の七星剣プレアデスが、ガードしたカインの身体からだを吹き飛ばした。


    　距離を取った瞬間、仕切り直し──。


    「行くぜッ！」


    　陽翔が七星剣と創星剣オリオンを逆手に持ち替え、鳥が羽ばたきの如ごとく構える。


    　それはカインがダンジョンを吹き飛ばした時に見せた構え──。


    　ふたつの剣に、白金の闘気が伝っていく。


    　そして、中に込められたセンスも呼応し、輝き出した。


    「これが今の俺に出せる全力だッ！」


    　振られた剣が、交差する。


    「〈二重なる銀河の獅子双撃デユアル・レオニダス〉」


    　七星剣と創星剣から放たれた獅し子しが渦巻いて絡からみ合い、カインへと飛び込んでいった。


    　カインは剣で抑えるものの、あっという間に剣が喰くわれ、身体が闘気に呑のまれていく。


    「がっ──」


    　闘気を纏まとわせて抵抗をしても無駄だった。


    　カインの闘気は獅子に咀そ嚼しやくされ、消えていく。


    　二頭の獅し子しが役目を果たして霧散すると、カインは力を失って倒れ伏した。


    



    　ぼろぼろのまま、陽はる翔とが倒れたカインに近づく。


    　カインはこれ以上ないほど満足そうな顔を浮かべていた。


    「敗北ぞ」


    「俺ひとりで勝った気はしないけどな」


    「よき勝負であった」


    　カインは満足げな笑みを浮かべている。


    　まったく悔いはないと、言いたげに。


    「この一回のみということだけが、口惜しい」


    「そうだな。あんたとは、こんな切った張ったじゃなくて、楽しく戦える気がする」


    「謝罪しよう。センスは……素晴らしいな。これほど楽しめるものとは思わなかった」


    「そうだろう？」


    　陽翔が笑顔を返すと、カインも笑みを浮かべた。


    　お互い、気持ちを通じ合わせたかのように。


    「……約束ぞ」


    　少しずつ、カインの身体からだが光に包まれていく。


    　ライフはゼロ。彼はこの世界から消えるのだ。


    「旭姫あさひは……『狭はざ間ま』にいる。あとはそこの少女がわかるであろう」


    　彼は違たがえることなく、約束を果たしてくれる。


    　まっすぐに道を歩む、求道者だった。


    「さらばぞ。天羽あもう陽翔。そして、輝かしき〝スバル〟の星々よ」


    　そして、彼はその痕こん跡せきを残すことなく潔く消えていった。


    



    　全員の視線がエリシアに向く。


    　言いたいことは色々とあったが、あり過ぎて言葉が出てこない。


    　エリシアは何と言ったものか悩む素そ振ぶりを見せてから、ポケットから何かを取り出した。それですべてが伝わると……。


    「パーティリング！」


    　それは〝スバル〟のパーティリングだった。


    「クライヴが作った時に拒否したのは……」


    　貴たか法のりが面食らった瞳ひとみで、エリシアのリングをまじまじと見る。


    「わざわざ作る必要もなかったということだよ」


    　皆が見つめる中、エリシアがパーティリングを手に取り、


    「様々な思い出がこれには詰まっている。もう二度と、嵌はめることはないと思っていたが……本当に君たちには驚かされてばかりだ」


    　それを手慣れた手つきで指に嵌めた。


    「あ、あのエリシア……」


    「エリシアちゃん」


    　咲さ月つきと希のぞみが気まずそうに、エリシアへと話しかける。


    　だが、彼女は首を振った。


    「大丈夫。君たちの言いたいことぐらい、なんとなくわかる」


    　──大切な仲間だから。


    　言葉は不要だと言わんばかりに、彼女は優しい表情を浮かべていた。


    　そして、エリシアは全員を見渡す。


    「もう憂うれいはない。わたしたち〝スバル〟の、最後の星を取り返しに行こう」


    　エリシアが言うと、皆が頷うなずき返した。


    「行くぜ。旭姫あさひ奪還だ！」


    　陽はる翔とは七星剣プレアデスを握り、高々と天に掲げる。


    　七星剣の宝玉が、歓喜の輝きで〝スバル〟を照らした。

  


  [image: ]


  
    あとがき


    



    　ガガガ文庫の読者の皆様、お久しぶりです。田た尾お典のり丈たけです。


    　七星のスバル六巻となります。


    　まさかここまで続けさせてもらえることになるとは思ってませんでした。


    　あともうちょっと、皆様にお付き合いいただければ嬉うれしいです！


    



    　クライヴ、ピン！　ピン男子表紙、第二弾ですね。


    　クライヴらしさ全開でカッコいいですわ。こういうポーズが嫌いや味にならないで、とても似合ってますからね。


    　それにしても男キャラって一昔前だと、男性向けライトノベルの表紙では完全に用無しだった感じなんですけどね。最近は表紙のパターンも増えてきて、非常に楽しくなってきました。差別化もできますから。


    　こういうフリーダムなチャレンジはとても好きです。もっとも、一巻や二巻ではできなかったでしょうけど……。そこを超えたからこそできる挑戦でもあるのです。


    



    　そして、驚くべき発表です。なんとアニメ化企画が進行中でございます。


    　これも応援して下さった読者の皆様のおかげです。ありがとうございます。


    　伝えられる情報は少ないので、これ以上、何かを発信できるわけではないのですが、ひとまず報告をしておかねばと思いまして。


    　今も何もやっていないように見えて、色々とやっていたりします。


    　詳しい情報は、ガガガ文庫のホームページや私のツイッターなどを見ていただければと思います。きっと楽しい情報が盛り沢山になることでしょう。そうなるといいなぁ。


    　どうにか形にできるよう、精一杯頑張ります。


    



    　それでは謝辞に参ります。担当のＩ様。今巻もご迷惑おかけしました。まさかここまで苦戦するとは思ってませんでした。次の巻もよろしくお願いします！


    　イラストレーターのぶーた様。クライヴ、最高ですね！　色々やることもあって、お忙しいとは思いますが、次も含めてどうにか頑張っていただければありがたいです……！


    　また、出版するにあたって関わっていただいた皆様に、重ねて御礼申し上げます。


    　最後に。この本を読んでくださった読者の皆様すべてに、この上ない感謝を。


    
      二〇十七年八月

    

  


  
    田尾典丈


    Noritake Tao
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